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　戦況は圧倒的に不利だった。

　細かい情報を並べ立てる必要も複雑な分析を繰り返す必要もない。

　単純で明確。ただ一言――『絶望的』と表すれば事足りる。

「クフィール！」

『……はい』

「自己診断術式起動。せめて応急処置だけでもしておくぞ」

『……はい』

　既に味方の戦力は全滅していた。

　勿論、高こう濃のう度ど呪じゆ詛その吹き荒れるこの限定戦闘領域スフイアにおいては感知器センサの利かない死角など幾らでも生じる。敵は勿論だが、味方すら一定距離にまで近付かねば、その存在を感知できないことも多い。

　だが――少なくとも味方の魔導機士キヤバリアの識別信号が途絶えてもう二時間になる。比較的妨害を受けにくい感染呪術式ＣＴＧ通信でも連絡は入らない。存在を確認できない以上は『死んだ』と理解する方が、無意味な楽観に足をすくわれなくて良いだろう。

「…………くそ」

　周す防おう千せん里りは低く毒づいた。

　彼のいる操縦座ブレインボツクスを球状に囲む領域球儀グ　ロ　ウ　ブの曲面には、灰色の空間が映し出されている。濃淡はあるが、明確な境界線や輪郭は何ど処こにも存在しない。此こ処こに比べれば、宇宙空間ですら賑やかに見えるだろう。

「いつ見ても鬱うつ陶とうしい景色だ……」

『――御主人様！』

　不意に領域球儀の隅に『感染呪術式通信ＣＭＣ－３回線三番』の文字が点滅する。

　回線を開放。高速浸食型呪詛を流し込まれることを警戒して情報流量を制限されていた回線から通信相手の姿と声が流れ込んでくる。

「――テジャスか」

　領域球儀の曲面に一人の少女が映し出される。

　テジャス・ファルチェスク。

　愛らしい顔立ちを燃えるような炎の色が縁取っている姿だ。やや幼い印象が強いが――それだけにフリルをふんだんに備えた、豪ごう奢しやな黒いドレスがよく似合っていた。小さな姫君といった印象である。

　テジャスは少女の容貌を備えているが――彼女は人間ではない。

　この限定戦闘領域の端――千里達から見れば遙かに後方に待機する魔装機兵サーヴアントであり、同時にその機体制御を行う人造精霊の名でもある。少女の姿はその人造精霊のイメージ映像、つまりは対人インターフェイスだ。

　彼女は周防千里との〈契約〉により、千里の存在そのものに直結した接続同調回路リンクを持っている。高い呪詛濃度にかかわらず辛うじて長距離通信が可能なのはこの為だ。

　勿論、魔装機兵〈テジャス〉は千里にとって味方だが、戦力としては計上されていない。基本的に〈テジャス〉は今現在千里が搭乗中の機体――魔導機士〈クフィール〉の防御性能及び通信・索敵性能を向上させる為の追加装備オプシヨンであって、単体での戦闘力はないに等しいからだ。

「先に転移脱出シフトしろと言ったぞ」

　千里は無愛想な声でそう言った。

『ですが御主人様。戻ってくだされば補給できます』

　テジャスは叫ぶように言った。

　大型機である〈テジャス〉は運動性能の低下と引き替えに、搭載容量が大きく――予備の呪符倉マガジンや部品を抱えている。元々〈クフィール〉と対で、長時間の強行偵察用に作られた機体だからだ。

『もう汎用呪符スペルタグも千枚と残っていないでしょう？　それに多重防御結界を張れば応急修理の時間だって――とにかくその機体の状態では』

「接触ランデブーしようと結界を解いて減速した魔導機士なんざ『撃ってください』と言わんばかりの良い的だ。多分――奴もそれを狙ってる」

『ですが……』

「俺とクフィールは大丈夫だ。いいから転移脱出しろ。命令だ」

　言いつつ千里は手元の操作卓コンソールに指を走らせて通信情報に制限を掛ける。

『汎用呪符残数：四六二』

『特化型呪符残数：零／零／弐／零』

『類感同調機構パペツト・システム：七七％にダウン／幻肢痛フアントムペイン発生中／鎮静術式十七単位起動』

『左腕部補機第三祈禱車マニにソドム効果発生中／贖罪機構アテネイタ効果なし』

『魔装補機エクオピツジ接続：バルバロイ現象レベルＣ／補正中』

　…………

　ずらずらと自己診断術式が告げてくる〈クフィール〉不調の情報も、これでテジャスには伝わらないはずだった。

「まだだ。まだ終わらない。まだ終われない。俺達は――まだ」

　まるで呪文のように千里はそう呟つぶやく。

『……御主人様』

　そっと囁ささやくように千里を呼ぶ声。

　同時に……操縦座の側に蒼い髪の少女の姿が蜃しん気き楼ろうの如く現れ、心配そうに彼の横顔を見つめてきた。

　伏せがちな眼、丸めがちの背中、竦すくめがちの肩……大柄であることを常に申し訳なく思っているかのような物腰である。肉食獣を思わせる、大柄で豊満な体たい軀くの持ち主として対人インターフェイスはデザインされているというのに、何処をどう間違えたのか、搭載された人格は草食獣の大人しさを備えていた。

　クフィール・アブソリュート。

　千里が乗るこの強行偵察リーコン型魔導機士〈クフィール〉の機体制御を担う人造精霊である。千里の意識とこの機体を繋ぐ為の接続同調回路を司る適合補助機構アジヤスタントでもある。

「すまん」

　千里は領域球儀に映る灰色の深淵を睨み据えたまま言った。

「お前には貧乏くじを引かせた」

『そんなことは……ですが御主人様は』

「言うな」

　千里は断ち切るように告げた。

「それ以上は――言うな」

『…………』

　クフィールの準物質映像が眼を伏せた。

　たとえ百万言を重ねても詮ないことがある。ならば既に言葉は無意味だ。後はただ従うか拒むかの選択だけがそこにある。そしてクフィールに限って言えば、千里に対して後者を選ぶことだけはない――決して。

　いついかなる時も彼女は千里の良き従者だった。

　逆らわず。拒まず。ひたすらに従順。

『御主人様！』

　不意に――クフィールの悲鳴じみた声が弾ける。

　同時に千里の脳内と領域球儀の両方に注意喚起の点滅状態フラツシユで戦術情報が表示された。急速な幸運値ＬＵＫの下降と同時に脅威値ＤＮＧが爆発的に上昇。互換型疑魂機関オルトマトンが一次装甲表面の防御呪文シールドスペル循環速度を上昇させると同時に、千里とクフィールの時間認識単位を強制変更。

　この間――百分の三秒。

「――後ろ!?　いや」

　呪的死角――鬼門からの奇襲攻撃！

〈クフィール〉の姿勢制御システムに組み込まれた八極陣が悲鳴を上げて回転し、基準方位を変更・再設定するが……もう遅い。

　灰色の空間を切り裂いて飛来する幾つもの――『矢印ベクトル』。

「――ッ！」

　指示を待つまでもなくクフィールが防御結界を連続起動。

　千里の意識に直結された魔導機士の互換型疑魂機関オルトマトンが大量の汎用呪符を高速で連続装嗔。圧縮詠唱スクリークによる金切り声のような呪文詠唱が超高速で繰り返され、機能を果たして吐き出された空の呪符が、雪のように魔導機士の脇腹から排出されて舞い散っていく。

　多重防御結界ＭＤＦ――展開。

　幾重もの防御結界が稲妻のように飛び込んできた厚みのない矢印模様――射出型攻撃術式ベクトルドライヴアを蜘く蛛もの巣の如く絡め取る。結界に引っかけられた射出型攻撃術式は、瞬く間に有効存在時間の限界を超えて自己崩壊する――

『甘い！』

　――はずだった。

「ぐっ……!?」

　爆音と衝撃が真横から千里達を襲った。

　クフィールが咄とつ嗟さに複層の防御結界を展開したのは立派と言える。

　だが彼女の展開した防御結界は、全て同じ属性だった。

　魔導機士同士の戦闘における術式の重ね掛けは、属性なり何なりを微妙に変えて行うのが定石セオリーだ。同じ属性の術式はたった一つの対抗術式で全て無効化されてしまうからである。同じ鍵で開けられる錠前なら、幾つ付けても意味はないということだ。

　最初に結界に届いた一発はあくまで様子見。攻撃術式ではなく解析術式が載せられていたそれは、自らの消滅と引き替えに、結界の亜空間防壁の空間性状分析結果――プランク定数その他を、続く攻撃術式に送信して自動入力。

　その結果、続く二撃、三撃目に結界は瞬間的に浸食され――射出型攻撃術式を『異物』と認めずに素通し。影のような矢印の群れは、そのまま進路を妨げられることもなく〈クフィール〉の二次装甲の上に到達。そこで物理現象に転換されたのだ。

「ぐくっ……」

　爆発によって、〈クフィール〉は脇腹の二次装甲を大きく削られていた。

　露ろ呈ていした一次装甲表面に高速循環スクロールする汎用防御呪文が一部流れだし、まるで血のように文字列が空間に揺らいで、拡散し――消える。

「う……」

　機体と同調している千里の神経に幻肢痛フアントムペインが走る。破断面から逆流した雑音信号の仕業だ。千里はまるで自らの身体が抉えぐられたかのように苦鳴を漏らす。

『がうっ……！』

　即座にクフィールが汎用防御呪文の循環路を調整。〈クフィール〉の呪文流出は止まったものの、その霊的防御力は数パーセント下降を余儀なくされた。

　たった数パーセント。だが既に満まん身しん創そう痍いの〈クフィール〉にとってその差は大きい。

（このやり方は覚えがある）

　不意を突いての鬼門からの一撃。

　卑劣でありながらも何処までも用心深く――精せい緻ち。幾手もの先を読んで仕掛ける絡め手型の戦術。『戦う前に勝敗は決まっている』が奴の口癖だった……。

「やっぱり生きていたか――〈笑う聖柩ジヤツク・イン・ザ・ボツクス〉ッ！」

『正解だよ。千里』

　先程割り込んできた声が認めた。

　同時に八極陣が基準平面を再設定。方違かたたがえによる鬼門変更により死角に隠れていた敵の機体が領域球儀の上に浮かび上がってくる。

　蒼と金に彩られた強襲突撃用魔導機士――〈フランカ〉。

『いや。ここは〈矛盾回廊エツシヤーズ・キヤツスル〉と呼ぼうか？』

　通信回線を介して嘲あざけるような言葉が飛んでくる。

「黙れ――聡さとる！」

　千里は即座に互換型疑魂機関で攻撃術式を編へん纂さんしながら叫んだ。

「その『躱し名デコイ』で俺を呼ぶなッ！」

　沸騰する怒りに集中が途切れる――一瞬。

　恐らく聡はそれを狙っていたのだろう。

『御主人様！』

　クフィールが叫び――未来予測ラプラス機関が金切り声を上げて脅威値を更新。

　千里達の視界から突然〈フランカ〉の機影が消えた。

「……！」

　まるで接触不良のモニタの如く、領域球儀の表示曲面上を『敵』を示す紅い指標アイコンが点滅しながら支離滅裂な位置に顕れては、消える。

　転移の魔法術式に混沌変数を組み込み、因果法則を強制的に切り裂いて連続的に跳ぶ、予測不能の〈アブドゥル・ステップ〉。代償として機体そのものの劣化を招く上、一歩間違えば原子融合して自爆する可能性すらあるこの戦法を、敵が――あの〈笑う聖柩〉が、あの逆さか崎ざき聡が、まさかこの局面で使ってくるとは思ってもみなかった。

　そこまで彼も千里の存在を気にしているということか。あるいは獅し子したる者は瀕ひん死しの兎にすら全力で襲いかかるということか――聡は獅子というよりも毒蛇だが。

「ぬあっ!!」

　類感同調機構が悲鳴を上げながらも千里の意識に反応し機体を反転させる。

　逆流する虚数ノイズに脳を掻き回される悪寒を覚えつつ、千里は――そして彼の運動神経に同調した〈クフィール〉は、半ば己の勘に従って、手にした重機関杖ヘビーワンドを聡の魔導機士〈フランカ〉に向ける。

　同時に重機関杖の狙う先――ゆらりと揺らめく空間に実体化する〈フランカ〉。

　その重機関杖も既に〈クフィール〉に向けられていた。

　既に白兵戦の間合いである。

　打ち合う閃光と閃光。

　無論、互いの重機関杖には既に攻撃術式が装嗔済みだ。

　尖端から輝く作用領域を展開した重機関杖――それはあたかも長大な光の穂を備えた、槍のようだ――が互いに触れ合い、術式と術式が優先度を争って閃光を散らす。術式に御しきれなかった魔力が光や熱に物理変換されて拡散しているのだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　一見すると光の槍を振り回して打ち合っているだけのようにも見える二機だが、実際にはその重機関杖の効果領域が触れ合う度に、術式と術式が摩擦コンフリクトを起こし、作用領域における支配権を争って互いを否定しているのだ。

　そして――

『僕達の勝ち――さ』

　聡の宣告と同時に作用領域の支配権が決定。

〈フランカ〉の重機関杖が展開する効果領域が、三重の複合防御結界をぶち抜いて〈クフィール〉の下腹部に突き刺さった。

「ぐああああっ!?」

　絶ぜつ叫きようする千里。

　類感同調回路ＩＭＴＳを逆流した感覚が痛みとなって彼の脳のう髄ずいを駆け抜ける。通常の痛覚とは異なる感覚の不協和音――悪寒を痛みのレベルにまで高めた感覚は独特のものだ。日常生活の上で決して味わうことのない異次元の苦痛には、拷問耐久訓練を受けた剛の者でも悲鳴を上げるという。

　クフィールが機体制御を一時的に代行。〈クフィール〉は零距離で衝撃波の魔法を顕けん現げんさせ、〈フランカ〉を蹴り離すようにして間合いを広げた。

『御主人様！　後退を！　早く！』

　通信回路を通してテジャスの悲鳴じみた声が聞こえてきた。

『一度この限定戦闘領域から撤退して体勢を立て直――』

『撤退？　何処にだい？』

　するりと嘲るような聡の声が割って入る。

　彼は敢えて満身創痍の〈クフィール〉を追撃せず悠然と構えている。

　その理由は次の瞬間に明らかになった。

『敵影確認……！』

　悲鳴じみた声でクフィールが叫ぶ。

　高濃度呪詛を掻き分けるようにして灰色の濃淡の隙間から十を超える機影が出現したのである。詳細はまだ見えないが、輪郭から判断して〈フランカ〉の量産機である〈フラゴン〉だろう。千里と聡の戦闘によって撒き散らされる大量の魔力から、この位置を探知して集結してきたのだ。

『一体全体、君達は何処に還かえるつもりかな？』

　次に来るべき聡の言葉を千里は知っていた。

「聞くな！　テジャス！」

　悲鳴じみた声で叫ぶ千里の声に覆い被せるようにして聡は告げてきた。

『知らないなら教えてあげよう』

　心底から楽しげに。

　まるで――嬲いたぶるかのように。

『君達の帰るべき惑星は七時間と八分前に消滅しているよ。使用されたケルヴィム弾頭の影響で、観測はまだできないけどね。噓うそだと思うならアカシック・リーダーを使うといい。記録が残っているはずだから』

『……！』

　テジャスが息を呑む気配が伝わってくる。

「黙れ聡――この裏切り者！」

『罵ば倒とうも心地良いよ。〈矛盾回廊〉』

　聡が鷹おう揚ような口調でそう言ってくる。

『所詮は人間――ヒトの限界だね』

　涼しげな――まるで他人事のような声だった。

　まるで自分はもう人間ではないと言うかの如くに。

『ヒトたるものの呪じゆ縛ばく。存在の軽さ故に補完的に求められる意味と、それを御する為の便宜的な概念――理性。僕はつまらない妥協などしたくなかっただけさ』

「貴様の、貴様のその考えこそが！」

　千里は吼ほえる。

「ヒトを縛る呪縛だと何な故ぜわからない!?」

『怒りも。悲しみも。あくまで現象に対する無意味な補完行為であり自己憐れん憫びんの延長に過ぎない。その全てを振り捨てた先にこそ、絶対因果と対峙し得る自由の地平がある』

「戯ざれ言ごとを抜かすなッ!!」

『――まあ今更君と議論を蒸し返すつもりはないよ。〈矛盾回廊〉』

　聡がまとめるように言った。

『そろそろ君達も滅亡してくれるかな。いい加減――』

　どす黒い笑い声が通信回線に響いた。

『目障りだ』

　同時に〈フラゴン〉が一斉にその背に装備していた汎用射出機を解放。

　だが放たれたのは射出型攻撃術式ではなかった。

　実体弾だ。

　複雑な軌道を――幾重にも折れ曲がる奇妙な軌道を繋ぎながら、襲いかかってきたのは、知性体追尾弾頭テインダロス。

「くっ……！」

　千里は意識の片隅で混沌変数を回避行動に組み込みながら無秩序機動。

『無駄だよ』

　と聡が断じてくる。

　知性体追尾弾頭は高等生物の意志に反応する。音でも熱でも光でも臭いでもなく――物理知覚とは別次元の、呪的探知により、対象設定された相手の精神を追尾する。ありとあらゆる物理現象を無視して真っ直ぐ相手の意識に食らいつく、悪夢の猟犬だ。

　どんな回避行動を採ろうと、これをかわしきることはできない。餌え食じきになるのが嫌ならば撃墜するしかないが――人造精霊を搭載したこの追尾弾頭もまた、混沌変数を用いた無秩序機動をして敵の攻撃を回避する。弾幕を張ってもその全てを撃ち落とすのは至難の業だ。

「逃げろテジャス!!」

　重機関杖に打撃系攻撃術式を高速装嗔。

　呪弾を大量にばらまいて知性体追尾弾頭を牽けん制せいしながら千里は叫んだ。

〈テジャス〉の機体にこの攻撃を撃墜できる兵装はない。

「俺達に構わずこの領域から転移脱出しろ――テジャス！」

　千里の叫びと。

　一発の知性体追尾弾頭が〈テジャス〉に着弾するのと。

　それは……ほぼ同時だった。

「テジャスッ!!」

　音はない。

　この限定戦闘領域には空気などないのだから離れた場所の音など伝わりようがない。

　ただ、遙か彼方で小さな小さな閃光が咲いた。

『地球が……滅亡していたなんて……』

　呆然と呟くテジャスの声がひどく遠い。

　だがそれも一瞬のこと。

　ザッ――という雑音を区切りに、テジャスからの通信は、途絶えた。

「テジャス！　テジャス！　テジャスッ!!　応答しろ――テジャス！」

　吼える千里。

　だが――耳に突き刺さるのは冷たい静寂ばかりだ。

「…………」

　それを振り払うかのように――

「……がああああああああああああああッ！」

　発作的な怒声を上げながら千里は無秩序機動ランダム・マニユーバ。

　迷路のような軌道を描いて追い縋る知性体追尾弾頭を千里の〈クフィール〉から爆発的に放たれた射出型攻撃術式が迎撃する。

　だが知性体追尾弾頭は、射出型攻撃術式を回避。

　接近してくる――真っ直ぐに。

（掛かった！）

〈クフィール〉は重機関杖を振った。

　射出型攻撃術式は敢えて『隙』を――手薄な部分を作り出す為の一手に過ぎない。強引にその『隙』に滑り込もうとする知性体追尾弾頭は――既に無秩序機動の優位性を喪い、間抜けに真っ直ぐ突っ込んでくるだけの代物と化す。

　そこへ絞り込まれた作用領域がレーザービームのように伸びて薙なぎ払はらった。

　灰色の限定戦闘領域に咲き乱れる白い爆花。

　しかし――

「――！」

　全てを墜とすには至らなかった。

　残った一発が〈クフィール〉の右脚部に命中したのだ。

「があっ！」

　痛みに叫ぶ千里。

『支援術式散布！』

　クフィールの叫びと共に疑魂機関が大量の術式符を使って高速で装嗔。大量の空タ符グを吐き出しながらも、残存する二次装甲の表面を大量の支援術式が循環し、半径六六単位に作用領域を設定し〈守護〉と〈幸運〉の術式を展開。千里の周りの不利な不確定要素を可能な限りに排除していく。

　だがそれでも――圧倒的な不利は覆しようがない。

「まだだ……！」

　操作卓に指を走らせながら千里は唸うなるように言った。

「差し違えてでも奴だけは……！」

〈クフィール〉の機体から全ての二次装甲が弾け飛ぶ。

　同時に一次装甲表面上を循環スクロールしていた祈禱車式静音詠唱システムが術式を『守護』より『加速』に変更。鎧を脱ぎ捨て身軽になった〈クフィール〉は、全ての推進器を一方向に向けた上、加速の術式を使って限界まで加速。全身の血が背中に寄るかのような加速で〈クフィール〉は聡の〈フランカ〉に向けて突撃する。

「おおおおおおおおおおおおお――ッ!!」

『ぬっ……!?』

　聡は再び〈アブドゥル・ステップ〉に入ろうとするが――事前の儀式もなしに成立する魔法ではない。時間認識加速アクセラレータを用いて儀式を圧縮したとしても〈クフィール〉が到達する方が早いだろう。

『御主人様……』

　ふとクフィールが囁くように言った。

〈フランカ〉を睨み据える千里の視界――その片隅で彼女は場にそぐわぬ柔らかな笑顔を見せる。まるで……まるで何かを慰なぐさめようとするかのような。

『……ごめんなさい』

　次の瞬間。

　千里の全ての感覚が――ぶつんと途切れた。

　それがクフィールという適合補助機構アジヤスタントを失った結果だと彼が認識したのは、数秒後のことである。そして次の瞬間には、彼は作動した非常用脱出機構によって、〈クフィール〉の機体から操縦座ごと飛び出していた。

「クフィール!?」

　魔導機士〈クフィール〉が最大加速で〈フランカ〉に突撃してゆくのが見えた。

「お前！　何を――」

『……どうか……生きて……ください』

　既に彼女の幻像は消えて……切なげに訴える声だけが伝わってくる。

「馬鹿野郎!?　お前は――」

　怒鳴る千里。

　だが彼にできるのはそれだけだった。操縦座には最低限の生命維持機能しか備わっていない。戦闘能力もなければ移動能力もないのだ。

「クフィール！　馬鹿、よせ！」

　従順で素直で。千里の言うことなら何でも聞いて。

　そんな彼女の最初にして――恐らく最後の反抗。

『小賢しい！』

　聡の叫びと同時に数発の射出型攻撃術式が放たれる。

　だが全ての魔法機関を『加速』の一点に絞り込んだ〈クフィール〉は、まさに最速。

　その速度故に小回りはきかないが、最高速度に達したその機体は、たとえ射出型攻撃術式が命中したとしても、自己解凍して効果を発揮する前に、それらを振り払い、あるいはそれらの間をすり抜けてしまうのだ。

　一ミリ秒にも満たぬ一瞬の交錯。

　追尾型弾頭ならいざしらず、射出型攻撃術式の軌道修正能力は低い。目標を見失った矢印は、空中で分解し、無意味化した無数の文字列を虚空に撒き散らした。

『馬鹿な――こんな!?』

　聡の叫びに突き刺さるかのように〈クフィール〉が〈フランカ〉に激突。

　二つの機体は激しく回転しながら限定戦闘領域を横切るように飛んでいき、その端境たる基準界面に衝突した。

　魔力を――そしてそれが物理現象に転化した火花を激しく飛び散らせながら基準界面を滑っていく二機の魔法兵器。既に〈アブドゥル・ステップ〉で機体構造材の劣化が始まっていた〈フランカ〉は、無数の破片を撒き散らしながら削られてゆく。

「クフィーッ!!」

　叫ぶ千里。

　その声に満足したかのように――〈クフィール〉は爆散した。

「ばっ………………馬鹿な……なんで……ッ！」

　だん！　と操作卓を叩く千里。

　指揮官機を失った〈フラゴン〉部隊は束の間、困惑するように限定戦闘領域内を無秩序に飛び回っていたが……やがて隊列を組み直して接近してきた。

　だがもう千里はその動きに対応――否、反応しない。

　彼はただ呆然と〈クフィール〉の散った虚こ空くうを見つめていた。

　その時――

『お待たせー』

『千里！　生きとるかー？』

　何処か気楽な声が千里の鼓膜を叩いた。

　同時に基準界面を転移魔法で強制突破して、一機の魔陣母機エンプレスが出現する。

　巨大なその人型――というよりは釣り鐘のような輪郭をしている――魔法戦闘兵器は、次の瞬間、マントを翻ひるがえすように、その一次装甲を展開。十二分割された筒状の装甲は、それぞれが一機ずつの魔導機士を吊した射出機カタパルトへと変形し、爆発するかのように、子機を――魔導機士を撒いた。

『騎兵隊の到着や！』

　宣言と同時に魔陣母機本体はその手足を使って印をきり、手首足首に装備した祈禱車を高速回転。大量の〈祝福〉術式で魔導機士部隊をコーティングし、更に射出機で加速していたそれらに〈加速〉の術式を重ね掛けした。

『本陣展開終了。支援術式四種も随時展開中だよー』

『おっしゃ！　一気にしばいたり！』

「桜さくら子こ……薫かおる……」

　先陣をきる邀よう撃げき型魔導機士〈カーティス〉の肩に描かれているのは、桜の花びらと剣をあしらった紋章だ。それは〈百禍繚乱ミールストーム〉斯し波ば桜子の機体の証である。

　そしてよく見れば魔陣母機にはツバメの紋章が描かれていた。こちらは〈無限深淵ギンヌンガガプ〉遠とお野の薫の機体〈フルクラム〉だ。

『全機、斉射六連！　選択、殲滅術式〈メビウスⅢ〉――撃うて！』

〈カーティス〉を先頭に、魔導機士達の長距離用重機関杖が一斉に唸りを上げ、閃光と共に無数の攻撃、否、殲滅術式が撃ち込まれる。

　空間ごとねじり込んで無限に折り畳んでいく閉空間爆縮攻撃。即時起動、即時展開する攻撃魔法に数機の魔導機士〈フラゴン〉が巻き込まれ、飽和容量に達した時点で原子崩壊を起こして爆発。その後、空間ごと消滅していく。

　亜空間に咲く無数の戦花。

　その中で――

「…………」

　千里はただ呆然としていた。

　ただ動かぬまま彼は変化していく戦況を眺め――

『逃げる奴は追わんでええで！』

『右翼――散布呪詛濃度の偏差が激しいよ。〈祝福〉効果の掛かりが落ちてる。重ね掛けするから一旦、六戦術単位まで後退してねー』

　状況はおよそ三分で劇的に変化した。

　絶望的だったはずの戦況は、計算外の兵力が大量投入されたことによって、いとも簡単に覆された。奇策でも性能でもなく、戦闘を決するのはまず数――魔法戦闘に限らずごくごく当たり前の理屈だ。

『敵機の残骸を回収。〈フラゴン〉の術式調整バランスの記録を採るで』

　桜子の命令で魔導機士部隊が破壊された〈フラゴン〉の残骸を回収し始める。既に敵勢力は掃討され、戦闘は完全に終了していた。

　本当に瞬く間の出来事だ。

　しかし……

『千里くん』

　薫の操る〈フルクラム〉が緩やかに近付いてくる。

　巨大な腕がゆっくりと動いて千里の操縦座を回収した。

「…………クフィール……」

　だが呆然と操縦座についたまま千里は動こうとしない。

　彼の双そう眸ぼうはただただ――愛機が自爆したその基準界面の辺りを頑なに見続けていた。

『御免ね。間に合わなかった』

「…………」

　千里は応えない。

　ただ虚うつろな眼で二度と還らぬ相棒達の姿を探している。

　そんな彼に――

『嘆くには値しません。魔導機士は兵器であり道具。人造精霊も同じです。故ゆえにクフィールもテジャスも適切な処置を採り、立派にその務めを果たしたと褒めてやるべき――』

「黙れ」

　淡々と告げてくる声――〈フルクラム〉の人造精霊だ――に対して、千里は唸るような声で言った。何かを堪こらえて、堪えて、堪えきれずに低く震える声で。

「頼むから黙ってくれ」

『…………』

『千里くん？』

　薫が声を掛けてくる。

　だがやはり千里は応じない。

　やがて――長い長い空白の沈黙を置いてから彼は続けた。

『彼女達のことを……テジャスを……クフィールを……愛して……いたの？』

「…………」

　唇を嚙む千里。

　クフィール。テジャス。

　魔導兵器にして人造精霊。

　嘆くに値しないというのならば――愛するにも値しないのかもしれない。

　彼女達は人間ではない。

　千里とは違うモノだ。

　だから……

『千里くん？』

「…………」

　やはり彼は無言。

　ただその両肩が小刻みに震える。

『千里くん。君は……』

「………………って」

　千里は頭上を振り仰ぐ。

　それは眼から流れ落ちようとする涙を堪える仕草のようにも見えて――

「そんな恥ずかしいこと言えるかあッ!!」

　……しかしどうやらちょっと違うみたいだった。





●　●　●






　常識という強固な壁の向こう側に棲すむ者達がいた。

　科学という安定した技術の発達により、歴史の表舞台から追われた特異技術――魔法。

　その魔法を守り、研けん鑽さんを積んできた者達、即ち魔法使い。

　彼等は基本的に隠れ棲む者だった。

　断絶はせずとも隔絶した者だった。

　そもそも魔法という技術は、個人的な能力差が如実に出る上に、魔法使いと呼べる程の資質を備えた者は圧倒的に少ない。それ故に、その存在自体が差別と混乱を生むのは必至であり――魔女狩りの例をわざわざ引き合いに出すまでもなく、魔法とそれを使う者達が表舞台から姿を消したのは当然のことであったろう。

　だが……




「――本当にそうなのか？」




　そう最初に疑問を持った魔法使いが、誰なのかはわからない。

　だが現代に隠れ住む秘儀継承者達は、ある時……ふと考えたのだ。




「『十分に発達した科学は魔法と区別がつかない』――クラークの言葉はある意味で的を射ていると言えるだろう」

「既に個々人で把握できる領域を越えて科学は広がり、専門外の人間にはまるで意味不明の代物と化している。過度の専門化・先鋭化により、学ぶには個人的な適性が重要視されてくることも含めて考えれば、それはもう、実質的に我等の魔法と差はないのではないか？」




　かつてパーソナル・コンピュータの存在が『パソコンを使える人間と使えない人間を峻別し能力差別社会を作る』と叫ばれた時代がある。だが結果的にはそれは予想されたような事態には陥っていない。緩やかな変へん遷せんにより、人々の生活習慣や意識が変化し適応していったからだ。

　ならば……あるいは今こそ、数世紀に及ぶこの隔絶を解消し、一般人と魔法使い達が共存する世界を目指すことも可能なのではないか――そう考えた魔法使い達がいた。

　勿論、反対はあった。

　数世紀間に醸じよう成せいされた魔法使い達の価値観は、一般人との関わり合いを否定する上に成り立っている。故に多くの魔法使い達が一般人に交まじることに抵抗を覚えるのは当然のことであった。

　だが同時に――魔法使いとは、元より禁きん忌きというものに抵抗の薄い者達でもある。

　故に誰かが言い出したのだ。




「じゃあやってみようよ」……と。




　具体的には、魔法使い達と一般人とが無理なく共存できるかどうか――その実験テストをしてみようということになった。

　そう。実験だ。

　科学と魔法の区別なく、実験の積み重ねは技術の蓄積と発展には欠かせない。少数派故の色々な行き詰まりを抱えていた魔法使い達の中には、一般人を取り込むことで――あるいはそれを想定した実験を行うことで、また別の可能性を探りたいと考える者もいたのだ。

　その結果として、一つの実験都市が造られることとなった。

　アバロン学園都市――通称〈都市バロウ〉。

　実験の為に一般世界から隔離されたこの場で、魔法使い達は営々と実験を開始した。

　混こん沌とん委員会と呼ばれる十三名の『特異な存在』を意思決定機関として置き、実際に魔法的能力を持たない人間達を迎え入れて、どの程度の問題が生じるのか――あるいは生じないのかを調査し始めたのである。

　そして――





●　●　●






「そんな恥ずかしいこと言えるかあッ!!」

　叫ぶ自分の声で目が醒さめた。

「…………あ？」

　のしかかる眠気の底で、周防千里はうっすらと瞼まぶたを開く。

　全体的に視界が暗い。窓辺のカーテンの隙間から滲み入る光が照らし出すのは、そろそろ見慣れてきた寮の寝室風景である。最低限の家具は置かれているものの、全体的に殺風景な佇まいだ。元より千里はあまり部屋にものを置かない方だが――そもそも越してきて三週間余りでは、まだ生活感が染み付くには程遠い。

「…………」

　さて今は何時なのだろうか。

　目覚ましは八時に掛けてあるものの、大抵の場合に千里は七時半頃に目が醒める。元々眠りは浅い方なのだ。とはいえ、疲れていたりすると、その限りではなく――ここしばらくは環境の変化もあって起きる時間が前後するようになっていた。

「……んん……」

　まだまとわりつく睡魔に抗い、腕に巻いたＧ‐ＳＨＯＣＫで時間を確認。

　時刻は八時四分。

　二度寝するには少々足りない――などと考えながら。

「…………」

　千里は瞬きをした。

　一度ならず二度。二度ならず三度。三度ならず四度。

　何度もしつこく繰り返し瞬きをしたのは……目の前にあるそれが、夢の残ざん滓しではないかと疑ってみたからである。だがそれは変わらず千里の――文字通りに眼と鼻の先にあった。

　少し恥ずかしげに微笑ほほえむ少女の顔が。

「…………」

　眉を顰ひそめる千里。

　わずかに頰ほおを赤らめ、上目遣いに――何かをねだるかのような目で千里を見つめる可愛らしい顔が十センチと離れていない所にある。

　年齢は十代半ばといったところか。まだ幼い丸みが輪郭の線にも多分に残っているが……それだけに汚れのない清純さが感じられる。

　だがその一方で、長い赤毛が少し乱れて広がる様さまが、そこはかとない淫いん靡びさを――しどけなさを醸し出し、無防備な愛らしさと絡み合い、『さあ汚せ！』と言わんばかりの風情である。肩から下はシーツの下にある為、その様子はわからないが、わずかながらも鎖骨が見えていることを思えば全裸か、着けていても下着程度の状態なのだろう。

　誘っている。

　そうとしか思えない姿だ。

　だが――

「…………」

　むっくりと起き上がる千里。

　彼は横たわる少女の顔を眺めながら冷たい口調で言った。

「何やってんだ……テジャス？」

　彼の傍らに横たわる――枕に。

　通常の枕に比べるとやや細長い棒状。横向きなどで眠り際に、頭を載せるというよりも両手両足でしがみつくようにして身体を安定させる為の寝具。

　そう――それはいわゆる一つの、抱き枕、であった。

　でもってその抱き枕のカバーには、半裸で横たわる赤毛の少女の姿態が１／１サイズでくっきりとフルカラー印刷されているのだった。

　テジャス・ファルチェスク。

　周防千里の適合補助者アジヤスタントの一人……なのだが。

「何って――」

　ぴょこんと棒状の抱き枕は真ん中で折れ曲がって上半分を起こすと――どうやら身を起こした状態らしい――何処で喋っているのかは激しく謎だが、千里の聴き慣れた可愛らしい声で言った。

「勿論、添い寝ですよ？」

「…………それはわかるが」

　色々突っ込みたいのを堪えて千里は努めて冷静な声を出した。

「そのあり様は何だ？」

「え？　あり様と言いますと？」

「いや……だから。なんでどっかのカエルみたいに平面化してんだお前は」

「見ての通り抱き枕です！」

　と元気良くテジャスは言った。

　ただし印刷された彼女の姿は全く動いていないので、やっぱり何処でどう喋っているのかはさっぱりわからないのだが。

「御主人様、抱き枕、ご存じないんですか？」

「いや、抱き枕そのものは知ってるけどな」

「今、抱き枕カバーが大流行なんですよ？」

「……ほー」

　明らかに熱のない口調で相槌を打つ千里。

「ちょっとエッチなイラストによってお望みのキャラとのめくるめく一夜を演出する夢のアイテム！」

「自分でキャラとか言うか」

　とうんざりした様子で千里はぼそりと突っ込むが――聞こえているのかいないのか、テジャスはそのまま元気よく歌うように言った。

「多様マルチな趣味フエチズムにＴＡＩタイ‐ＷＯＷウオウです！　裏側に夢が溢れます！　この流行を敏感に察知した私の次の形態！　テジャス・ザ・抱き枕カバーモード！　これで御主人様の夜のお相手もばっちりです！」

「…………何というか」

　千里は呻うめくように言った。

「既にどっから突っ込んで良いのかもわからないんだが……」

「前でも後ろでもＯＫですよ？」

「そーゆー話じゃねえよ！」

　ほとんど反射的に喚わめいてから千里は抱き枕少女を睨んで言った。

「わざわざ二次元になってどうする」

「……え？」

　抱き枕の上の方がくにゃっと折れる。

　どうやら首を傾げている、という仕草らしい。やっぱり表面のテジャスの絵は何も変わらないままなのだが。

「御主人様って二次元フェチなんじゃないんですか？」

「ねえよ！」

　テジャスのやることにいちいち真面目に怒鳴っていると、激しく体力を消耗するので、今後はできるだけ控えよう――と昨晩、愛用のＧ‐ＳＨＯＣＫに誓った千里だったが、既にその誓いは破られつつあった。

「なんでそういう結論になるんだよ!?」

「でも私やクフィちゃんが迫っても全然お手つきにしてくださらないし、ミーティアにちょっかい出される様子もないので……てっきり、ディスプレイ越しにＬＯＶＥラヴ囁ささやいてくるよーな嫁が好みかと」

「嫁とか言うな！　俺は普通だよ！」

「普通じゃない人はみんなそう言うんです！」

「やかましい！」

「でもエロ魔王を襲名されたからには、エッチなカバーのついた抱き枕の一つも持ってないと沽券に関わります！」

「エロ魔王じゃねえ！」

「二次元から三次元まで全方位隙なくエロを極めてこそエロ魔王です！」

「だから違うつってんだろうが！　いいから元に戻れ！」

　と抱き枕を指差して喚く千里。

　すると――テジャス抱き枕は、ぼかん、と非常にわかり易い音と煙を発して、小爆発。

　その煙が収まった後には……毎度の通りのゴスロリ少女がちょこんと正座していた。

　基本的に容姿は先程と全く変わらないが今度は完全に立３体Ｄである。

　テジャスは身をよじりながら残念そうに言った。

「いい案だと思ったのにぃ」

「思うな！」

　溢れちゃうばかりのエロへの情熱を、小柄でロリな非メリハリ・ボディに搭載した全自動エロトーク・マシン。それがテジャスなのである。千里としては迷惑千万な話だが。

「まったく……」

　溜息をつきつつ、千里はベッドから降りようとして――

「…………」

　そこで千里は動きを止めた。

　数秒悩んでから、彼は脚をベッドの上に戻してあぐらをかき――その脚を降ろして足の裏で踏み締めようとしていた床の上を見つめた。

「お前は何をしてるんだ、ミーティア」

　床の上に横たわったまま、何かの生いけ贄にえに捧げられる乙女の如く、両眼を固く閉じ、まるで祈るように両手を胸元で組み合わせている少女が一人。

「………………」

　ミーティア・ファルチェスク。

　この少女もまた紆う余よ曲きよく折せつあって千里の所に配属された適合補助者アジヤスタントの一人なのだが。

「何をと申されましても……」

　ミーティアは妙に熱のこもった瞳で千里を見上げながら言った。

　顔立ちそのものは何処か上品な――深窓の令嬢とも言うべき整ったものだ。

　しかし、やたらに大きな胸をしている上に、熱でもあるかのようにうっすらと紅を帯びた頰、憂いを含んで潤んだ瞳、常に喘あえぐような熱のこもった吐息を漏らす桜色の唇、といったその構成要素のせいで……普通に服を着てそこに立っているその姿だけでも妙にエロいというか、空気がピンク色に染まっていくかのような雰囲気がある。

　しかも首からは犬の首輪と引き紐リードらしきものを提さげているので、何というか、既に千里としても何処から突っ込んで良いのかわからないというか、突っ込んだらその瞬間に負けが確定しそうな感じである。

　エロいという意味ならテジャスもかなりのものだが、天てん真しん爛らん漫まんで明めい朗ろう闊かつ達たつにエロトークをするテジャスに対し、こっちはもうじっとりねっとりとした口調や視線のせいで、身に纏まとう空気からエロいというか――般はん若にや心しん経ぎようを唱えていても卑ひ猥わいな雰囲気になりそうだった。

　しかも……

「ここにこうしていれば、御主人様がお起きになった際に、そのおみ足で踏んでいただけるのではないかと愚ぐ考こうした次第なのですが」

　ミーティアはいわゆるドＭである。

　全方位な分だけ広く浅いテジャスのエロさに対してこちらのエロさは範囲が限定されている分だけ深い感じだ。主に業ごうが。

「踏まねえよ」

　千里はミーティアを踏まないように注意して床に脚を降ろす。

「そんな……」

　何処からか取り出したハンカチをきゅっと悔しげに嚙んでミーティアは言った。

「おはようのひと踏みをいただけることを夢見て、ずっと待機しておりましたのに……」

　ミーティアは床の上で身をよじる。

「いつもいつも……御主人様に踏みしだかれ蹂じゆう躙りんされるこの床が……床が憎い……！」

　などと言いつつミーティアはぐりぐりと指先を板張りフローリングの床に食い込ませる。

「何に嫉しつ妬と心しん燃やしてんだお前は!?　つか抉えぐるな！」

「踏まれて当然と言わんばかりのこの床が……この床が……！　嗚あ呼あ……なんて……なんて傲ごう慢まんな……！」

「そりゃ床なんだから踏まれて当然だっつうの」

「どうか私のことも踏んで当然と――」

「思わねえよ！　つかどけよお前は!?」

　脚を降ろそうとする所にさかさかと匍ほ匐ふく前進して待ち構えるミーティアに千里は怒声を上げる。だが当然にそれはミーティアにとっては喜ぶべき御褒美でしかない訳で。怒っただけ無駄というか損なのはわかっているのだが、ついつい反射的に怒鳴ってしまう千里なのだった。

「つか――テジャス！」

　千里は傍らに座る赤毛の少女を振り返って喚いた。

「なんでしょう御主人様!?」

「仮にも親子だっつーんなら、お前がきっちり管理しとけ、このドＭを！」

「御主人様！」

　胸元で両の拳こぶしを握り締めてテジャスは言った。

「それはできません！」

「なんでだよ！」

「御主人様に対する劣情に親も子もありません！」

　胸を張って――かなり薄いがそれはさておき――テジャスは堂々と言った。

「御主人様を誘惑するにあたって、そこに親子の関係を持ち込むなど卑ひ怯きよう千せん万ばん！　互いにベストを尽くし！　正々堂々とエロいことをすべきです！」

「爽やかな笑顔で言うこっちゃねえ！」

　口調は爽快だが内容はどろどろである。

「エロいことをすべきですよ？」

「不思議そうに言っても意味ねえよ！」

「宣誓！　私はここに御主人様へ正々堂々とエロいアプローチをすることを誓います！」

「清々しく誓うなっ！」

　ばしっと片手を挙げて――どっちかというと選手宣誓というより、どっかの独裁国家の掛け声体勢というか『ハイル！』とか頭についちゃうよーな感じで宣のたまうテジャスに、千里は怒鳴った。

　ちなみに……テジャスは分類上、魔法具の精霊化体で、ミーティアは自動人形である。

　元々服の魔法具であるテジャスは人形筐体を『芯』に使っていたのだが、こちらに付つく喪も神がみという形で自我が目覚めて独立稼働し始めてからは――これがミーティアである――テジャスも自らを精霊化させる機能に開眼し、『芯』は必要なくなった。

　ともあれミーティアという付喪神の『核』となっているのが、テジャスの千里に対するエロい執念だったりするので、一応、テジャスが『母親』ということになっているのだ。まあ外見的にはどう見ても――たとえ姉妹だとしても上下逆っぽいというか、明らかにミーティアの方がテジャスより身長も胸囲バストサイズも上なのが一目瞭然なのだが。

「……ったくどうして俺の所にはこんな適合補助者ばっかり……」

　と……呟いて。

　ふと千里は気付いた。

　先程から――もう一人いるはずの、比較的まだ真面目なアジャスタントが一言も発していないのだということを。

「クフィール？」

　千里は最初に彼の所に配された一人目のアジャスタントを振り返った。

　部屋の隅に――千里のベッドとは反対側に置かれたもう一つのベッド。

　そこに彼女は腰掛けていた。

　端的に言えば蒼い髪の長身少女。

　それがクフィール・アブソリュートだ。

「……がぅ……」

　服装こそ違うものの――夢の中で見た彼女と基本的に同じ姿である。

　強いて言うなら緊張感の有る無しが違うくらいだろうか。

　クフィールの顔立ちはよく整っていて、美人か否かと問われれば、間違いなく美人なのだが……全体的に緩んだというか、灯どんみたいに焦点のぼけた感じがして、『綺麗』という言葉を添えると違和感がある。まあ大型の犬が日向ひなたで寝こけているのにも似て、その落差が『可愛い』と言えなくもないが。

　千里よりも身長のある少女だが、細身なのと、どことなくその長身を持て余し気味というか、ぬぼーっと立っている感じがする為に、横にいてもあまり威圧感はない。むしろ常に何処か摑んで支えていてやらないと、ぽてんと倒れそうな雰囲気すらある。見るからに血圧が低そうな感じ。

　ちなみに普段はメイド服が多いクフィールだが、今は寝間着代わりのジャージ姿である。以前はライオンの着ぐるみを着ていたのだが、さすがにこれは熱がこもって熱いとこっちに替えたのである。クフィールは未練がましく着ぐるみを眺めた上で『わかりました……これは勝負服にとっておきます……』とか何とか、微妙に不安な未来を予見させる台詞せりふを呟いていたが。

　まあそれはさておき。

「…………」

　眼を細めて怪け訝げんそうに己のアジャスタントを見つめる千里。

　クフィールは……少し様子が変だった。

　ぼーっと間の抜けた表情で空中を眺めていたかと思うと、不意に『がぅっ……』とか小さく呟いてもじもじと身をよじったり。でもってまたぼーっと無意味に空中に視線を揮発させたり。その繰り返しである。

　まるで心此処にあらずといった風情。

　彼女がぼんやりしているのはいつものことだが、その程度に差が生じているというか――今は何やら妙な『波』が断続的に続いている感じだった。

「クフィール？　おい。どうした？」

「……がぅ？」












　クフィールは……ようやく千里の呼び掛けに気付いた様子で、眼を瞬かせた。

　その頰がほんのり紅色に染まっているような気がするのは千里の気のせいだろうか。

「あ……いえ……その……」

　もじもじしながら眼を伏せるクフィール。

　彼女はしばらく言葉を探すかのように俯うつむいて唸っていたが――

「嬉しくて……」

　――と言った。

「俺がエロ奉行共に翻ほん弄ろうされるのがそんなに面白いのかよ」

　眼を細めて言う千里。

「御主人様の弄いじられ系キャラなところが萌え！」

「お前は黙ってろ!!」

　横から口を挟んでくるテジャスに喚く千里。

「あ……いえ……そうではなくて……！」

　慌ててクフィールはぷるぷると首を振る。

「御主人様が……」

「だから、俺が、何だよ？」

「初めて……『クフィ』って呼んでくださった……もので……」

「…………ッ!?」

　思わず言葉に詰まる千里。

（……そういえば確か）

　初めて出会った時に『双方の親密度を深める為』とか何とか言ってクフィールが、千里に自分のことは『クフィ』と呼んでくれと言ってきたことがあった。当時の千里は正体不明のメイドさんに警戒心ばかりが募っていたので、そのまま愛称ではなく普通に『クフィール』と呼ぶようになっていた。

　でもって。




『クフィ――ッ！』




　まあ確かにそう呼んだ。

　呼んだが――それは夢の中のはずで。

「こ……声に出てたのか……？」

　だとしたらあの何処かのロボットアニメさながらの会話はかなり恥ずかしい。

　そもそも夢は現実の反映と呼ばれるがどうしてあんな夢を――

「というか」

　テジャスが言った。

「表情も仕草もばっちりと堪たん能のうしましたですよ？」

「…………」

　赤毛のアジャスタントを振り返る千里。

「一つ聞くが」

「はい」

「なんで俺の見ていた夢の内容をお前が――お前達が知ってるんだよ!?」

「睡眠学習の関係で、接続同調回路リンクで繋がってますし。その気になればいつでも見られますよ？」

「勝手に見るな――ッ!!」

　千里は喚いた。

「プライバシーとかそういう概念はお前等にはないのかよ!?　心の中まで勝手に覗き見られてたまるか！」

「あ、でもこれも『学習』の一環だからって……」

「はあ？」

　眉を顰める千里。

　そんな彼の背後で――

「――説明しよう」

「…………」

　千里は振り返る愚を犯さず枕の下に手を突っ込むと、実家から持ち込んだ私物の一つを――エアソフト・ガンのデトニクス45を抜き、躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんもなく肩越しに、背後に向けて引き金を引いた。

「ぬおう!?」

　ばしゅっ！　――という圧搾ガスの発射音と共に、悲鳴というよりどちらかというと喜んでいるとしか思えない声が響いて、千里の背後で人影が一つ跳び下がる。だが千里は振り向きながらばしゅばしゅばしゅとその人影に引き金を引き続けた。

　で――

「はっはっはっは」

　とても避けきれる距離ではないはずなのだが――弾倉18発、薬室１発、総計19発のＢＢ弾を軟体動物のような動きでくねくねとかわし続けたその人物は、両手を腰に当てて朗ほがらかに笑った。

「周防！　ゴーグルを掛けていない人を撃つのはマナー違反だ！」

「てめえは――」

　弾切れを起こしてスライドが開きっぱなしのデトニクスの引き金をカチカチカチカチと神経症患者の仕草みたいに引き続けながら千里は言った。予備弾倉を用意しておかなかったのは一生の不覚だったかもしれない。

「なんで此こ処こにいる!?」

「何故にと問う。故にと答える。だが、人が言葉を得てより以来、問いに見合う答えなどないのだ……」

「禅ぜん問もん答どうしてんじゃねえよ！」

「ものを知らないな周防は。禅問答ではなく『ボト●ズ』31話の次回予告だぞ？」

「知らなくて当然だよ！」

　デトニクスを枕の上に投げ捨てて千里は言った。

「家庭訪問だよ周防。先生なら当たり前だ」

「寝込みを襲うような家庭訪問があってたまるかッ!!」

　と千里が怒鳴るその相手。

　それは奇人だった。

　いやもう他に表現がないくらいに激烈に変なのだった。

　まず陣じん羽ば織おりである。

　その人物は、時代劇なんぞに出てくるアレを、アバロン学園の教師職が着る制服の上から着ているのだ。何の意味があるのかはさっぱりわからないが、とにかく調和とかコーディネートとかそういったものを事象の地平に置き去りにするかのように平然と着ている。

　それだけでもまあ異様ではあるのだが――

「っていうかそもそも何なんだそれは」

　と千里が指差すのは――

「仮面だが」

　と相手は答えた。

　そう。仮面だ。

　恐らくは『鬼』をモチーフにした――般若系の造形の面なのだが、実際にはより直線が強調されて簡素な印象になっている。そしてその顎の部分には何故か『萌』の文字。

　一体何の意味があるのか理解に苦しむ格好である。

　まあ多分意味なんてないのだろうが。

「ロボットものといえば仮面被った謎の美形は必須！」

「自分で美形とか言うな！　つーかうざいから取れ！」

「断固、拒否する」

　無意味にそっくり返りながらその奇人は言った。

　彼の名は、ミスター・ブシなんたら……ではなくて。勿論グラハムなんたらでもない。

　佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうというのが彼の名だ。

　千里達の通うこのアバロン学園普通科の教師であり――同時に達人アデプト級の魔法使いでもある。実際に、まるで呼吸するかのように気楽に、それこそ腕の一振り、呪文の一唱えで、超常現象を引き起こす様は、魔法使いの称号に恥じないものだが……いかんせん、その趣味というか言動が、基本的に何処か狂っているという困った人物であった。

　世俗から超越した魔法使いであるはずが――どうしようもなく俗っぽいのだ。

　多分、この仮面も何かのアニメだかゲームだかの影響でやってるだけなのだろう。ある程度までは千里にも突っ込めるのだが、時折、ディープ過ぎて元ネタすらわからず、突っ込んで良いのかどうか判断のつかないボケがあったりするから困る。

「まあ冗談はさておき――」

　言って榮太郎はあっさりと仮面を外した。

　露あらわになる榮太郎の素顔。

　長い黒髪。切れ長の瞳。薄い唇。細く尖った顎。

　自分で美形だ何だと言うだけあって、部分部分を見ていけば間違いなく美男子そのものである。世間には『手タレ』『足タレ』といって化粧品や靴のＣＭで美しい手や足を披露するそれ専門――部分専門のモデルがいるが、確かに榮太郎の容姿の『構成部品』はいずれも部分モデルとして使えそうなくらいのものが揃そろっている。

　なのに何処か違う。

　重要な基部の螺ね子じが抜けているかのような――全体的に奇妙な緩みがあって、引き締まりきっていないというか、二枚目になりきれていない人物である。仕草なのか。表情なのか。あるいはもっと奥深い所にある何かか。それはわからないが。

　もっとも彼の場合、美形にちょっと足らないところはある種の愛あい嬌きようにもなっている。

　まあ中身は、愛嬌だの何だのどころの話ではない変態だったりする訳だが。

「夢は楽しめたか？　周防」

　榮太郎は面白そうにそう尋ねてくる。

「あ？　一体何の――」

　と言いかけて。

『ロボットものといえば仮面被った謎の美形は必須！』――今聞いたばかりの榮太郎の台詞が脳のう裏りに再生される。

「……って。あの夢はてめーの仕業か!?」

「はっはっは。その通り！　予あらかじめアジャスタントにデータを渡して接続同調回路経由で脳内に流し込んだのだ！」

「威張るな！　っていうか面白半分に他人の夢の中に土足で踏み込むなっ！」

　ばんばんとベッドの枕を叩きながら千里は怒鳴った。

　だが――

「いやいや。これも実習の一環でな」

　そう言う彼の手には――いつの間にか一冊の文庫本があった。

　よく見れば何やらカラフルな表紙イラストと題字が描かれていて、いかにも『ライトノベルです』といわんばかりの代物だとわかるが……

「実習って――」

　アバロン学園においていわゆる『座学』は基本的に存在しない。

　アジャスタント達を介した睡眠学習により、知識は労せずして詰め込めるので、教師が延々と喋り、あるいは板書し、生徒はそれを見ながら聞きながらノートをとる……といった旧来の授業風景は此処では無縁である。

　ではそもそも授業が必要ないのではないかという考えにも至りがちだが――さにあらず。

「シミュレーションだよ」

「…………夢でか？」

「極限状況下における知識と技能の活用。習うより慣れろ方式っていうか。武術の『型』みてーなもんかね」

　繰り返し繰り返し『仮想』の状況下で行う予行演習。

　それが一定段階に達すれば、事細かに意識することなく人は技能を行使できるようになる。いわゆる『身につく』『身になる』などと言われる状態だ。反復作業によって意識や神経回路そのものに一種の『近道シヨートカツト』が出来上がるのである。

「言ったろ？　知識だけ蓄積しても意味ねーって」

「それは聞いたけどな……」

　そう。知識は詰め込むことができても、経験はそう簡単に補充できない。

　脳を含め、人間の身体は様々な要素が相互に繋がって出来ている。色々な経験が感覚の記憶として蓄積され――それと知識が有機的に、複合的に結び付いた時に、初めてそれぞれが自らの血となり肉となって活きる。

　例えば戦術だの兵器の性能や操作法だけやたらによく知っているような――いわゆる頭でっかちの人間が、実際に戦場に出れば秒殺されかねないように、知識とはただ蓄積するだけでは死蔵に等しい。大事なのは、それらを目の前の現実に結びつけることであり、その為の訓練は知識を活かす上で必須なのである。

「アジャスタントの能力やら魔法技術やらってのは、なかなかフルに使いこなすべき状況ってのには出会わないからな。だが非常時にすぱっと使いこなせないと意味がねえし。だから夢の中で、フルに魔法技能やアジャスタント機能の行使を体験して貰う訳だよ。最初は『させられ感』が強いかもしんないけどな。やってる内に段々感覚的にわかってくだろうさ」

「あのロボットアニメみてーな状況設定は何なんだよ？」

　経験を積むだけなら、もっとこう地に足のついた状況設定もあるはずだ。

「それは無論」

　きらりと白い歯を輝かせて榮太郎は言った。

「俺の趣味」

「趣味かよ!!　そんな気はしてたけどな！」

　榮太郎と出会って三週間余り。

　この色々な意味で困った魔法使いの性格は千里達にも大まかにわかりつつあった。

「もうちょっと内容を選べよ！」

「極限状況でこそ学べるものも多いぞ？」

「いきなり極限状況に放り込まれてたまるかッ！　大体あの内容の何処が極限だ！」

「何を言うか――周防！」

　榮太郎は拳を握り締めて言った。

「あそこまでギリギリな感じはあんまり他にないぞ!?」

「何処が!?」

「戦闘中に通信管制もせずにわざわざ敵と会話できちゃうよーなところとか、殺し合いしてる最中なのに哲学論みたいなことを言い合うところとか、意味があるんだかないんだかよくわからない二つ名とかでお互いを呼び合ったりとか、なんか物凄く重い背景ドラマがありそーな感じの思わせぶりな台詞を投げ合ったりとか、大量の設定に延々とルビ振ったりとか！」

　そこまで列挙すると――榮太郎は陶然とした表情を浮かべて身を震わせた。

「こう……中坊神経を刺激して無駄に滾たぎってくるものがあるだろう!?」

「ねえよ！」

　と怒鳴る千里を榮太郎はしみじみと哀れむような目で眺めてくる。

「つまらない中二ライフを送ってるなあ……お前」

「俺はもう高校生だっつーの。今更中二病に罹かかってたまるか」

「大丈夫だ周防。俺はずっと罹りっぱなしだが人生楽しいぞ」

「そーみたいデスネ」

　投げやりに言う千里。

「……そもそも疑問なんだがあんた一体幾つだ？」

「心はいつも十五歳だ！」

「ああ、ああ、そうだろうとも！」

　何処かのＳＦ作家みたいな台詞を堂々と言う榮太郎に向けて怒鳴る千里。

「周防はロボットアニメ嫌いなのか？」

「見るのは嫌いじゃねえけど、登場人物にはなりたかねえよ！」

（特に無意味に鬱っぽい展開になるのはな）

　そんな続きの言葉を千里は口にする前に喉のどの奥へと押し戻した。

　自分の過去を殊更に語る趣味は千里にはない。

　それはさておき――

「うーん。自信作だったのになあ」

　千里の内心の諸々を知ってか知らずにか――まあ多分知らないだろうが――榮太郎は手にした文庫本を何度もひっくり返して眺めている。

　どうやらあの『物語』は榮太郎の作らしい。

　彼の表情は残念そうだが、題名に『猫姫～殴り愛・宇そ宙ら編～』などと書かれている時点で同情の必要はなさげというか、色々突っ込みたくなる衝動を抑えねばならぬ千里であった。いちいち小ネタにまで律儀に突っ込んでいると、多分、日が暮れるからだ。

「せめてもっと身近な奴にしてくれ」

　と千里は榮太郎を睨み据えて言う。

「身近。身近――っねえ。ああ、学園異能バトルとかか？　ああ、そういえば学園を舞台にちっこい召喚獣を使って戦うやつが――」

「バトらねえやつだよ！」

「じゃあ世界を救うために他人同士が家族ごっこを――」

「世界の命運とかもいらん！」

「うーん……」

　達人級魔法使いはぽりぽりと人差し指で頰を掻きながら首を傾げた。

「じゃあ周防――マグロ漁業船に乗るバージョンと、締め切り前日の漫画家の仕事部屋に監禁されるバーションと、コミケ最終日東館壁際バージョンと、どれがいい？」

「身近じゃねえ！」

　千里は喚いた。

「あるいは『ざわ……ざわ……』とか効果音入ってる中で焼けた鉄板の上に土下座するバージョンもあるぞ」

「そんな経験積んでも意味ねえ!!」

「じゃあ正妻と二号さんと三号さんが鉢合わせする修羅場の――」

　と――言いかけて。

　榮太郎は腕を組んで唸る。

「むう。これはダメだな」

「あ？　なんでだよ」

「実際に正妻と二号さんと三号さんと義妹まで抱えてる周防には今更だろ」

「人聞きの悪いことを言うなあ！」

　と言うものの、クフィールとは同じ部屋に寝ているし、テジャスとミーティアも同じ部屋に住んでいるし、義妹であるところのウーラは隣の部屋にいるし、ということで状況だけ見ると千里の側にもあまり説得力はない。

「俺はこいつらと一緒に住んでるだけで――」

「……がぅ……」

　と反射的に指差した先には赤面してもじもじしているクフィールの姿がある訳で。

「お前もいちいち……その……反応するな！　アレは単にこのおっぺけぺー教師が仕込んだ夢で――」

　千里の意思ではない。ないはずだ。

　だからいちいち喜ぶようなことではないはずだ。

　そもそもたかが愛称で呼んだというだけのことで――

「そ……そうですね……はい……」

　こくこくと慌てて頷くも、クフィールの表情は妙に嬉しそうなままだ。

（[image: ]ー…………）

　千里は声に出さずに呻いた。

（……ったく、こいつは……）

　基本的にクフィールは――でかい。

　前述の通り長身で千里よりも背が高い。

　人によってはその背丈だけで『可愛げがない』と評するかもしれない。

　しかし、そんな彼女が、ちょこんとベッドに座って両手を膝の上に揃え――自分のジャージの裾を摑んで、何かを堪えるようにして、些さ細さいな喜びを嚙み締めている姿は、何というか、本当に――

「御主人様、御主人様」

「――御主人様って言うな」

　思考を中断するような形で割って入ってくるテジャスの声に、千里は半ば反射的に応じながら赤毛のアジャスタントを振り返る。

「なんだよ」

「クフィちゃんだけじゃなくて、私も愛称で呼んで欲しいです！」

「ああ？」

「英語で言えばペットネーム！」

　テジャスは拳を握り締めて力説した。

「別に縮める程の長い名前でもねえだろ、お前の場合」

　まあクフィールも別に長くはないが。

「別に長いから短いペットネームが必要な訳ではありません！」

「そうなのか？」

　エリザベスをベス、とか、マクシミリアンをマックスとか……基本、愛称というものは短くして呼びやすくするものだと千里は思っていたのだが。

「ツンデレです！」

「は……？」

　また変なことを言い出した――と自分のアジャスタントを半眼で眺める千里。

　主人の呆れに気付いているのかいないのか、あるいはもう無視することが基本設定デフオルトになっているのか、構わずゴスロリ幼女は言った。

「千里様のようなツン九割でデレ一割の人の場合、こう、デレた瞬間が非常にわかりにくいのです！」

「誰がツンデレだ!?」

「自覚がないのが困りものです！」

　とびしりと千里を指差して叫ぶテジャス。

「ですが普段呼ばないペットネームで呼んでくださった瞬間などは、こう、明らかにデレた瞬間だとわかります！　即ち――ツンデレ・サイン！」

「いや、だからさっきのはあくまで脚本――」

「そう、ここぞとばかりにそのサインを見逃さず、デレを見極め、堪能する為！　そっぽを向いて赤らんだ頰を掻きながら、普段は使わない愛称で相手を呼ぶその瞬間！　一瞬のデレ！　コンマ一秒、超高速のデレ！　千せん載ざい一いち遇ぐうのそれを見逃さない為にも！　見逃さずに畳み掛けてどろどろのべちょべちょのぐちゃぐちゃで十八禁の同人誌の如き既成事実に雪崩れ込む為にも！　予めペットネームは決めておかなければなりません!!」

「好き勝手ほざいてんじゃねえ！」

　自分に突き付けられているテジャスの指を払うと、逆に彼女をびしりと人差し指で指し返して千里は宣言した。

「お前にデレることは永遠にない！」

「デレぬなら、デレまで待とうホトトギス！」

「待たんでいい！」

「とにかくクフィちゃんだけ愛称で呼ばれるなんてずるいです羨ましいです妬ましいです嫉んじゃいます英語でいうと嫉妬ＳＨＩＴ！　って感じです！」

「英語じゃねえ！　いやだからあれは――」

「クフィちゃんだけずるいずるいずるいずるいでーすーう！」

「だから……」

「ずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいず！」

「なんかずれてるぞ」

「釘宮くぎゆぼーいす！」

「訳わかんないこと言うな――ッ！」

　と――とりあえず常識人の責務として怒鳴っておいて。

「……………あーもう」

　じたばたと駄々っ子のように椅子に座りながら手足をばたつかせるテジャスにほとほと困った千里は、溜息をついて言った。

「愛称つってもな。テジー、とか呼べばいいのか？」

「いえ。『テジー』とか『テジャ』じゃいまいち響きが可愛くないですから」

　テジャスは言った。

「まあそう……かな？」

　そこらの感性には今一つ自信のない千里である。

「なのでここは！」

　テジャスはぐっと拳を握り締めて言った。

「『ハニー』で！」

「一字も合ってねえじゃねえかよ！」

　期待満面の顔で言うテジャスに喚く千里。

「『マイ・ハニー』とか言っていただけるとより親密度が高まります！」

「人の話を聞けよてめーは！」

「じゃあ『スイート・ハート』で」

「むしろ長くなってるだろが！」

「本質を端的に顕あらわしています！」

「あらわしてねえ！　………………ああもうわかった、わかった、本質を顕すようなあだ名ペツトネームならいいんだな」

　千里は唸るような声で言った。

「わかってくださいましたか！」

「ああ。テジャス。これからはお前の本質に従い『エロトークスピーカー』と呼ぼう」

　千里は表情を引ひき攣つらせながら、改めてテジャスを指差した。

「略して『エロス』だ！」

「わーい！」

「いいのか!?」

　どうやら何でもいいらしい。

　嬉しそうにその場でスキップしながら『エロスエロスエーロースー！』と連呼しているテジャスに頭痛を覚える千里。ちょっと早まったかもしれない。

　そんな彼に――

「では御主人様」

　そっと寄り添い手を重ねながらミーティアが言った。

「私は是非、端的に『雌めす犬いぬ』でお願い致します」

「やかましい！」

「だってペットネームでございましょう……？」

「ペット違いだ！」

　というか、いくら雌の犬だからといって名前に『雌犬』と付ける飼い主はいまい。

「日本語が生々しくてお気に召しませんのでしたら、英語で『Ｂｉｔｃｈ』と呼んでいただくのもアリでございます。こう、気さくに、吐き捨てるような感じで」

「余計生々しい！」

「びっちゃんびちびち――」

「とにかく黙れ――ッ！」

「はっはっは。千里の所は朝から元気がいいな」

「やかましい！　登校の準備するから出てけ、変態教師！　つかそもそもどうやって入ったんだあんたは!?」

　寮の部屋は全て結界で括られている為に、その部屋の住人か、その者から権限を委託されているアジャスタントの許可がなければ出入りできないはずなのだが。とはいえこれも魔法技術なのだから、達人級魔法使いである榮太郎にしてみれば、いくらでも抜け道めいた方法はあるのかもしれない。

「はっはっは。まあ細かいことは気にするな」

「細かくねえ！」

「じゃあな。周防。遅刻しないようにな」

　と言うや否や……榮太郎の姿がいきなり平面化した。

「……!?」

　厚みを失い、三次元から二次元になり、更にはそれすらも薄れて透明になっていき――やがて完全に姿が消えた後には。

「…………これか」

　何やらトランプ程度の大きさの、小さなカードが一枚落ちていた。

　どうやらこのカードが榮太郎の侵入できた仕掛けらしい――というより元々このカードは千里の鞄か何かに紛れ込まされていたのだろう。

　榮太郎は侵入したのではない。

　最初から千里達の部屋にいたのだ。まあカードに魔法式で封じ込められた疑似人格と立体映像を『佐久間榮太郎』と呼んで良いのなら……だが。

「こーゆー所だけ魔法使いっぽいな、あの変態……！」

　拾い上げたカードを憎々しげに睨んで言う千里。

「ところで御主人様」

　テジャスが声を掛けてくる。

「なんだよ」

「そろそろ朝食を食べてお出かけの準備をされないと遅刻しますよ？」

「誰のせいだと思ってるんだよ!?」

　そんなこんなで。

　今朝も起き抜けにのしかかる疲労感と戦いつつも周防千里の一日は始まるのであった。
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　白い――まるで色彩を憎んでいるかのように、白しか存在しない部屋の真ん中。

　そこに二つの人影があった。

　比較すべきものが一切ない為に、規模や距離感すらどこまでも曖あい昧まいにならざるを得ないこの簡素な空間の中で……具体的な輪郭と存在感を持った彼等の姿は、まるで異物のようにすら見える。

　二人はソファの形に盛り上がった床に腰掛けながら、相対している。

　一人は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年。

　子供服のカタログのモデルでも務まりそうな、可愛らしく上品な顔立ちをしている。ただしその身に纏うのはアバロン学園都市における教職者を示す制服であり、その顔に帯びるのは幼い愚ぐ鈍どんさとはまるで無縁の――むしろ豊富な知識と経験を誇る、碩せき学がくの怜悧な表情である。

　一人は銀髪で眼鏡を掛けた青年。

　理知的で涼しげな顔立ちをしている。先の少年と同じく教師服を着てはいるが、丁寧に撫で付けられた銀髪といい、神経質ながらも何処か精気に溢れる物腰といい、教職者や学者というよりは、やり手エリートのビジネスマンといった雰囲気である。

　寒さ河が江み教授。

　シュタイン教授。

　それがそれぞれ少年と青年の名前であり――彼等は共にアバロン学園都市における幾つもの要職を兼任する重鎮である。それはつまり彼等が達人級か、あるいはそれ以上の実力を備えた魔法使いであるということも意味する。

「……さて実験開始から三週間余り」

　寒河江教授は手にしたカップの紅茶を一口啜すすって言った。

「ポイントは我々の予測通りの推移を示している訳だが――」

「まだ予断を許さぬ状態でしょう。心理学、社会学といった見地からはそれなりに可能性の高い予測は立てられますが――何分、それらが想定していない要素が、幾つも絡んだ実験ですからな」

　寒河江教授にシュタイン教授が答える。

　共に教授職であり、見た目から言えば、明らかにシュタイン教授の方が歳上なのだが――互いに対する態度はむしろ逆、シュタイン教授は寒河江教授に対してごく自然にへりくだっている。その様子はむしろ、部下か教え子といった風情だ。

「特に何名かの被験者には、実験開始当時には想定外だった状況が発生しています」

「周防千里か」

「そして他にも数名。最も顕著なのが周防千里ではありますが」

「ふむ……」

　寒河江教授は小さく首を捻った。

　怪訝の表情を浮かべる――ただそれだけの姿でも実に絵になる。

「後は――『魔法使われ』達の動きも」

「正直言ってそれは殊更に考慮する必要はなかろう」

　寒河江教授は言った。

「ついつい我々はあの生徒達だけを被験者だと考えがちだが……広義では我々やこの〈アバロン計画〉の存在を知り、携わる者達も含めて被験者と考えることもできる」

「それは――」

「彼等が〈アバロン計画〉に反対するという、その事実もポイントとして計上される。それだけ魔法使い側からの反対意見、拒否感が多いという資料になるからな」

「ですが生徒達に危害が及ぶようでは問題なのではありませんか？」

「無論それは気をつけるがね」

　寒河江教授は肩を竦めた。

「あくまでそれは手段についての問題だ。〈アバロン計画〉の反対派――君の言うところの『魔法使われ』達の否定的意見そのものは、一つの資料として尊重すべきだと私は考えるよ。前にも言ったが、私もどちらかといえば反対派だ。わざわざ誰かを害してまで自分の意見を押し通そうとまでは思っていないだけで」

「……ふむ」

　腕を組んで唸るシュタイン教授。

「手段と目的をはき違えてはいけない――ということですか」

「主義主張の自由というだけのことさ。その上で主張方法に問題があれば対処する」

　寒河江教授は肩を竦める。

「何はともあれ……」

　眼鏡の蔓つるを人差し指でコツコツと叩きながらシュタイン教授が言う。

　もし彼のすぐ背後に立っている者がいれば、彼の眼鏡の内側に何やら文字列が映し出されているのが見えたことだろう。

「現在プラス・ポイントとマイナス・ポイントがほぼ釣り合っている状態ですが、これはあくまで相殺状態であるというだけに過ぎません。プラス・ポイントもマイナス・ポイントも共にゆっくりとではありますが増加中です」

「何かの切っ掛けで、いきなりどちらかが増加する可能性もあるな」

「ええ」

　シュタイン教授が頷く。

「マイナス・ポイント百万を超えた場合、あるいは、プラス・ポイントよりも五十万以上の差が出た場合、〈アバロン計画〉は終了し同時に〈チャンドラー計画〉が発動する……か」

「結果が出るのは明日か。それとも十年後か……」

　寒河江教授は再び紅茶を啜りながら他人事のような口調で言った。
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「……ったく。迷惑極まりねえんだよな」

　ぶつぶつと呟きながら早足で千里は小走りに通学路を進んでいく。

　でもってその隣をメイド服姿のクフィールがついていく。

　学校に向かう普通科学生とそのアジャスタントの二人組という姿は、千里達に限らず、このアバロンの朝ではごく見慣れた存在だ。もっとも、もう始業時間まであまり間がないので、千里達の他に生徒やアジャスタントの数はあまり見られないが。

　ちなみにテジャスとミーティアは寮の部屋に残っている。何でもテジャスは昼休みに『とっておきのお弁当』を届ける為に準備をするとかで、自分から部屋に残ると言い出したのだが――また何か精力剤とか変な魔法薬とかを使った妙なものを持ち込んでくるのではないかと、気が気ではない千里であった。

　一応、一般社会の普通のスーパーで、食材として売っている材料以外は使うなと厳命してあるのだが、テジャスに限らずこのアバロン学園都市の連中はとにかく常識がない――というか千里達のそれとは違う常識で動いているっぽいので、どれだけ注意してもこちらの予想の斜め上を行くというか、思ってもみなかった結果が出てきたりするのが困りものだ。

「つうか此処の教師の選定基準はどうなってんだ」

「……一応、能力に応じて教職資格が与えられて、その中から選別されているはずです」

　とクフィールが言う。

「ある程度は……一般社会に通じているというのが一番重要な基準のようです……魔法使い達には……俗世間と繋がりを断っている者も多いので……」

「常識がなけりゃ同じだっつーの」

　幻影の分身を送り込んで生徒の朝を引っかき回す教師というのは、明らかに問題があるだろう。個人的な興味や趣味で生徒に接する教師なんぞ、ろくなものではない――と千里は思う。

「大体――教師なら教師らしく生徒の素行にも気を配れっつーんだ。むしろ妙なことを唆そそのかしたりするよーなことばかり――」

「妙なこと……？」

「あー…………まあ妙なことだ！」

　誤魔化すように強引に言う千里。

　彼の言う『妙なこと』というのは……榮太郎がやたらに不純異性交遊だの何だのを唆している様子があるということである。本来ならば生徒の不純異性交遊の類は諫いさめるべきはずの教師が、むしろ面白がって推奨するかのような言動を示すのだ。

　最初の授業の立川流のこととか。

　アジャスタントとの契約のこととか。

　榮太郎にしてみれば他人の色恋沙汰を眺めるような面白半分の行動なのかもしれないが、千里にしてみれば迷惑極まりない。同じ生徒でも早々に自分のアジャスタントに手を付けちゃった聡なんぞはむしろ『理解のある先生だ！』と喜んでいる節があるが。

「…………」

　千里はふと歩調を緩めてクフィールを振り返る。

「……がぅ？」

　千里の視線を受けて不思議そうに首を傾げるクフィール。

　ぱっと見れば可愛いと思う。

　自分に尽くしてくれるのも健気で有り難いと思う。

　だが……

（『違う』んだよな）

　とも千里は思うのだ。

　クフィールも。テジャスも。ミーティアも。

　彼女等は人間ではない。

　その生い立ちから能力までありとあらゆる意味で人間とは異なる。彼女等が人間のように振る舞っているのは、あくまで対人インターフェイスとしてそれが有効だからというだけの話で――言ってみれば擬ぎ態たいに過ぎない。

　まして彼女等は周防千里という個人に恋愛感情を持っている訳ではない。あくまで『主人』に対する忠誠の延長として、求められれば身体も開く、ということでしかない。それは人間の自然な感情とは程遠いと千里は思う。

　似て非なるモノ。人間とは違うモノ。

　そんな相手と初体験をしたいと千里は思わない。

　普通が良いのだ。

　普通でなければならないのだ。

　でないと――

「あの……御主人様？」

　クフィールがおずおずと声を掛けてくる。

　我に返って千里は言った。

「……御主人様って言うな」

「すいません……千里様……あの」

「なんだよ」

「遅刻しちゃいますよ……？」

「――うお!?」

　どうやら無意識の内に立ち止まっていたらしい。

　慌てて時計を見ると既に走ってもぎりぎりの時間である。

「まずい――」

「あの。千里様」

　走り出そうとする千里の背中にクフィールが声を掛けてくる。

「近道……いたしましょうか？」

「あ？　そんなのあるのか？」

「できないこともない……ですけど」

「だったら最初からそっちを――ああいや、とにかく、それで」

　焦る余りに、千里はクフィールの言葉の意味をあまり考えずにそう答えた。

　だが――

「失礼します……」

　と言うや否や、クフィールは千里に歩み寄ると、その両腕を伸ばしてぎゅっと千里を抱き締めてきた。

「ちょ――おい!?」

「しっかり……摑まっててください……」

　止める間もあればこそ。

　次の瞬間にはもうクフィールの――そして彼女に抱き締められた千里の身体は、高々と空中に舞っていた。

「ぬああああああああああっ!?」

「あの……危ないですから……暴れないでください……」

　だん！　と足音と呼ぶには余りに激しい音と共に、クフィールの履いているパンプスが近くにあった建物の屋根を蹴る。さらに高々と舞い上がった二人は、大きな大きな放物線を描いて、目の前に横たわっていた運河を飛び越えていた。

　つまりは近道が『ある』のではなくて。

　あくまで近道を『する』という意味で。

「おおおおおおおおおおおおおお!?」

「着地の衝撃で……舌を嚙むことありますから……口は閉じられた方が……」

　言いながらクフィールは運河を飛び越え、さらに跳躍。

　学園までの最短距離――即ち現在位置から学園までを繋ぐ直線をそのままなぞってクフィールは移動してゆく。間にある建物を飛び越えて――真っ直ぐに。

　彼女にしてみれば何程のこともない行為なのだろう。

　だが千里にしてみれば、ジェットコースターとバンジージャンプを足して割ったようなアトラクションに無理矢理乗せられているようなものである。悲鳴じみた声を上げながらも、彼はこの非常識な移動がいつ終わるのかと、学園の校舎を探して視線を巡らせ――

「――！」

　現在二人が描いている放物線の終点。

　つまりは数秒後にクフィールと千里が着地するべき地点。

　まさしくそこに――のこのこと何の危機感もなく、しかし最悪のタイミングで走ってきた一台の小型乗用車を見つけてしまった。

「クフィール！　前！　いや――下！」

「がぅ？」

　どうやら目標地点である学園校舎ばかりを見ていて、クフィールは自分の足下の方にあまり注意を払っていなかったらしい。千里に言われて初めて彼女は着地予定点に目を向けて――そして。

「がぅうッ!?」

　慌てた。

　クフィールはわたわたと地団駄を踏むように両足を動かすものの、どれだけ慌てても空中である以上は自由落下状態でしかなく――つまりは空中でいかに藻掻こうが踊ろうが二人は着地点を変更することはできない訳で。

　故に――

「そこの車、危ないッ!!」

　そう叫ぶのが千里にできる精一杯だった。

　幸か不幸かその車……ある意味でアバロンにおいてはむしろ異質なくらいにごく普通の乗用車だった。白と黒に塗装されたオープン・タイプの――コンバーチブルのミニ・クーパー。幌を開いた状態である為に、乗っている人間の姿も上から見えたし、千里の叫びもどうやら運転している人物の耳に届いたようだった。

「…………？」

　その運転者は一体何事かといった様子できょろきょろと辺りを見回し――しかし自分に向けられた警告だとはわからなかったのか、ブレーキを踏むことなく――そしてそれから、ようやく注意を促す声が自分の頭上から降ってきたのだと気付いたらしい。

　驚きの表情を浮かべて頭上を振り仰ぐ様子が千里からも見えた。

　若い女性だ。

　眼鏡越しに大きく見開かれたその眼と――千里の眼が合った。

「ぬああああああああああああああああ!?」

「――ッ!!」

　女性はここでようやくブレーキを踏んだが既に遅い。

　運転席に直撃コースが……単にボンネットに直撃コースに変わった程度であった。

　焦って姿勢を崩したクフィールだが――咄嗟に彼女は千里を抱え込むようにして身体全体を丸め、そのまま砲弾の如くミニ・クーパーのボンネットに着弾。物凄い音と共にミニ・クーパーのボンネットと、恐らくはその下にあるであろうエンジンがへしゃげ、つんのめるようにして車体後部が跳ね上がった。

　結果……

「ぬわあああああああ!?」

　クフィールと、千里と、そしてあろうことか縦に回転したミニ・クーパーは、そのまま近くの建物に激突。次の瞬間……




　――爆音。




　恐らくエンジンが爆発したのだろう。轟音と共にばらばらになった部品ががろんがろんと路上に転がった。

「がうぅぅ……」

　ぼて――と眼を回した感じで路上にのびるクフィール。

　彼女が咄嗟に庇かばってくれたお陰で千里は傷一つない訳だが――

「うわ…………」

　一瞬にしてスクラップと化したミニ・クーパーを見て硬直する千里。

　彼は傍らに転がっているクフィールを振り返って問うた。

「ク……クフィール!?　大丈夫か？」

「あ……はい……」

　クフィールが答える。

　相当な衝撃だったはずなのだが――この獣っ娘も大概頑丈である。

　確かアジャスタントには自分の機能を調べる為の自己診断術式が搭載されているはずなので、自覚のない怪我を、内臓や脳といった部分に負っているという心配もなかろう。

「御主人様は――」

「いや俺はお前が庇かばってくれたから――っていうかさっきの人は!?」

　運転者に直撃という最悪の事態は避けられたものの、このあり様ではあの女性が無事に済んでいるという保証はない。というか大怪我をしている可能性の方が高いだろう。

「…………っていうか」

　死んでいる可能性もある訳で。

「なんてことを――」

「あ……あの……御主人様……」

　おずおずとクフィールが声を掛けてくるが、千里はそちらには構わず先程の女性を捜して辺りを見回した。もし怪我をしているなら、すぐにでも救急車を呼ぶなり何なり対処せねばならない訳だが――

「すみません……」

「馬鹿！　謝ってる場合か！」

　千里は本気で怒鳴った。

「悪いと思ったらお前もさっきの女の人を捜せ！」

「あの！」

「どうか生きていてくれよ……」

「あの、ごめんなさい、ごめんなさい、とりあえず生きてます！」

「そうかそれは良かっ…………」

　眼を丸くして振り返る千里。

　その声がクフィールのものでないと気付いたからだ。

　愕然とした彼の視線が向いた先には――あろうことか、傷一つ負っていない様子で、ミニ・クーパーを運転していた女性が立っていた。衣装は少々煙と油で汚れているようだが、眼鏡のフレームも歪んでいないし、レンズにも亀裂は入っていない。流血の様子もないようだった。

「……あ………ええと」

　驚きの余り喋るべき言葉が出てこない。

　千里は頭の中で必死に言うべき台詞をかき集めて――

「ごめんなさい！」

「ごめんなさい！」

　叫ぶように言って頭を下げたその瞬間。

「ぎゃっ!?」

「ぴぎゃ!?」

　衝撃が走った。

　額ひたいを何か固いものでぶん殴られたかのような感覚。痛みというよりも純粋な衝撃に脳が揺さぶられて千里は一瞬、意識が飛びかける。だが辛うじて堪えて顔を上げると――

「……!?」

　千里と同じような姿で――自分の額を押さえながら――涙目でこちらを見ているその女性と眼が合った。

「…………」

「…………」

　見つめ合うこと十秒余り。

「ええと……あの」

「ご、ごめんなさいね？」

　女性は千里の声にびくりと身を震わせると慌てた口調で言った。

「私ったら本当にドジで！」

「あ？　いや――」

　今のはどう見てもクフィールの失敗のように思うのだが。

　どうしてこの女性は自分の失敗であるかのように謝っているのか。

「ごめんなさい本当にごめんなさい怪我はない？　もう着任早々にこんなドジをやらかすなんてもう……！」

「…………」

　混乱して言うべき言葉が見つからない千里。

　クフィールはクフィールで千里に本気で怒鳴られたのが堪えたのか――しゅんとその長身を縮こめるようにして俯いたままで、やはり黙り込んでいる。

　そんな彼等をどう思ったのか――

「怒ってる？　怒ってます？　でもあの悪気はないんです本当です私ってば親も呆れ果ててしまうくらいのドジで――」

「…………」

「ドジで…………あの…………」

「…………」

　千里（混乱中）は無言。

「…………」

　クフィール（意気消沈中）も無言。

「…………」

　女性（錯乱中？）もそして無言になって。

「…………ふ……」

「――『ふ』？」

「ふぇっ…………」

　じわりと眼鏡の奥の眼が潤む。

「ちょっ――え？」

　驚いた千里が何か言う間もなく……

「ふえええええええええええええええええええええ――……」

　その女性は――まるで子供のように泣き出した。

「なんなんだ、なんなんだ、一体なんなんだ!?」

　千里としてもただただ混乱するばかりでどう対処して良いかわからない。

　そんな中――
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　恐らく誰かが管理事務局辺りに通報したのだろう。サイレンなんだか掛け声なんだかよくわからない断続音を響かせて、ついでにわかり易くも赤の回転灯を両肩で回しながら、治安ゴーレム部隊が駆け付けてきた。
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「やあ。重役出勤だね」

　一限目と二限目の間の休み時間。

　疲れ切った様子で席に座った千里に――少し離れた席に座っていた生徒が、きらりと眼鏡を光らせてそう言ってきた。

　逆崎聡。

　今朝の夢の中にも出てきた同級生だが、勿論、現実の聡は別に〈笑う聖柩〉などという意味不明の綽名なんぞはついていない。

　見た目は、線が細くて爽やかな印象で、実に育ちの良さげな感じの眼鏡くんであり、千里達の学級――即ちアバロン学園高等部一年普通科の学級委員長を務める人物だ。

　もっとも爽やかなのは見た目だけ――ということを千里はよく知っているが。

「寝坊かい？」

「そーゆー訳じゃねえよ」

　机の上にべたりと伏せながら千里は言った。

　ちなみに隣ではクフィールが恥ずかしそうに縮こまっている。どうやら先程の失敗の一件をまだ気に病んでいるらしい。千里としてはもう特に怒っていないのだが……良い機会だから彼はそのままにしておいた。

　大抵の場合――クフィールには基本的に悪気はないのだろうが、生まれたばかりで経験が浅く、思慮も浅い為、どうにも危なっかしい行動に出てしまうことが多い。初めて出会った時もそうだったが、これと思い込むと周りを見ずに突っ走る傾向があるのだ。

　今朝のことで少しでも懲りてくれれば、お互いの為だ――と千里は思っていた。

　まあそれはさておき。

「まあ三人も女の子タイプのアジャスタントがいれば、どれだけ夜があっても足りない感じだろうねえ」

「……何の話をしてやがるか」

　横目で聡を睨みながら言う千里。

　普段なら怒鳴っているところだが、さすがに今日はその元気もない。

　先程の交通事故――というか何というか――に関しては、意外とあっさりカタがついたというか、千里の腕に魔法で刻印された住民票と、相手の女性の住民票を確認すると、治安ゴーレム達はあっさり当事者を解放してしまった。

　千里の体調に関してはアジャスタントであるクフィールを介して『問題なし』と判断されているし、相手の女性も何らかの方法で肉体的な問題はないと判断されたらしく、治安ゴーレム達は『後日呼び出しがあるかもしれません』と書かれた書類を手渡すと、そのまま千里達の用は済んだと言わんばかりに、現場検証を始めた。

　お陰で、千里はそのまま登校し――二限目に間に合った訳だが。

「そんなに韜とう晦かいしなくても良いじゃないか」

　聡はあくまでも爽やかに笑いながら肩を竦めた。

「健康な十代男子が可愛い女の子と同居していて間違いが起こらないはずがないだろ？」

「何でも自分を基準に考えるんじゃねえよ」

「千里――」

　聡は珍しく深刻そうな表情を浮かべる。

「ひょっとして何か男性機能に問題が……？」

「黙れ種馬」

　千里は身を起こして言った。

「つかな――俺は別にクフィールとも！」

　傍らで意気消沈したままのメイド少女を指差す千里。

「テジャスとも！　ミーティアとも！　そーゆー関係になるつもりはねえんだよ！　男性機能とかそーゆーのじゃなくてポリシーの問題なの！」

「千里……申し訳ないんだが」

　聡は哀しげに首を振ってみせる。

　彼は傍らに侍っていた金髪碧眼の小柄なアジャスタント少女の肩を抱きながら言った。

「僕にはフランカというステディがいるから君の気持ちには応えられない」

「御主人様――」

「フランカ……」

「別に男色趣味をカミングアウトしてる訳じゃねえよ！」

　見つめ合って何やら独自の世界を絶賛構築中の二人に向けて喚く千里。

「うーん」

　聡は腕を組んで首を傾げた。

「どうして君はそんなに頑ななんだろうね」

「誰もが性欲持て余してると思うなよ」

　千里は溜息をつきながら言った。

「普通の十代なら誰もが持て余してると思うんだけどね。生物的に考えても理に適ってるし。性的な機能に限らず最も肉体的なポテンシャルが発揮される時期な訳で。まあ男女で多少のずれはあるみたいだけどねえ」

「別に性欲がねえ訳じゃねえけどな」

　と千里。

「俺は普通が良いんだよ。普通の人間の女の子と、普通の恋愛をして、そーゆーのならまあ考えないでもねえけどな」

「ふむ……？　じゃあ御み狩かり谷や先輩とかは？」

「だからあれは誤解――」

　ミーティアの一件で、千里は先輩の御狩谷はるかに手を出したとか出してないとか、手込めにしたとか縛ったとかそのついでに口では言えないよーな変態的な行為に及んだとか、同級生の間ではまあ色々言われていたりする訳だが、勿論、全部デマである。

「いやそうじゃなくて。御狩谷先輩は人間だよ。彼女とおつきあいするのはどう？」

「…………」

　眉を顰めて千里は聡を眺める。

「お前――仲人が趣味のやり手ババアじゃあるまいし。何でそう他人の恋愛事情に口を挟みたがるんだよ」

「僕はただこの幸せを皆に味わって欲しいのさ」

　と言ってまたフランカを抱き寄せる聡。

「御主人様――」

「フランカ……」

「……世界が終わるまでやってろ」

　うんざりした表情で千里がそう言った時、二限目の開始を告げる鐘が鳴った。
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　教室はざわめきに満ちていた。

　昼休み前の四限目――である。

　授業直前に生徒達が私語を交わし合ってざわめくのは別に当たり前のことであるが……今回に限ってはそれが濃いというか。いつもは本当に読んで字の如くの雑談なのだが、今は全員がほぼ同じ話題について喋っているようだった。

　三限目の時に佐久間榮太郎教師が言った言葉が響いているのだろう。

『新しい先生が来る』

　というその一言が。

　無論――新しい先生も何も、このアバロン学園普通科が始業してからまだ三週間とちょっと、生徒達もようやくこの奇妙な学園生活に順応し始めた頃で、他の教師にしたところで生徒達にとっては出会って間もない相手ばかりだ。

　当の佐久間榮太郎しかり。あるいは羽は瀬せ川がわ拓たく人としかり。

　シンクラヴィアしかり。ミヤビしかり。

　だが、わざわざ榮太郎が前もって『新しい先生が来る』などと生徒達に告げるのは、初めてのことである。拓人の時などは何の事前通知もなくいきなりだった。

　なので――『あの』佐久間榮太郎がわざわざ前もって言うくらいだから何かあるのではないか、という期待がぼんやりとだが生徒達の間に広がっていたのだ。

　もっとも、『あの』佐久間榮太郎だからこそ、まったく何もない無意味な思いつきの発言という可能性も同じくらいにある訳だったが。

　それはさておき――

「…………」

　がらり――と音を立てて扉が開く。

　同時に生徒達のざわめきがぴたりと止んだ。

　生徒達と適合補助者達の視線が一斉に入り口へと注がれる。

　一体どんな教師が来るのか。

　男か。女か。若いのか。年寄りか。

　いや――そいつはそもそも人間か。

　生徒達の期待と不安が入り混じった視線が集中する。

　そんな中――入ってきたのは。

「…………」

　普通の女教師だった。

　勿論この『普通』というのは腕が四本ではないとか、耳が尖ってないとか、宙に浮かんでないとか、変なコスプレをしてないとか、アニメキャラのシャツを着ていないとか、そういう意味である。

　見た目はとても平凡な娘だった。

　若い。というより若干幼い印象すらある。

　ただそれも『教師にしては』という程度のことで、このアバロン学園都市では何ほどの意味もないことではあった。何しろ、魔族やら天使やら精霊やら超ロボット生命体やらが普通に学食で飯食ってたりするこの学園で、年齢のことを問題にする意味はほとんどない。

　着ているのはブレザーにタイトスカート。

　ひっつめ髪に眼鏡で顔立ちはまあまあ。

　本当に――普通だ。

　まあ以前やってきた非常勤講師の羽瀬川拓人も実に平凡な外見であったが――その代わりに彼はやたらに目立つ使い魔を連れていた。

　だがこの女性教諭は一人だ。

　安堵のような、落胆のような、複雑に入り混じった気持ちをそれぞれ表情に浮かべて生徒達は顔を見合わせる。

　そんな中、千里は――

「…………！」

　愕然とした表情で硬直していた。

　隣のクフィールも同じである。

　何故ならその女性教師が朝の衝突事故の相手だったからである。

　だが――

「…………」

　千里の存在には気付いていないのか、すたすたすたと、特に驚いた様子もなくその娘は歩いて教室に入ってくる。やたらに緊張した面持ちであることを思えば、周りを見ている余裕がないのかもしれない。

　そして――




　――べちゃ。




「ぴぎゃっ!?」

　短い悲鳴を上げて教壇の上にすっ転んでいた。

　教壇、というくらいなので教室の床と教壇とでは小さいながらも段差がある。そこに足を引っかけてコケたらしかった。

「…………」

　さすがにこういう展開は予想していなかったので、生徒達は無言……というか絶句状態に陥っていた。

　そもそも千里達からすれば、この学園の教師というのは皆が皆、超常の存在だ。

　魔法使いとか。精霊とか。魔族とか。神族とか。

　榮太郎にしてからが、その趣味性の偏かたよりのせいで『変』だとか『オタク』だとか『大きなお友達』とか……まあそういう風に認識されていても、根本的なところで生徒達に馬鹿にされるようなことはない。

　単に歳喰ってるとか、単に立場があるとか、そういうものとは全く別の次元で、自分達よりも凄いのだと――自分達にはとてもできないことを鼻歌交じりでしちゃえる存在なのだということを、理解しているからである。概おおむね、生徒達の教師に対して抱く感情は、敬意というよりは畏い怖ふに近い。

　だからこそ。

　どう見てもそこは転ぶ所じゃないだろう――的な所で見事にすっ転んでしまったその新任教師を見て千里達は反応に困ったのである。

　まさかそうくるか……みたいな。

「ふ……ふぇっ……」

　まるで幼児のように目に涙を浮かべながら、『泣くぞ！』と言わんばかりの呻きを漏らす新任教師。限界一杯まで追い詰められたかのような、精神的な余裕のなさが生徒達の眼にも明らかであった。

「あ……あの……先生？」

　生徒の一人が恐る恐る掛けた声に、びくりと身を震わせて新任教師は自分がこれから教える少年少女達――及びその適合補助者達――を振り返った。

「は、はいっ！」

「大丈夫……ですか？」

「だ、大丈夫大丈夫大丈夫です！　大丈夫ですッ!!　大丈夫ですから！　ごめんなさい私ったら、もう本当にドジで――」

　ばたばたと両手を慌てた様子で動かしながら言う新任教師。

　教室に満ちる妙な緊張感の中――彼女はわたわたと立ち上がると、教卓の上に置かれていたチョーク箱からチョークをとり、黒板に大きく名前を書いた。

『大場由々』

　…………

　ぴたりと『々』の文字の終わりでチョークが停まる。

　元々背が低いせいであまり高い所から書くことができなかったその名前は、『々』の文字の所で黒板の下端に達して、それ以上は字を書く余白が下にない。

　で――

「…………」

　とりあえず消して書き直すかどうか悩んだようだったが――結局、その新任教師は、『々』の文字の横に『子』と恥ずかしげに書き添えた。

「おおば、ゆゆこ、です」

「…………」

　やはり反応に困る生徒達。

　彼等の無言をどう受け止めたのか、由々子はもう一度言った。

「おおばゆゆこ……です」

「…………」

「おおばゆゆこ……で……す……」

「…………」

「ふ……ふぇ……」

　再び潤む眼鏡の奥の双眸。

　どうも緊張でテンパってしまっていて、他に言うことが思い浮かばないらしい。












「なんだかな……」

　千里は呟いてから――

「クフィール」

　傍らで驚いているメイド少女を促して――とりあえず拍手することにした。

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱち。

　二人分の拍手の音が教室に響く。

「…………」

　若干気の抜けた拍手でも、他の生徒達を促す効果くらいはあったようで――他にすることが思いつかなかっただけかもしれないが――程なくして、生徒達も同調して拍手を始めた。

「…………」

　表情を輝かせる由々子。

　拍手している方が恥ずかしくなってくるような、あからさま過ぎる程に、嬉しそうな表情が彼女の童顔を覆っていく。

　そして――

「み、みんな、よ、よろしくね！」

　そう言って勢いよくお辞儀。

　その額が、耳を覆いたくなるような音を立てて教卓に激突したのは次の瞬間だった。
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　結局――四限目は自習になった。

　教卓への自爆的ヘッドバットによって目を回した由々子が、保健ゴーレム達に運ばれていったからである。

　仕方がないので生徒達は雑談したり、持参した本を読んだりと、適当に時間を潰している。建前は自習時間なのだが、基本、実習しか存在しないこのアバロン学園では生徒独自で何か建設的な学習時間が過ごせるはずもなく……感覚としてはどうしても『休講』に近いものになってしまうのだった。

　それはさておき。

「……一体何なんだアレは」

　千里は呆れ果てた口調で言った。

　何というか――『先生』としてはあまりに頼りなさ過ぎる。元よりこの非常識で訳がわからない学校の教員なのだからして、少なくとも生徒が不安にならないように、しっかりしていて欲しいと思う千里であった。

　そもそもあの大場由々子という教師は魔法使いなのか。

　それとも精霊とか魔族とか神族とかそういう人外の何かか。

　何にしてもこのアバロン学園において教壇に立つ以上は、普通の人間では――千里達のような一般人とは異なる存在であるはずだ。常識の埒らち外がいに住み、腕の一振りや呪文一つで超常現象を起こしてしまえる超存在であるはずなのだ。

　改めて思い返せば、だからこそ、朝の衝突事故でも彼女は無傷だったのだろう。

　魔法使いなら、咄嗟に何らかの防御手段を講じていてもおかしくはない。

　だが……

（なんかそういう感じじゃねえんだよな……）

　魔法使いという言葉がどうにも似合わない。

　むしろ四六時中――妙に切迫したというか、緊張しっぱなしというか――とにかくテンパった感じばかりが眼につく。超常の技と術を行使する特異能力者といった雰囲気では全然ない。

「教職ってことは魔法使いなんだよな？　それとも神族とか魔族とかか？」

　自己紹介した直後に由々子が保健室に運ばれていった為、彼女の素性とか細かい部分は千里達もまだ聞いていない。一見すると人間のように見える姿ではあったが、このアバロン学園都市においては姿形を偽装できる存在など珍しくもない――というか今も千里自身が、適合補助者クフィールとの契約の証として、自分に生えている獣耳と尻尾を見えないように隠している訳で。

「人間の魔法使いだと……思います」

　と――答えるのはそのクフィールである。

「見た限りでは……精霊でもないようですし……」

「そういえばお前、簡単な霊視はできるんだっけか」

「はい」

　こっくりと頷くクフィール。

　アジャスタント達は全て、比較的簡単なものだが霊視能力を持っている。

　これは契約を結ぶ際に対象を特定する為のもので――クフィールも例外ではない。そう複雑なことはわからないらしいが、指紋やＤＮＡ鑑定の代わりに個人を特定するものなので、相手が何者か――何物かくらいは判断がつく。

「勿論……魔力を分割して魔力総量を誤魔化すことはできますし……高位の魔族や神族は神格値も偽装できるそうですから……絶対とは言えませんけど……」

　首を傾げてクフィールは言う。

「あの……御主人様……？　あの方が何か――」

「ああ。なんて言うか……」

　千里は腕を組んで首を傾げる。

「らしくねえなあ――って感じか」

「がぅ？」

「魔法使いってもっと自信満々で堂々としてるもんじゃねえのか？」

「……はぁ。どうでしょう……？」

「少なくとも今まで見てきた連中はそういう感じだったろ」

　榮太郎は勿論だが――比較的常識人っぽい羽瀬川拓人も、その物腰には年齢以上の落ち着きが感じられる。このアバロンに来てから、千里は他にも数人魔法使い達には出会っているが……彼等には総じて立ち居振る舞いに余裕があった。

　これは魔法という特別な力を得た者の特徴なのだろう――と千里は思っていた。

（……そりゃ鈍どん亀がめの前じゃ兎も余裕を見せるよな）

　千里達のような一般社会で育ってきた人間にとって、魔法は不可能を可能に転じる裏技というか、ほとんど反則というか……まあとにかくそういう凄い『力』だ。

　睡眠学習一つとってみてもそうだろう。

　知識量だけが頭の良さを決定する訳ではないが、少なくとも豊富な知識は助けになりこそすれ害にはならない。むしろどれだけ発想力があっても知識の土台がなければ、それを活かすのは難しい。

　たとえ知的才能が全く同じであったとしても……この便利な『力』があるのとないのとでは、結果に雲泥の差が生じる。恐らく普通の人間は百年かかっても追いつけまい。そして人間の時間が有限であることを思えば、それは単なる『速度』だけでなく『総量』の差にもなってくる。そして土台として積み上げる量が増えれば更に『速度』はあがっていくことになるのだ。

　亀がどれだけ地道に真面目に頑張ったとしても、同じ時間だけ兎が走り続けられるのならば順位は決して覆らない。亀が苦労してゴールに辿り着いたその時、兎はもう別のステージに参加していることだろう。

　そんな魔法使い達の目から見て、千里達のような一般人はどのように映るのか。

　あまり想像したくはないが――魔法使いの教師達が生徒達に対して余裕のある態度を見せる理由もその辺りにあるのではないかと、漠然とながらも千里は考えていた。

　しかし……大場由々子は違う。

　そうした余裕がまったくない感じだ。

　勿論それはそう見えるだけで、実際にはあのおどおどしたギリギリ感漂う様子も、全て千里達との距離を縮める為の演技なのかもしれないが。

　事実……

「――真面目で誠実そうな先生じゃないか」

　と――近くの席から会話に加わってきた聡は、千里とはまた違う印象を由々子に対して持っているらしい。

「そりゃ担任と比べりゃ誰でも真面目で誠実に見えるだろうけどな」

　と顔をしかめて言う千里。

　ちなみに担任とは佐久間榮太郎のことである。

　彼の場合は不誠実というよりも単にちゃらんぽらんなだけだが。

「いやいや。比較じゃなくてもね。ちゃんと生徒に認められよう、生徒に受け入れられるように頑張ろう――って気張ってる感じがね。人間、見た目ではわからないというけれど……本音がどうであれ、少なくとも真面目な人物として振る舞おうとしているのは間違いないだろう？」

「教師が生徒に認められようとするのは当たり前の話だろ」

「いやいや。その『当たり前』が大事」

　聡は肩を竦めて言った。

「教師っていう肩書きだけで、何の根拠もなく、生徒を嘲って上から見下ろすような奴もいるしね。なんだかんだ言って学校ってのは、狭くて偏った社会だから、世間の常識からずれて、傲慢になっちゃってる教職者も多いよ――僕の経験上ね」

「経験……ね」

　そういえば千里はこのアバロンに来る以前の聡が――まあ聡に限ったことではないのだが――どういう生活をしていたのかを知らない。どういう家庭に生まれたのかとか。兄弟姉妹はいるのかとか。どういう中学時代を過ごしてきたのかとか。その他諸々。

　ぱっと見は育ちの良いお坊ちゃんに見えるが……時折見せる妙に鋭い部分や、妙に皮肉っぽい表情を見るに、ただそれだけの奴でもないのだろう。

「教師の魔法使い……」

　考えてみれば二重の意味で『上から目線』になってもおかしくない立場である。

　狭くて偏った社会という意味では魔法使い達の社会も同じであろうし。

「千里は何が不満なんだい？」

「いや……不満つうかなんつうか。いきなりコケるし。いきなり教卓にヘッドバットかまして自爆するし……その……えらく危なっかしくて余裕ねえなぁと」

「いいじゃないか」

　聡は朗らかに言った。

「ドジっ子なところが趣深い。実に萌えるね」

「守備範囲広いなお前は!?」

　速攻でフランカに手を付けちゃったことからして、聡の好みはフランカのようなタイプだと思っていたのだが――

「うちのフランカもこれでなかなかドジっ子でね」

「御主人様――」

　困ったようにフランカが口を挟んでくるが聡は構わず言った。

「ついうっかり、最中に拳銃形態に戻られた時は、千切れるかと思ったよ」

「御主人様ッ！」

　真っ赤になって叫ぶフランカ。

「何の最中で何が千切れると思ったかは聞かねえが」

　ジト眼で聡を睨みながら言う千里。

「そーゆー経験しておいてよく『ドジっ子萌え』とか言ってられるな」

「庇護欲というか本能というか……あるいは優越感なのかもしれないけど。思わず手を差し伸べたくなる感じだね。千里はならないかい？」

「『ついうっかり』で大事故とか引き起こされたりしなけりゃな」

「がぅ……」

　しゅんとまたクフィールがしょげる。

（そういやコイツもそうか）

　大きな力とそれに見合わぬ気弱さ。

　だがクフィールの場合は人間ではなく――彼女はまだ生まれたばかりの人造精霊だという特殊な事情がある。自分の立ち位置を経験の積み重ねによって固めることのできなかった彼女は、どうしてもそこに不安が生じてしまうのだろう。

　記憶はないのに立場はある。

『お前は●●だ』と言われてもその実感がどうしても湧かない。

　そこから生じる不安感は……千里にもよくわかるのだ。

「まあ大場先生の実力は僕等もまだ見てない訳だし。案外――凄腕の魔法使いかもしれないよ？」

「とてもそんな感じにはみえねえがな」

　確かに大場由々子教師が魔法を使うところはまだ千里達も見ていない訳だが、ただ教室に入ってきて挨拶するだけであの騒ぎとなると、実際に魔法を使う際にはどんなことになるのか、想像もつかない。というか想像したくない。

「結局……千里はあの新任の先生が気に入らないのかな？」

　と聡が尋ねてくる。

「いや――そういう訳じゃなくて。むしろ……」

　言い淀む千里。

　親近感というか安心感というか――そんな感じがする。

　佐久間榮太郎や羽瀬川拓人といった、恐らくはこのアバロン学園都市における標準的な魔法使いに比べると、何というか、隙があるというか、あの余裕のなさが『同じ人間』という感じがするのだ。

「ほほう」

　きらりと眼鏡を光らせて聡は頷いた。

「そうか。それは盲点だった」

「何がだよ？」

「千里は実は歳上のドジっ子属性に萌える人だった訳か。なるほどクフィール君やテジャス君、ミーティア君では歳がまだちっと足りないと！」

「少しはその手の話題から離れろお前は！」

　千里は怒鳴った。
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　その頃の職員室。

「大場由々子。二十二歳。ふむふむ」

　資料を手に何度も何度も頷いているのは――榮太郎である。

　十基の机が五つずつ互いに向き合うようにして『島』を作っている職員室の中央。榮太郎の対面には二人の教師が榮太郎の様子を眺めている。

　共に若い女性だ。

　巫女服を着た銀髪紅眼の獣人ウエア・タイガーと。

　ボンテージ服を着た赤毛の娘と。

　それぞれ瑞ずい獣じゆう・白虎の化身であるミヤビ、魔鳥セイレーンの化身たるシンクラヴィアである。前身は共に暗殺者という色々不安を覚える経歴の持ち主だが、紆余曲折あって今は榮太郎の監督下、教師なんぞをやっている。

「〈連盟〉系の魔法使いか。このあいだまで生活基盤を一般社会に置いていたんだな。拓人と同じタイプか。ふむふむ」

「榮太郎様？」

　気品溢れる白い貌かおに怪訝の表情を浮かべてミヤビが言った。

「その新人さんがどうかしたんですか？」

「うん？」

　榮太郎は資料から眼を上げて首を傾げる。

「どうかとは？」

「いや……貴方あなた、普段はそんな資料いちいち見ないでしょう」

「ははは。ミヤビ。それじゃまるで、俺が仕事にあまり熱心じゃないみたいじゃないか」

「熱心じゃないでしょ。実際」

　顔をしかめてミヤビは言う。

「いつモ生徒で遊んデばかりイるミタいダしね」

　日本語を覚えたての外国人の如く、微妙にイントネーションの狂った口調で言ってくるのはシンクラヴィアである。『音界の女王』の異名まで持ち衝撃波から高周波まで操る高位魔族なのだが――何故かこの発音だけは何年経っても治らないのが不思議といえば不思議だ。

「失礼な。ちゃんとあれは仕事の一環だ」

　榮太郎は胸を張って言った。

「その割りニは、おねー様ニよクどつかレテるみたイデすケド」

　とシンクラヴィア。

　ちなみにここでいう『お姉様』というのは榮太郎の使い魔――黒犬獣バージエストの化身にして完璧メイドさんと名高いエーネウス・ザ・バージェストのことである。

　彼女は使い魔として、基本的に榮太郎の研究室を守っている立場なのだが――だから今現在も職員室にはいない――榮太郎があまりに余計な真似をすると現場に出張ってきて流血沙汰のツッコミを入れる。どうやって榮太郎の暴挙を察知しているかは謎だが、この主を主とも思わず入れる的確なツッコミこそが、エーネウスが『佐久間榮太郎の外付け良心回路』と言われる所以だ。

「それは方法論の問題だな」

　榮太郎は肩を竦める。

「遊んでいるからツッコミが入るのではなく、俺のやり方に対してエーネウスが異を唱えているだけのことだ。だから俺は別にサボっている訳ではないのだ」

「はぁ……」

　と顔を見合わせるミヤビとシンクラヴィア。

「まあ元々教師の数が足りなかったのは事実だし、〈連盟〉系の魔法使いが教師として補充されるとなれば気にもするさ」

「でもその資料、私も見ましたけど」

　ミヤビが首を傾げて言う。

「その魔法使い……半人前も良いところじゃないですか。制御能力に難ありって……」

「ああ。まあそうね」

　曖昧に榮太郎は頷く。

「役に立つんですか？」

「半人前だからこそできることもあるわな」

　榮太郎は何故かにやにやと笑いながら言った。

「まあ……そうだな。完璧な魔法使いや神族、魔族、精霊ばっかじゃ、普通科の生徒達も親近感が湧かねーだろ。実際――何人か、登校拒否起こして部屋から出なくなった奴も出てるみたいだし」

「だかラ拓人さンを無理言っテ講師に配置したんデすよネ？」

　とシンクラヴィア。

「彼ハ、一般社会に生活基盤があルからっテ」

　やはり魔法使い達の世界に軸足を置いている者は、どうしても一般社会の人間とは違う価値観や感性を持ちがちだ。本人は意識していなくても、それが言動に顕れることは多い。

　しかし一般人である普通科の生徒達にしてみれば、そうした『いかにも魔法使いらしい魔法使い』の浮世離れした様子は、一種のストレス源とも成り得る。

　そもそもアバロン学園都市そのものが普通科生徒にしてみれば一種の『異国』だ。

　風景や各種制度からして自分達の常識とはズレがあるのに、人間まで『異国人』だらけではどうしても馴染めない者が出てくる。

　故に……ある種の『通訳』というか『緩かん衝しよう材ざい』として、一般社会に馴染んでいる魔法使いやそれに類する連中を教師、もしくは講師として置く、という方法を榮太郎は採っているのである。『異国』に暮らす者達にとって、同じ境遇の仲間と同様、その『異国』に馴染みながらも、『本国』の匂いをまだ残している者達は随分と慰めになるだろう。

　だが――

「まあ拓人も落ち着いてきたしな」

　榮太郎は資料を机の上に置きながら背後の壁を振り返る。

　そこには幾つか――非常勤講師の机が置かれている。その内の一つは、この数日空席のままだが、羽瀬川拓人にあてがわれたものだ。

「あいつも生徒達の眼から見れば『いかにも』な魔法使いだよ、もう」

「…………」

「…………」

　また顔を見合わせるミヤビとシンクラヴィア。

　まあ神族や魔族の彼女等からしてみれば、人間の数年分の成長なぞ――特に立ち居振る舞いの変化なぞ、ないも同然に見えるかもしれない。

「まあ拓人は例の、亜あ藍らん須す美み子この追跡も頼んでるからな、そういう意味でも補充要員は必要だって話」

　榮太郎はあくまで呑気な口調でそう言った。
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「……まあ確かに」

　千里は言った。

「出来たての飯は美味いよな」

「はい！」

　と満面の笑みで得意げに頷くのはテジャスである。

『今日は特製のお弁当を用意する』と言って千里とは一緒に登校しなかった彼女であるが、宣言通り昼休みに入ると同時に教室にやってきたのだ。

　ちなみにミーティアも一緒。

　二人のアジャスタントは怪訝の表情を浮かべる千里を尻目に問題の『特製お弁当』を広げ始めたのであるが――

「炊きたてのご飯とか焼きたてのパンとかな」

「揚げたてのコロッケとか茹でたてのパスタも捨てがたいですよね！」

「ああ。そういうのも美味いな。確かに」

　千里は無表情に頷く。

　まるで上手く芸ができた直後に『褒めて褒めて』と尻尾を振る犬のような――期待満面といった様子で千里を見つめるテジャスをしばらく眺めてから、溜息をつくように続けた。

「そんでもって確かに俺は昨日、肉料理が好きだと言ったよ。最近ステーキとか焼き肉とか喰ってねえなあ、とも……な」

「ですよね！」

「言ったけどな」

　千里は視線を若干下に向ける。

　テジャスの顔から――忙しくちゃかちゃかと動いているその手元へ。

「だからっつって……学校の昼飯に携帯用グリル持ち込んで焼き肉すんな！」

「あ。焼き鳥の方が良かったです？」

「そういう問題じゃねえよ！」

　頭上から降り注ぐ陽光――まあこのアバロン学園都市は異空間にあるので太陽もあくまで疑似的なものに過ぎないがそれはさておき――を感じながら千里はうんざりした様子で言った。

　屋上である。

　千里と彼のアジャスタント達は学園校舎の屋上にいるのだった。

　でもってテジャスは現在、何処からか調達してきたステンレス製のグリル――キャンプとかでバーベキューに使うアレだ――で肉を焼いているのである。たっぷりタレの絡んだ肉の焼ける匂いと共に、煙が青空に向けて立ち昇っていく様には、確かにいたく食欲を刺激するものがある。

　千里がこの昼休みに学食でも教室でもなく、屋上に出てきたのは、この為だった。

　元々……アジャスタント達は交替で食事の用意をしてくれているが、昼食に限って言えば、その気になった者が担当する――というかなり適当アバウトなことになっている。これは別に無理して弁当を作らなくても、学食に行けば昼食は済んでしまうからだ。

　手先が不器用なクフィールはどうしてもサンドイッチの類が増えるが、テジャスは割りと凝り性なのか、色々と手間暇掛けたものを用意することが多い。

　まあそれは良いのだが。

　テジャスの場合……懲り方が異常なのである。

　今回などはその典型だ。

　ミーティアと共に風呂敷包みを背負ってきたテジャスが、教室の中で当然のような顔をして折りたたみグリルを組み立て始めたのを見て――千里は慌てて屋上まで彼女を引っ張ってきた。別に咎める者もいなかったが、教室の中で焼き肉なんぞした日には、教室内にこってりした油と肉の匂いが染みついてしまうのは明らかだったからだ。というかそれ以前に発生する煙が充満して、昼飯どころではなくなるのは一目瞭然である。

　ちなみにグリルと食材はクフィールとミーティアが運んで屋上までついてきた。

「それからな」

　千里は目を半眼にして言った。

「ミーティア」

「はい」

「さりげなく焼きごてを用意するんじゃない」

「いえこれは――」

　いそいそと――牛の尻に押しつけそうな感じの鉄の棒をグリルの上に置こうとしていたミーティアはとろんとした表情で振り返って言った。

「焼きごてではなく焼き印でございます」

「同じだ！」

「せっかく、特注しましたのに……」

　と残念そうに焼き印を見つめるミーティア。

　ちなみに焼き印には鏡文字で『周防千里の雌犬』と彫られている。自動人形筐体に焼き印がどれだけ意味があるのかわからないが――それこそ皮膚なんぞは交換可能な部品でしかないだろう――こんな文字列を嬉しそうに身体に焼き付けた少女が横に歩いている図なんぞ、想像するだけで頭が痛くなる。

「つくづく常識ねえなお前等……」

「大丈夫ですよ。ちゃんとご飯も炊いてあります」

「そんな心配してるんじゃねえよ！」

　得意げに脇を――これまたいつの間に持ち込んだのか、焚き火の上に掛けられた飯盒を指差すテジャスに怒鳴る千里。ちなみにテジャスはねじりハチマキを額に巻いているのだが、これがいつものゴスロリ服とまるで嚙み合っていない。

「焼き肉には白いご飯！　常識ですよ!?」

「ピンポイント過ぎるつってんだ！　広く浅く常識を装備しろよ！」

「でもちゃんと石焼きピビンバとクッパの用意もしてあります！　完璧！」

「聞けよ人の話を!?」

　と喚いてから……千里は疲れ果てた様子で溜息をついた。

「まあ手間暇掛けてくれてるのは有り難いけど……な」

　なんだかんだ言って千里の昼食を用意してくれているのは間違いないのだ。

　本来ならば菓子パン一個と牛乳で済ましても構わないような昼食に、調理したての焼き肉を食べられるというのだから、贅沢と言っても過言ではない訳で。

「御主人様にはきちんと精を付けていただかないと！」

「精を付けさせて何をさせるつもり――……いや、言わなくていい」

「えー？」

　不満そうに頰を膨らませるテジャス。

「その内、強精剤とか飲まされそうだな」

「それはそこのステンレスボトルの中に」

「あるのかよ！」

「テジャス特製の逸品です！」

「怖くて飲めねーよ！」

　強精剤どころか媚び薬やくとか惚れ薬とかそーゆー言語道断な代物が入っていても驚くまい。

　何しろ魔法使いそのものではないにしても、テジャスもそっち系の世界の住人な訳で、彼女等の言う『強精剤』が何処までの効果を持っているのか、千里には想像もつかない。

　それこそ一日中、大変なことになったままの下半身を持て余すよーな事態になってもおかしくはないのだ。

「じゃあ御主人様、コレはお召し上がりになりません？」

　とテジャスがグリルの上の肉を指差して尋ねてくる。

　ちょうど、じゅうじゅう音をたてながら良い案配に焼けている肉を見て――

「あー……いや。だからまあ、有り難くいただくけどな」

　頰を掻きながら千里は言った。

「良かった！　ミーティアと朝早くから迷宮に潜った甲斐がありました」

「いつの間にそんな――いや。まて。迷宮って何だ迷宮って」

「ラビリンスですよ？」

「いや、言い換えても一緒だから。焼き肉と迷宮に何の――」

　と言いかけて。

　千里の脳裏に不吉な連想が浮かぶ。

　焼き肉。牛の肉。迷宮。古代ギリシャ。ミノス王。ダイダロス……

「…………テジャス」

「はい？」

「念のために聞くがそれは牛の肉だよな？」

「そうですよ？　牛肉の焼ける匂いしてますよね？」

「牛に似てるけど別モノの肉とかじゃあないよな？」

「………………」

　顔を見合わせるテジャスとミーティア。

　それからテジャスは千里を振り返って言った。

「牛の肉………………………………………みたいなものですよ？」

　微妙な間が激烈に千里の嫌な予感を刺激しまくった。

「待て、何の肉だそれは!?」

「大丈夫です御主人様、少なくとも片親は牛さんです！」

「もう片親が問題だろうが！　ミノタウロスの肉なんか喰わせるんじゃない！」

「ミノタウロスじゃありません！　クダンの肉です！」

「一緒だッ!!」

　喚く千里。

　ちなみに『クダン』というのは人面牛身の妖怪である。一説にはミノタウロスのように牛面人身の妖怪とも言われるが――日本では古くから語り継がれる存在だ。その正体については諸説あるが、概ね共通している特徴は、歴史が変動する際に生まれ、重要な予言を遺のこして死ぬという点だ。

　まあそれはさておき。

「冗談ですよ。ちゃんと牛さんの肉です」

　テジャスはにこにことまるで罪悪感のない笑顔で言った。

「信用できるかッ！」

「ほらここに証拠の牛さんの首が」

「出さんでいいッ!!」

「ところで御主人様『牛の首』って怪談知ってます？」

「お前そのネタ仕込む為に全部やってんじゃねえのか!?」

　そんなやり取りをしていると――

「…………あら？」

　ふと千里達とは別の声がした。

　振り返って見ると――ちょうど、校舎屋上のペントハウス裏からひょいと姿を現した人物がいる。

　小柄な体軀にジャケットとタイトスカート。

　ひっつめ髪に眼鏡の、見るからに真面目そうな容貌。

　大場由々子である。

「貴方達――？」

「大場先生？」

　不思議そうに千里達を眺める由々子と――驚いて彼女を眺め返す千里。

「どうしてこんな所に……？」

「えーと――まあアレのせいです」

　千里はぱたぱたと団扇で焼き肉を扇いでいるテジャスを指差して言った。

「えっと。学園祭の準備？」

「違います」

　露店か何かと勘違いしたらしい由々子に千里はきっぱりと言った。

「弁当の代わりにいきなり焼き肉セットを調理器具ごと持ち込んできてしまったみたいで。教室で焼く訳にもいきませんから、此処に」

「そ、そうなの？」

　呆れたような、戸惑ったような、そんな表情を浮かべる由々子。

　まあ反応に困る気持ちは千里もわかるが。

「先生こそ……」

「あ。私はちょっとね、そのね、気晴らしというか」

「はぁ……」

　あからさまに言い訳臭い物言いだが、まあ千里としてもそれ以上追及する気はなかった。

　わざわざ校舎の屋上などという人目の少ない場所を選ぶ以上、説明しづらい事情があるとしても不思議ではない。

「別に隠れていた訳じゃな――」

　と言いかけて。




　――ぐう。




　とてもとてもわかり易い音を由々子の腹が発した。

「…………」

「…………」

　千里達と由々子の間に微妙な沈黙が横たわる。

　でもって――

「あ、いえ、その、ね？　ち、違うのよ？」

「……何が？」

「違うの、別にね、その、あの、初仕事で緊張してお弁当と財布を忘れてきたとか、そんなことはないのよ？　全然そんなことないのよ？」

「…………」

　わたわたと両手を振って聞かれてもいないことを説明――弁明する由々子を千里は妙な脱力感と共に眺める。

「だからね、その、校舎の中にいると他の先生のお弁当とか、学食の匂いとかで、余計お腹がすいてお腹が鳴って恥ずかしいから、屋上にいたとかでは全然ないのよ？」

「そうですか」

「そうなの。全然違うのよ？」

　無意味に真剣な表情で力説する由々子。

　どうも腹の虫が鳴くのが恥ずかしいからと、食べ物の匂いのしない所を選んで隠れていたのに、千里達が焼き肉なんぞを始めたものだから、これ以上ないくらいに空腹感を刺激されてしまったらしい。

「ところで」

　千里はテジャス達の方を振り返って眺めながら言った。

「うちの『弁当』かなり量が多めみたいですけど。少しつまみますか？」

「え？　いいの？」

　ぱっと表情を輝かせて言う由々子。

　何というか――色々わかり易い人物である。

「テジャス。大場先生にも弁当分けてあげられるか？」

「勿論！」

　と開けっぴろげな笑顔で頷くテジャス。

「だ――そうですよ」

「ああ……」

　感激の余り、何処か明後日あさっての方向に祈るような姿勢をとって由々子は言った。

「新潟のお母さん、お父さん、ミュセ様、それから猫のタマに金魚のキンちゃん……教師って大変な仕事と思っていましたが、優しい生徒のお陰で由々子は何とかやっていけそうです……！」

「…………」

　色々咄嗟に脳裏に浮かんだツッコミを抑え込み、とりあえず千里は溜息をついた。
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　その小柄で気弱な外見に似合わず――由々子は健けん啖たん家かだった。

　もっと端的に言えばかなり大食いだった。

「…………」

　勧められるままに喰うわ喰うわ。

　どう見ても千里の倍は食べている感じだ。

「美味しい美味しい……嗚呼……美味しい」

　普通――大食いといえば、あまり嚙まずに掻き込むようにして料理を口の中に入れる印象があるが、由々子の場合はきちんと咀そ嚼しやくして、なおかつ速いのだ。

　何処か小動物の――特にリスとかハムスターの類の食事風景を思い出させる姿である。食べ物を与えると延々とカリカリカリカリカリカリ……と小動物特有の忙しない仕草で食べ続けているかのような。

　見ている方が何というか疲労感すら覚える姿であった。

　でもって――

「…………」

「あ。御主人様。それ食べないなら貰いますね」

「このカリカリに焦げた部分が……うふふふふ」

　とか何とか。

　クフィールと、テジャスと、ミーティアと……千里のアジャスタント達も物凄い勢いで食べている。

　大量に食材が用意されるのも当然。

　元々身体のでかいクフィールはともかく、テジャスやミーティアまでも同じように千里の倍は食べている。普段の食事ではそんなに食べている様子も見えなかったのだが、ひょっとしてあれは千里に合わせて我慢していたのだろうか。

「御主人様――」

　ふとクフィールが千里の方を振り返って言った。

「食べないのですか……？」

「見てるだけで胸焼けしてきそうだ」

　とげっそりした表情で千里は言った。

　まあ彼もそれなりに食べてはいるのだが、クフィール達や由々子と比べると半分以下という感じである。魔獣の化身やら人形の身体やらのクフィール達はさておき、由々子などはその小柄な身体の何処に入っているのかと思えるくらいに、がんがん、肉も野菜も白米もその口の中に消えていく。

「昼飯でよくそんだけ食えるなお前等……」

「がぅ？　す……すいません」

「いや。いいけどよ」

　苦笑する千里。

　そんなやり取りを見ながら――

「錬れん啖たん法ほうなのよ」

　と由々子が言ってくる。

「レンタンホウ？」

「魔法使いが魔法を使ったり、精霊が実体化したり変身したりするのには、沢山のエネルギーがいるの。それに沢山の物質も。そういう場合に一番手っ取り早いエネルギーと物質の補給が食べる事な訳ね。ほら――古代宗教とかでも、相手を『食べる』ことでその力を取り込むとか、割りと普遍的ポピユラーに見られるでしょう？」

「はあ……」

　そういえば似たような話を義妹にして呪術師のウーラがしていたような気がするが。

「他の方法で補う魔法使いや精霊もいるけど……錬啖法は割りと簡単な魔法技能だから、身に付けている者も多いはず。人造精霊でも仮想転換炉の術式を備えている個体は多いんじゃないかな……？」

「そうですか」

　初耳だ。

　というか――魔法というものを千里は『物理法則なんぞぶっちぎりで無視した力』だと思っていた訳だが、それなりに筋は通っているというか、『大きな力を使う以上は、沢山の燃料が必要』という当たり前の法則にはやはり従わざるを得ないらしい。

　同様にクフィールやテジャスにしても、割りとあっさり変身するものだから、質量がどうのとか、物質構成がどうのとか、そういう科学っぽい辻褄合わせとは全然関係ない能力なのかと思っていたのだが。実際には無から有を生み出すような無茶をしている訳ではないらしかった。

　まあエネルギーや物質を自分の体内に構築した仮想空間に蓄えておく、という時点で、充分に非科学的に思えるが。

「そういえば先生」

　千里はふと思い出して言った。

「今朝のことですけど……」

「ああ、本当にごめんなさい！」

　いきなり表情を強張らせて由々子が言う。

「此処がアバロンだってこと忘れてて！」

「はあ？」

「もう私ったら本当にドジで――」

　由々子が言うには……彼女はまだ魔法使いになって一年余りで、一般社会の常識が今一つ抜けきらないのだとか。彼女の才能を見いだした魔法使いに師事し、ようやく幾つかの魔法を使えるようになったばかりらしい。

　要するにまだ彼女は魔法使いの常識に染まっていないのだ。

　だからついつい一般社会で運転するかのように、持ち込んだ自分の車を運転していたのだとか。でもって赴任初日から道に迷った彼女は、見慣れぬ道を彷徨っている最中に、千里達と出で会くわしたらしい。

「あんな単純な衝突事故、魔法使いなら未然に防げて当然なのだけれど」

　魔法使いと一般人。

　もしこの両者が事故を起こした場合――大抵、『弱者救済』の立場から責任は主に魔法使いの方に割り振られる。歩行者と自動車が衝突事故を起こした場合に、『交通弱者』という概念から、たとえ歩行者が信号無視をしていても、自動車側の責任が零にならないのと同様である。

　由々子の『ごめんなさい』は、単なる早とちりや勘違い以外にも、そういう意味も含んでいたらしい。

「勘違い……？」

「あ。その。だから私、本当にドジで」

　と恥ずかしそうに顔を赤らめる由々子。

「いつもいつも失敗ばっかりしてて。本当に要領悪くて。だから何か起こったら大抵原因は私だったりするのよね」

「はぁ……」

　だから何か揉め事が起こったと認識した途端、条件反射的に謝る癖がついたのだとか。

「…………」

　それもどうなんだと思う千里だが、さすがに口にはしない。

　ただ――

（ああ。そうか。俺……一律に『魔法使い』って言葉で括ってたな）

　魔法使いといっても色々いる。

　このアバロン学園都市にまだ馴染んでいない魔法使いもいるのだ。

　そもそも魔法使いは魔法使いとして生まれる訳ではない。あくまでそれなりの手間と時間を掛けて魔法使いに『なる』のだ。つまるところ人それぞれ、魔法使いも人間である以上、百人いれば百通りの事情がある――という当たり前のことを、千里はついつい『魔法使い』という言葉に一元化して捉えることで忘れていたのだ。

　そんなことを考えていると――

「ええと。周防千里君……だったかしら……？」

　ふと箸を置いて由々子が声を掛けてくる。

「周防君は……この学校っていうか、学園都市に慣れた？」

「え？　あ――……どうでしょうね」

　千里は首を傾げる。

　まあある種の諦めというか、このアバロンに自分達の常識を持ち込んでも詮ないことだ――くらいの認識は千里の中にも出来上がっている。

「上手くやって行けそう？」

「上手くって――」

　何をどうやったら『上手くやった』ことになるのか。

　とりあえず此処で暮らしていく上での大きな不都合は感じられない。まあ相変わらずテジャスの無茶苦茶振りや、ミーティアのドＭさ加減、そしてクフィールの妙に抜けたところには振り回されている千里だが……これも『そもそも違う生き物と住んでいるのだから』と割り切ればそう気になるものでもない。

　かつてネシェルを――犬を飼っていてわかったが、動物を飼うということは生活の一部を人間以外の基準に合わせるということだ。自分と違う生き物と生活空間を共有する以上、そのくらいの譲歩は必ず必要になる。

　そう考えるとアジャスタントにせよ、魔法使いにせよ、まだ会話が成立するだけ楽と言えば楽である。

「具体的に上手く行くってのはどんな状態を言うんですかね？」

　その一方で、千里はこの非常識な魔法都市に馴染みきれないでいるのも事実だ。

　問題なく暮らせているのはあくまである種の諦めが働いているだけであって、それ以上でもそれ以下でもない。

「そうね……例えばこの都市に永住してもいいかなって思うくらいとか」

「…………」

　元々全寮制の高校に行く――という感覚で応募してこの学園都市に来た千里としては、そもそも此処に永住するという発想自体がなかった。それどころかどうやったら此処から出て行けるかを常に考えていたりするくらいだ。

「あるいは」

　由々子は首を傾げて言う。

「……わかり易い例で言えばアジャスタントと家族同然の付き合いができているかとか」

「え……？」

「家族じゃない他人と暮らすのってストレスでしょ。元々アジャスタントは家族でも何でもない訳だけど――この都市で暮らして行くには必須で。だったとしたら、アジャスタントと一緒に暮らして違和感がなければ、それはこの都市に馴染む最初のステップって考えることもできるかなって」

「家族って言われても……『なる』もんじゃないでしょ」

「別に親兄弟じゃなくても家族にはなれるわよ」

　と由々子。

「夫婦なんて元々他人だし」

「…………」

　それはつまり何か。

　アジャスタントを妻として娶るということか……？

「特に周防君――貴方の所にいるアジャスタントは女性型でしょう？　しかも三人」

「いや。ちょっと待ってください。クフィールもテジャスもミーティアも人間じゃ――」

「人間と人間以外の結婚なんて珍しくないし」

　まあ確かに神話とか昔話とか伝説とかそういう領域では異類婚などというものは珍しくもない。それこそ先程テジャス達との会話で出ていたミノタウロスも、元はといえば人間の母親と雄牛の間に生まれた怪物ということになっている。まあミノタウロスの母は元々王妃なので婚姻ではなく不倫だが――それはさておき。

「魔法使いと一般人の共存というけれど……これは見方を変えれば、魔法使いの世界に一般人が入植してくる、と考えることもできる訳で。こういう場合、移民が移民先と融和したという象徴として、移民と先住民との間に成立する婚姻とか、両者の間に生まれた子供の存在とかが語られたりする訳で」

「…………」

　そういえばクフィールには生理があった。

　あれは彼女に子供を産む能力がある証と見ることもできる。

　テジャスやミーティアに関しては不明だが――それこそ魔法使い達のやることだ、受胎能力が備わっていてもおかしくはない。

　というより……

（――まさか）

　妙に榮太郎らが千里を焚き付けるようなことを言うことが多いが――ひょっとして千里がクフィール達に手を出すかどうか、手を出した場合、その結果として双方の関係がどのように変化していくのか、といったことも観察の対象になっているのではないのか？

　例外は多々あるが、基本的に生徒達に配されるアジャスタントは異性の組み合わせが多い。聡にフランカ。薫にフルクラム。桜子にカーティス。そして千里にクフィール、テジャス、ミーティア。そして現に聡はフランカに手を出しちゃっている訳で。

　そもそも何を以もつて融和の成功と見るのか。

　由々子の言う通り魔法使い側の存在と、一般人との『婚姻』やその結果としての『子供』の誕生が成功の指標だというのなら……それを最終的な目標にアバロン学園都市管理事務局が設定している可能性が高い。

「…………」

　千里は三人のアジャスタントを振り返る。

　既にテジャスとミーティアはグリルの後片付けを始めており、クフィールも千里達の食器を回収しに近付いてきているところだった。

「……がぅ？」

　と千里の視線に戸惑うような表情を見せるところをみると、由々子との会話は聞こえていなかったようだが。

　もし融和の成功が『婚姻』ないしは『子供』だった場合――アジャスタント達はそれを知らされているのか。それとも……

「周防君？」

　由々子が千里の顔を覗き込んでくる。

「あ……いや」

　曖昧に首を振って千里は言った。

「俺は……今一つ『上手くやっていく』ことに自信がないですね」

「そうなんだ」

　千里の言葉にまるで何か納得するかのように小さく頷うなずく由々子。

「三人もアジャスタントが配置されてるから、先生、周防君はハーレム状態なのかと思っちゃった。実際、アジャスタントと『仲良く』してる子は多いみたいだし」

「単なる同居人です。しかも押しつけられた相手です」

　言い訳するように――自分に言い聞かせるように千里は言う。

「嫌いな訳じゃないですけど……」

　最後の一線で受け入れがたいものを感じているのも事実だ。

　そうでなければとっくに――

（とっくに、なんだよ）

　自分の思考にツッコミを入れて千里は溜息をつく。

「……って。大場先生」

「はい。なに？」

「教師なのに不純異性交遊推奨するようなこと言って良いんですか？」

「あ――ご、ごめんなさい、そういう訳じゃないの、ないのよ？」

　慌てた様子で言う由々子。

「むしろ――」

「むしろ？」

「いえ。なんでも。なんでもないの」

　由々子は慌てて首を振る。

　そんな彼女を見ながら――

（頼りねえ感じだけど、まあ悪い先生ではないんだろうな、やっぱ）

　そんなことを千里は考えていた。
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　六限目は五限目から引き続いて由々子の授業だった。

「……つまり魔法という技能における……認識の違いは……」

　改めて黒板に板書する姿を見ていると彼女の背の低さが目に付く。

　手を伸ばしても黒板の上端には文字が書けないのである。

　その癖、とにかく字が大きいので黒板を一杯一杯に使おうと背伸びをして文字を書く。この姿がやたらに危なっかしくて――今にもまた転倒して泣き出しそうである――生徒達は無意味にハラハラしたりしていた。

　何というか『放っておけない』感じなのだ。

　どう考えても生徒にそう思われる教師というのは問題なのだが。

「故に魔術、魔法――あるいはじゅじゅちゅ――痛っ」

　……嚙んだ。

　多分本当は『呪術』と言いたかったのだろう。

「…………」

「…………」

　生徒達は無言。

　由々子も無言。

　重苦しい沈黙が教室の中にどでんと横たわる。

　やがて――

「あかまきがみあおまきがみきまきぎゃ……」

　嚙んだ。

「と、となりのきゃくはよくきゃききゅーきゃく……」

　嚙んだ。

「か、かえるぴょこぴょこみぺこ……」

　嚙んだ。

「とうきょうとっきょきょきゃ………」

　さらに嚙んだ。

「…………」

　誰もが心の中で思った。

　先生、もういいです……もういいんです……（泣）と。

　ともあれ。

　このままでは教師としての面目丸潰れ、嚙んでしまったのは本当にちょっとした失敗で、その気になればちゃんと嚙まずに喋れるのよ？　と示しておきたかったのだろうが――さすがに自ら始めた早口言葉に悉ことごとく嚙みまくっては、生徒達もフォロー不可能である。

　面目丸潰れどころか生徒達からは憐れみの視線すら注がれる始末。

「ふ……ふぇ……」

　いや。泣かれても。

　と――恐らく生徒達全員が心の中でそう突っ込んだその時。

「――先生」

　聡が片手を挙げて言った。

「とりあえず、お手本をお願いします」

「ふぇ……お……お手本？」

　辛うじて大泣き寸前で堪えて聡の方を振り返る由々子。

「先生は魔法使いなんですよね」

「あ……うん」

　こっくり頷く由々子。

（いい大人が『うん』はねえだろ……）

　などと胸の内で呟く千里。

　口に出さないのは迂闊に突っ込むと由々子が爆泣きしかねないと思ったからだ。

　ともあれ――

「僕達は魔法は使えない訳ですけど、アジャスタントはそれぞれ魔法か、それに類する技能が備わっていますし。色々な状況で自分に備わった、あるいは与えられた技能や道具を有効活用する為に、自由な発想ができるようになること――それが此処の授業の基本だと聞いてます」

「そ……そうね」

　縋るような表情で聡の言葉にこくこくと頷く由々子。

「なので魔法使いとして、何か特定状況下における魔法の使い方とか、そういうののお手本を見せて貰えれば、皆、為になるかと」

「そ……そうね！　それはいいことね！」

　と表情を輝かせて由々子は頷いた。

　これではどちらが教師かわかったものではない。

　だが、聡の提案は的を射たものではあった。生徒達の大半が唐突に与えられた魔法的な力――アジャスタントの使い方に慣れきっていないのは事実だ。ある程度は使いこなし始めている者もいるが、それでも完全には程遠い。

　子は親の背中を見て育つと言うが、実際に魔法使いたちが魔法を使ってみせるその姿から、千里達も固定観念に囚われずにアジャスタントを使う発想を得ることはできるはずだった。

「じゃあ魔法を使ってみせるわね！」

　由々子は懐から万年筆らしきものを取り出すと――それをまるで楽団指揮者のように空中で振ってみせた。尖端にぽつんと点った光が空中に残像を刻み、何やら印章のようなものが虚空に描き出された。

　そして――

「――!?」

　ぶぉっ……と空気が鳴った。

　それまで存在していなかった大質量が強引に空気を押し退けて出現した為、物理的な辻褄を合わせる為に生じる現象なのだろう。

　そして――

「……ちょっ……!?」

　生徒達が愕然と腰を浮かす。

　それも当然。

　由々子の背後――黒板から、まるで水面に浮かび上がるかの如く、じわりと巨大な人影が滲み出てきたからである。

　いや。それを人影と表現するのには語ご弊へいがあるだろう。

　身の丈およそ三メートルのそれは、既に人間の範はん疇ちゆうに含めて良い代物ではない。ましてや生物なのか機械なのかも判然としないような、硬質と軟質が入り混じる奇妙な姿は、断じて人間のそれではなかった。あくまで全体の輪郭が人の形をしている――というだけのことでしかない。

　その異形の首と、左右の手首及び足首――計五カ所には太い鎖が繋がれており、それは放射状に伸びている。尖端は空気中に溶け込むようにして消失しているところを見ると、何処か別の空間に繋がっているのかもしれなかった。

「…………」

　頭部に被せられた鉄仮面には左右二本の切れ込みが入れられており、その奥で血走った双眸がまるで犠牲者を求めるかのようにぎょろぎょろと動いていた。

　フーッ……フーッ……と獰猛な獣じみた吐息が教室の空気に混じる。

「何なんですかそれ!?」

　一同を代表して千里が叫んだ。

「え？　あ……この子はポチ」

　と由々子は言った。

「ポチ……？」

　どう見ても『ポチ』という風体ではないのだが。

「疑似精霊なの」

「…………」

「先生ね、魔力の大きさに比べると、ちょっとその、制御系の容量キヤパがちょっと足りない感じなのね。だから、暴走しないように、魔力を分離させて、その、精霊化させて、それを制御する術式を使うことで補ってるのね」

　要するに有り余る魔力を由々子は使いこなせていないらしい。

　何割かを切り離し、形を与え、さらには魔法の術式で拘束することによって、扱いやすくしているのだろう。

　まあそれは理解できるのだが――

「――先生」

　生徒の一人――遠とお野の薫が片手を挙げて言った。

　お前本当に男で十代後半かと突っ込みたくなるよーな、ふわふわの巻き毛に可愛らしい顔立ちの少年で――テディ・ベアとガチで可愛らしさを争えるよーな感じなのがある意味で恐ろしい。

　まあそれはさておき……

「そのポチくんですが」

「は、はい、なにかしら、遠野――くん？」

「制御失って暴走しつつあるように見えるのは僕の錯覚なんでしょうかー？」

「…………」

　ぱちくりと瞬きして。

　それから――ゆっくりと背後を振り返る由々子。

　彼女の目の前で、ぎしぎしと、何処に繋がっているのだかよくわからない感じの鎖が軋きしみ、ゆっくりと繋がり合う輪と輪が歪んで開いていき。

　そして。




　――ばきん！




　と音を立ててまず右腕の鎖が千切れた。

「あら？」

　程なくして同様の音を立てて左腕の鎖も千切れ、更に、首、左足、と続けて異形――もといポチを拘束していた鎖が弾け飛んでいく。

　でもって。




　――ばきん！




「ごああああああああああああああああああああああああああああッ！」

　完全に自由になると同時に轟然とポチが吼えた。

「え？　あ？　え？　えと？　あの？」

　おろおろする由々子。

　そんな主人に解放されたポチが摑みかかったのは次の瞬間であった。

「――！」

　形を与え擬似的に精霊化したことが逆に仇あだになった形だ。

　人間の頭など卵のようにくしゃりと握り壊してしまえそうな手が由々子に迫る。

　だが――次の瞬間。

「クフィールッ!!」

「がぅっ!!」

　千里の叫びと共に飛び出したのは、言うまでもなく蒼い髪のメイド少女――クフィールである。

　さらにクフィールは床を蹴り、青い残像の尾を引きながら由々子に向けて跳躍。

　呆然としている由々子の襟首を右手で摑んで引き倒しながら、同時に左手で、鉄てつ槌ついの如く振り下ろされたポチの腕を受け止めた。

「が……うっ……！」

　ぐっと彼女の姿勢が沈み込み、それどころか彼女の踏み締める床に、二本の脚を中心として放射状の亀裂が走る。さすがに『本職』の使い魔――接続同調のレベルを上げたクフィールをも圧倒する程の威力である。

（ちっ――）

　千里はクフィールから逆流する衝撃を感じながら思う。

（アジャスタントの力――か）

　使いこなせば魔法使いと同等になれるという『力』。

　千里達がいかにそれを使いこなすのか――振り回されず、溺れず、御ぎよしてみせることができるのかが常に試されているという。

　今も都市の管理事務局は何処からかこの現状を観察しているのだろうか。

「実戦訓練ってか」

　席から立ち上がりつつ苦笑して呟くのは、同級生の一人――斯波桜子である。

　長い黒髪と女性としてはかなりの長身であること、それにすらりと伸びた手足のせいで、ただそこに座っているだけですら、クフィールとはまた別の――むしろ逆の――刃物のような、鋭い迫力がある。

　迂う闊かつに触れれば大変なことになってしまうかのような。

　美人である事は間違いないのだが、彼女に声を掛けるにはそれなりの覚悟を必要とするだろう。本人に言わせれば『うちほど気さくな女もおらへんで？』だそうだが。

　でもって……

「カーティス」

「御意」

　彼女の足下から――するすると床の上を影が走った。

　影だけが。

　実体がない。見えない。

　まるで黒いペンキをぶちまけたかのような、しかし明らかに人型を歪ゆがめたと思しき影が、床の平面をするすると滑っていき、ポチの背後に回り込む。

　そこにはポチ自身の影が黒々と刻まれていた。

「魔力を具現化させただけの疑似精霊ならば再生も容易いでしょう」

　と――何処からともなく涼しげな声が響く。

　桜子のアジャスタント……〈見えない執事ステルス・バトラー〉カーティス・クリンゲンスミス。

　クリンゲンスミスとは即ち『刃匠』。

　つまり――

「遠慮なく」

　影が影に触れる。

　音もなく。光もなく。

　ただポチの腕が――クフィールの上に振り下ろされ、そのままさらに彼女を押さえ込むような状態になっていたその豪腕が――手首の部分を境にずれた。

「――!?」

　つんのめるポチ。

　手首を切断された巨体は均衡を失い、そのまま重い音を立てて床に倒れ込んだ。

　断面は――まるで磨いたかのように滑らかである。

　影とは即ち二次元。

　この世に影より薄いものなし。

　故に影は究極的な刃となってありとあらゆる三次元存在を切断する――

「がぅっ！」

　ポチが転倒した隙に、由々子の襟首を摑んだまま後方に跳躍してポチの間合いから逃れるクフィール。

「カーティスさんの読み通り」

　そう言うのは……いつの間にか薫の側に立っていた眼鏡に軍服姿の少女である。

　フルクラム。薫のアジャスタントである。

　彼女は、指先で眼鏡を押し上げるのではなく、引き下げて――裸眼でポチを見据えながら言った。

「再生します。かなり強い術式で括られているようですね。〈連盟〉方式。強度八。魔力総量八千七百。神格値八〇――」

　フルクラムの言葉通り――ポチの切り飛ばされた手首から先はそのまま蒸発するように消滅したが、本体の切断面が泡立つように蠢うごめき、数秒後には切断前とほぼ同じ手が問題なく復元されていた。

「個体名『ポチ』――その動きを止めて脅威性を排除するにはとりあえず四つの方法が考えられます」

　フルクラムは当然の計算結果を読み上げるような冷徹な口調で言った。

「その一。魔力の源である大場由々子教師の抹殺」

「ふぇっ……!?」

　思わずびくりと身を竦ませる由々子。

　だがさすがに『それでいこう』と言う生徒もおらず。

「その二。より大きな物理力による常時拘束。ただし非効率も甚はなはだしい」

　つまりはクフィールなり何なり、ポチよりも強い膂りよ力りよくの誰かが押さえ込むということ。

「その三。魔力を括って界面形成させている核――集束術式媒体の物理的破壊。ただし媒体は『ポチ』の体内奥深く」

　これもまた現実的ではなかろう。

「で――四つめは？」

「空間系封印もしくは隔離」

　薫の問いに淡々と応えるフルクラム。

　そして――

「じゃあそれで」

　と答えたのは薫ではなく。

「フランカ――拳銃モード」

　聡だった。

　彼が悠然と何も持たない空の手を伸ばすと同時に――彼の傍らで立ち上がったアジャスタントのフランカが、折り畳まれた。厚みを失い、平面になったフランカは、まるで紙細工を折り畳んでいくかのように小さくなり――そして。

「…………」

　ぱしんと音を立てて聡の広げた手に飛び込んだ。

　モーゼルＭ７１２〈シュネル・ホイヤー〉自動拳銃。

　彼のアジャスタント――フランカの『本体』だ。

「術式選択。〈シュバルツ・ロッホ〉」

　彼はきらりと眼鏡を光らせながらそう言うと、片手を伸ばしてモーゼルでポチを狙う。

　だが……




　ごあああああああああああああああッ!!




　ポチが吼えた。

「どわっ!?」

　同時に――その周囲に不可視の力が発生する。

　衝撃波だ。

　基本、殴る蹴るの力押しが来ると思い込んでいた千里達は――聡も含めて――身構える間もなくあっさりと吹っ飛ばされていた。壁であろうと床であろうと天井であろうと激突すれば大怪我必至。それだけの威力がポチの衝撃波にはあった。

　だが……

「がぅっ！」

　跳躍したクフィールが空中で千里の身体を摑む。

　そのまま彼女は長身を活かし、両手を伸ばして身体全体で千里と、そして由々子の身体を抱え込む。壁に激突寸前の所で両足を伸ばして衝撃を吸収。次の瞬間には彼女は二人を抱えたまま無事に床へと着地していた。

　他の生徒達も同様である。

　それぞれのアジャスタントが咄嗟に主を庇っている。

　唯一、アジャスタントが身動きがとれない――何しろ拳銃形態で主に握られているままだ――聡は、しかしクフィールにも匹敵する程の身のこなしで、身をひねり、壁に着地。同じく無事に床へと降り立った。恐らく接続同調回路を使ってフランカが聡の肉体制御をしているのだろう。




　ごあああっ！　ごあああああああっ!!




　ポチは更に吼えながらも猛烈な勢いで床を蹴り、壁を走り、天井に蜘蛛の如くしがみついて千里達を威い嚇かくする。

「これは少し難儀だね」

　両手で拳銃形態のフランカを構えながら聡が呟く。

　的そのものは大きいのだが、ポチの動きは速くて変則的なので狙いにくいことに加え、射線上に同級生や他のアジャスタントが入ってくると巻き込んでしまうので撃つ訳にもいかないのだ。

　確実に命中させるにはポチの動きを止めるしかない。

　ならば――

「テジャス！」

「はいっ！」

　千里の叫びと同時に一本の縄が――まるで投げ縄の如く、ひゅんと空をきって飛び、ポチの首に絡み付いた。




　ごあっ!?




「新形態――荒縄モード！」

　縄の端を持っているのはテジャスである。

　どうやら普段の『糸』状態ではなく『紐』でもなく――それらを更に寄り合わせて太い縄の状態になっているらしい。お陰でクフィールとタメを張れるくらいのポチの膂力でもその縄はびくともしないようだった。

　彼女はぐいっと縄を引っ張りながらふと思いついた様子で言った。

「――例えば。ふとある日、『そうだ、今夜のプレイはＳＭにしよう』と思うことってありますよね」

　まるで『今夜のおかずはハンバーグにしよう』的な口調で言うテジャス。

「ねえよ」

「でもそういう場合に限って、ＳＭに必須の拘束具がなかったりしますよね。普段から革製拘束着ボンテージがあれば良いのですが、革製品はお手入れも大変で、毎日使うという訳にもいきません。そんな時、便利なのがこの新形態！」

　千里のツッコミをまるで無視してテジャスはまるで何処かのテレビショッピングの司会者のような口調で言った。

「いつでもどこでもお手軽に！　荒縄プレイが楽しめてしまいます！　ぐらっちぇ！」

「わあ。素晴らしいですねぇ。お母様」

　と――ぐっと拳から親指を立てて見せるテジャスを、ミーティアがうっとりとそう評した。

「お電話は今すぐ！」

「しねえよ！」

「そんな！　適度なＳＭは身体にいいんですよ!?」

「しらんわっ！」

「ほら、固いお肉も叩くと柔らかくなるじゃないですか！」

「調理法と健康法を一緒にすんな！」




　ごあああああああああッ!!




　お前等とはもうやっとれんわ、いい加減にしなさい――と言った訳でもなかろうが。

　ポチがさらに吼えながら一際激しく暴れた。

「え？　きゃ――っ!?」

「お母様！」

　ポチの動きに引っ張られて宙に舞うテジャスを、咄嗟に飛び掛かったミーティアが受け止めると、背中から床に叩き付けられた。クフィールとの接続同調を強めていた千里にはミーティアの感覚が逆流することはないので、彼女がどれだけの損害を被ったかはわからない訳だが――『ああん』とむしろ喜んでいるようなので、とりあえず心配はあるまい。

「ミーティア、テジャス、二人がかりで引きずり倒せ！」

「はいです！」

「承知」

　千里の言葉に頷くテジャスとミーティア。

「せえ――の！」

　テジャスの掛け声と同時に引かれる荒縄。

　さすがにアジャスタント二人分の力には抗えないのか、ポチは床に引き倒された。

　更にそこで――

「カーティス」

「御意」

　桜子の命令と同時に影が再び走り、ポチの両足首が切り飛ばされる。

　これで再生するまではポチは立てないことになる。

　勿論それは数秒間のことでしかないが――

「撃フアイエルッ！」

　銃声。

　強制的に作られたその数秒は、聡が高重力封印魔法――〈シュバルツ・ロッホ〉の狙いを付けて撃ち込むには充分な『隙』になっていた。




　ごああああああああああああっ!!




　銃撃の轟音と共にぽつんとポチの身体に穴が開く。

　その穴は自らの宿主を――つまりはポチそのものを吸い込み始めた。

「やった……！」

　歓声を上げる生徒達。

　テジャスも〈シュバルツ・ロッホ〉に巻き込まれないよう、荒縄を解いて回収する。




　ごあああああああああ――ごああああああああああああっ!!




　ポチは激しく暴れるものの、己の身体の上に食い込んで展開した封印魔法を振り払えるはずもない。既に下半身は『穴』の中に吸い込まれ、床にツメを立てて上半身を辛うじて支えている状態だ。だがその間にもじりじりと穴は広がってポチを呑み込んでいく。

　とりあえずはもう安心だろう。

「ご苦労さん」

　そう言って千里は自分の側に戻ってきたアジャスタント達を労う。

　咄嗟のこととはいえ――クフィール達も、そして自分自身もよく動けたと千里は思う。

「がぅ……」

　嬉しそうに微笑するクフィール。

　テジャスとミーティアは『あ。ひょっとして何か御褒美いただけます？　私はとりあえず御主人様の局部生写真五枚セットでいいですよ』とか『とりあえず言葉責めから……』とか好き勝手なことを言っているが。

　でもって――

「大場先生」

　千里の側で座り込んだままの由々子に――聡が歩み寄って言った。

「いい経験になりました。感謝です」

「――へ？」

　ぱちくりと眼鏡の奥で眼を瞬かせる由々子。

　聡の言葉の意味がまるでわからない――といった風情である。

　しかし……

「わざと魔力を暴走させて生徒に対応させる。まさしく実践ならぬ――実戦」

「あ……えと…………」

「規則ルールも保証も何もない状況下で、自分達の持てる『力』を用いて咄嗟にどう対応するか。なかなか経験できることではありませんからね」

「…………そ……それは……」

　由々子はただただ困惑の表情を浮かべているだけである。

　聡はどうもポチの暴走が彼女の『仕込み』なのだと思っているようだが――

「なあ。逆崎」

　生徒の一人がふと声を掛けてくる。

「なんだい？」

「さっきから穴の吸収が停まってるんだけどな。いいのか？」

「……え？」

　珍しく眼鏡の下の眼を丸くして振り返る聡。

　そこには――

「………………あ」

　ほとんど肩まで吸い込まれつつも、まだ踏みとどまっているポチの姿と――そしてそこまで吸い込んでおきながら、力が拮抗でもしたのか、ぶるぶると何やら震動するばかりで、それ以上は封印が進まない『穴』があった。

　とはいえここからポチが再び穴を脱出して自由の身になるということはないだろう。

　それは知能の存在すら怪しい感じのポチ自身にもわかったようで――




　――ごああああああッ！




「ごめん」

　ポチが吼え、聡が呟いた、その――瞬間。

　疑似精霊は自爆した。
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「…………うン？」

　職員室の片隅。

　書類仕事を片付けていたシンクラヴィアは怪訝の表情で明後日の方向を振り返った。

「どうしたの？」

　彼女の隣で同じく書類を弄くっていたミヤビが怪訝の表情で尋ねてくる。

「なンか爆音みたイナのが聞こえタんだケレど」

「いつものことでしょ」

「まアそうネ」

　と頷くとシンクラヴィアは再び書類仕事に戻る。

　そんな彼女等のすぐ脇にある窓硝子の、向こう側――廊下には、十数体の保健ゴーレムと風紀ゴーレム達が大急ぎで駆けていく姿があった。
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　ひたすらひたすら由々子は言った。

「ごめんねごめんねごめんねごめんねごめんね」

　今の彼女にはあちこちに大きめの絆創膏が貼り付けられている。勿論、実際には絆創膏ではなく治癒魔法を込めた呪符で、それぞれが目下、由々子の全身に生じた無数の打ち身擦り傷ねんざその他諸々を治療中である。

　満身創痍とはこのことだ。

「もう私ったら本当に半人前で、ドジで、だからその、えと、あの、ごめんね？」

　まあ教室が一つ半壊するような魔力暴走事故を起こした結果と考えるとむしろ、驚く程に軽傷なのだが。元々ポチは由々子の魔力総量からすれば半分に満たないので、この程度で済んだのだとも言える。

　由々子は今――保健室に並べられたベッドの一つに横たわっている。

　でもって……

「……………」

　彼女の隣には、やっぱり同じように絆創膏だらけになりながら、仏ぶつ頂ちよう面づらの千里がベッドに寝かされていたりする。

　物理現象に転化した魔力の爆発に巻き込まれたのである。

　もっとも教室一つが半壊した割りには、今此処に残っている生徒の被害者は千里だけだ。

　そもそも比較的爆発に近かった数名が被害を被っただけのことで――保健ゴーレム達の検査も既に終わっており、他の者は聡も含め、治療も終わって既に保健室から出て行ってしまった。千里と由々子の場合は、つい最近にも治療用の魔法を使っていた為、様子見ということで残されているのである。治療用魔法はあまり重ね掛けすると、生体としての均衡バランスを失いかねないという問題がある。

「がぅ……」

　千里の隣にはクフィールが何やら肩身の狭そうな姿勢でちょこんと三脚椅子に座っている。爆発時、咄嗟に千里を庇いきれなかったことに責任を感じているのだろう。

　ちなみにテジャスとミーティアは千里の着替えを取りに学生寮に戻っているので此処にはいない。

「ごめんねごめんね？」

「…………」

「す……周防くん……？」

「…………」

「お……怒ってる……？」

「…………」

「ふ……ふぇっ……」

「教師が泣くなっ」

　苛いら立だたしげにそう突っ込む千里。

　彼はしばらくしかめ面で天井を睨んでいたが――

「……今朝のことでお互い様ってことで」

「周防君……ああっ。君って優しい子ね」

「それで相殺できるの俺だけですけどね」

「…………実は意地悪な子なのね」

　まあ千里やクフィールは由々子に引け目があるが、確かに他の生徒達にはそんなものはまったくない訳で。

「…………っていうか」

　彼は少し口調を改めて言った。

「聡の言ってたの。本当ですか？」

「ふぇ？」

「わざと魔力――あのポチってのを暴走させたって話」

「あ、あれは逆崎くんの買いかぶり」

　と由々子は言った。

　半人前でドジな由々子はたまにポチの手綱をとるのに失敗することがあるのだそうだ。もっとも元々最低限の術式で括られているだけの魔力の塊なので、たとえ暴走しても魔力を垂れ流して数分で自分自身を維持できなくなるそうだ。そうなればまた由々子の魔力が貯まるまでポチはろくに身動きも取れない状態らしいが。

「……ったく」

　千里は溜息をついた。

「大場先生みたいな魔法使いもいるんですね」

「…………ふぇっ？」

「いや……なんて言うか」

　千里は頰を掻きながら言った。

「最初に会ったのが佐久間先生で。次に会ったのがこいつで」

「がぅ？」

　指差されて首を傾げるクフィール。

「その次に出会ったのが御狩谷先輩で。みんな普通じゃないっていうか、俺達とはまるで別の生き物みたいで。羽瀬川先生にしたって、一見、普通に見えるけど、どっか――なんか、余裕あるし」

　この非常識極まりない世界でごくごく自然に振る舞っている。

　そのことがある意味で――特異になる。

　普通とか特殊とかそういう概念は全て比較の上に成り立つからだ。

「魔法使いって――いや、『こっち側』の連中って、皆、そういう……俺のような一般人とは全然別の何かなんだと思ってましたよ」

「わ、私、魔法使いっぽくないかな？」

「ないですね」

「ふ……ふぇっ……」

「泣くと余計に魔法使いっぽくないです」

「…………」

　ぐっと堪える由々子。

　そんな彼女を一いち瞥べつして――

「まあその分、親近感は湧きますけど」

「…………あ」

　驚いたように眼を瞬かせる由々子。

　それからしばらく、保健室には微妙な静寂が横たわっていたが――

「…………私ね」

　ふと由々子は思い出したような口調で言った。

「不器用で要領が悪くて本当にドジなの」

「……それは知ってますが」

　それこそ今更カミングアウトされるよーなことでもなく身に染みて知っている訳で。

「そ、それはそうだろうけど、その、あの、本当に、一般人だった時から、そうで――」

　まあこの由々子のそそっかしい所は魔法とは基本的に関係あるまい。

　明らかに性格だ。

　だが……

「ずっとお前は駄目だ駄目だって言われてて」

「…………」

「よく出来た姉が二人いて……三人、年子で……よく比較されちゃって。自分でも本当にヤになっちゃって。どうしてこんな駄目な人間に私は産まれちゃったんだろうって」

　それはさぞかし嫌な環境であったことだろう。

　一つ違い、二つ違いの姉ともなれば、下手をすると同じ学校に通うことにもなりかねない。これが何年も間が開いていれば姉の記憶や記録も多少は風化するだろうが、一年違いとなればこれはもう比較されざるを得ない訳で。

　勿論、親が同じとなれば環境の違いを理由にする訳にもいかず、その成績その他の差は『出来の良さ悪さ』ひいては『才能の有る無し』として周りに認識される。

　出来た姉達に似ない妹。

　既に品質保証されたはずの製品の中に混じる不良品。

　そんな中傷に晒さらされ続けることになる――

「色々やったけど……勉強もスポーツも、音楽とか絵画とかも駄目で」

　せめて何か違う技能に突出した才があれば……とは誰もが考えることだ。

　だがそれらも全滅するとなると――

「もう本当に駄目駄目でね。なんか両親にも姉達にも申し訳なくって……出来の悪い妹でごめんなさい、生まれてきてすいませんって感じでね」

　あははははと照れたように由々子は笑う。

　千里は、由々子がやけにおどおどしていて、何かあればすぐに――ほとんど脊せき髄ずい反射的に謝る癖がついている理由が少しわかったような気がした。

　同時に――

（……ああ。わかるな）

　似たようなことを千里も考えたことがある。

　何をした訳でもないのに周囲の空気を重苦しくしてしまう自分。

　ただそこに自分がいるだけで両親が不仲になっていくのを――あの明るくて脳天気で驚く程に仲の良かった父と母が、日毎に言い争う回数が増えていくのを目の当たりにした千里としては、由々子の気持ちが何となくわかる気がした。

　ごめんなさいと思った。

　存在していてごめんなさいと。

　生まれてきてごめんなさいと。

　しかし――

「だからね」

　恥ずかしげに由々子は言った。

「魔法使いになれた時は、なんて言うか、シンデレラの気分だったの」

「シンデレラ……ですか？」

　唐突な言葉に一瞬戸惑う千里。

「一発逆転――みたいな？」

　と由々子は首を傾げて言う。

　彼女の中でも適切な表現が出てこないのだろう。

「私にも姉達に負けないような才能があったんだ！　って」

「そうか。やっぱりそうだよな」

　彼は呟くように言った。

「魔法使いだって――魔法使いに生まれる訳じゃねーんだよな……」

「え？」

　由々子はきょとんとした表情を浮かべて聞き返すが、千里は殊更に説明するつもりもない。ただ彼は黙って天井を眺め――やがて由々子も困惑の表情を曖昧に固着させたまま黙り込んでしまった。

　そして……




　――ちーん。




　まるで電子レンジのような音が鳴って、はらりはらりと由々子の額やら頰やらから、絆創膏型の治療符が剝がれ落ちる。治療終了ということらしい。

「……だからね」

　身を起こしながら由々子は付け加えるように言った。

「私、立派な魔法使いになろうって決めたの。皆に凄いって言って貰えるような。それが私に唯一与えられた才能ギフトだから」

「……そうですか」

　千里としてはそう答えるしかない。

　由々子は少し首を傾げて自分の額をぺしんと掌てのひらで叩いてみせた。

「今日はちょっと失敗しちゃったけど――」

「……ちょっと？」

「でも頑張るから……また明日からよろしくね。周防くん」

「はぁ……よろしくです」

　頷く千里に、それでもほんの少し気弱げに笑いかけてから、由々子はベッドを降りて、保健室から出て行った。

「…………」

「…………」

　後に残るのは千里とクフィールのみである。

　会話の後の不自然な静寂を持て余すようにクフィールは右に左にと無意味に視線を彷徨さまよわせていたが――

「あの……御主人様……」

「御主人様って呼ぶな」

「あ、はい、ご、ごめんなさい。千里様」

　首を竦めてクフィールは言った。

「なんだ？」

「今朝は……その……本当にごめんなさい……」

「あー……」

　千里はしばらく困ったように空中を眺めていたが。

「次から気をつけろ。つかもう少し考えて動け」

「は……はい」

「俺もちっと意地悪だったか」

「がぅ？」

　クフィールに反省を促す為に、敢えて今朝の話は彼女が悩むに任せて放っておいたのだが。

「俺――」

　千里は曖昧に頭の中を漂う言葉を拾って口にする。

「どれだけお前達と『違う』かばかり考えて……」

「……？」

「どれだけ『同じ』かってことは考えてもみなかったよな」

　魔法使い。精霊。神族。魔族。

　千里からしてみれば『あっち側』の連中。

　千里からしてみればどうしようもないくらいに『違う』者達。

　だが……だからといって『違う者』というレッテルを貼ってわかった気になったり、歩み寄る努力を放棄したりして良いというものでもあるまい。

　魔法使いは魔法使いに生まれる訳ではない。

　自分と違う者達にも違う理由があり――それならば同時に自分と似ている部分だってあっても当然である訳で。

「あ……あの……御主人様……？」

　やはり千里の言葉の意味がわからず右に左にと何度も首を傾げて、途方に暮れたような表情を浮かべるクフィール。

「私……その……頭悪いから……御主人様のおっしゃる意味がよく……」

「…………」

　ようやく千里は彼女を振り返って――溜息。

　そして……

「何度も何度も言うけどな」

「がぅ？」

「御主人様って言うな」

「は、はい、すいません、千里――様」

「次間違ったら、もう二度とクフィって呼ばねえからな」

「はい、すいま――…………」

　そこまで言って。

　クフィールは硬直した。

「あ……あの……」

「テジャス達が替えの服持ってきたら、帰るぞ、クフィ。こんな消毒液臭い所で寝てられるか。悪いけど肩貸してくれ」

　ごろりと寝返りを打ってクフィールに背中を向ける千里。

　クフィールはしばし、呆然と彼を見つめていたが、やがてその表情にゆっくりと別の表情が滲んでいく。彼女は表情を輝かせながら、椅子の上で姿勢を正して叫ぶように言った。

「は――はいっ!!　千里様！」
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　燦々と太陽の光が降り注いでいる。

　生い茂る木々の匂いが濃密に漂う公園のベンチに二つの人影が腰掛けていた。

　平日の昼間ながら、快晴である為か、周囲には人の姿も多い。トレーナー姿でジョギングするスポーツマン。愛犬にフリスビーを投げる飼い主。幼子の手を引く親。等々。

　開放的な場所ロケーシヨンである。

　少なくとも密談にはあまり相応しくあるまい。

　だが――

「――亜藍、須美子？」

　密談者の片方は眉を顰めてその名を呟き――そして思い出したかのように手にしていたソフトクリームを舐めた。

　小柄な少女である。

　幼い――という形容も添えるべきだろう。

　その容姿はまだ十歳前後のそれに見える。着ているものは白いワンピースで足に履いているのも同色のサンダルだ。長い――そして輝かんばかりの金髪を二本のリボンでツインテールに結わえ、頭には日差し避けの大きなツバ広の帽子を被っている。

　避暑地に着た令嬢……といった雰囲気である。

　大きくぱっちりとした双眸も、そしてやや太めの眉毛も、これまた『ちょっと我わが儘ままな御嬢様』といった印象を作り上げるのに寄与している。

　ただ……

「どうやらそう名乗る傀儡くぐつが暗躍しているらしいな」

「我々とは別に――か？」

　帽子のツバの下で示すその表情は――ひどく鋭い。

　少なくとも十やそこらの少女が示すようなものではなかった。

　しかし……対する相手もそのことは承知の上であるらしい。別段驚いた様子もなく大きく頷いて――同じくソフトクリームに舌を這はわせる。

　こちらは成人男性だ。

　四角く厳めしい顔に単眼鏡モノクルを嗔めている。映し出されたその姿に、少年と呼べるような幼さは微み塵じんもないが――さりとて、では幾つかと問われると年齢不詳としか言いようがない。

　悠然とベンチに腰掛けるその姿には、何処か人生の辛酸をなめ尽くした老人の風格が漂っているが――その一方で、少女と揃ってソフトクリームを舐めるその仕草には、歳経た者の衰えなど微塵もなく、むしろ若々しい張りが透けて見える。

「少なくとも私は知らなかったが」

　単眼鏡の男は溜息をついて言った。

「余計なことを」

「まさに――な」

　少女の言葉を受けて単眼鏡の男は肩を竦める。

「ただでさえ寒河江教授やシュタイン教授といった連中に知られると厄介なのだ。行き当たりばったりの行動で注目を集めるのは得策ではないのだが」

　単眼鏡の男が――左手を、まるで奇術師のような手つきで掌を返す。

　一瞬前まで何も持っていなかったはずの左手は、一枚の写真を虚こ空くうからつまみ出していた。

　そこには若干、目付きの悪い小柄な少年が映っている。

　周防千里。

「この被験者を集中的に狙っているようだが」

「我々に一人を集中して狙う意味はないな。個人的な怨えん恨こんの類か？」

　少女は帽子の下で眼を細めて写真に見入る。傍目には、ソフトクリームが溶ける前に舐めきってしまおうと、一生懸命になっている子供にしか見えまいが――

「その可能性もあるが」

　単眼鏡の男は言った。

　こちらはさすがに大人であるからか、既に露出したクリーム部分を食べ終わり、コーンの部分にかじりつき始めている。

「我々と利害が一致するなら捨て置いても良い訳だが。場合によっては利用できる」

「確かに被験者の殺害は簡単な妨害方法の一つだが……」

「余計な行動といえば余計な行動だが、場合によっては隠かくれ蓑みのに使うこともできような」

「陽動か？」

「しかも相手は自分勝手に動いているのだから、切り捨てても何ら問題は生じない」

「確かにな。元々仲間でも何でもないのだから」

　少女は苦笑する。

「まあそれは良いとして。〈アバロン計画〉はさておき〈チャンドラー計画〉の妨害はどうするのだ？　〈アバロン計画〉の失敗は即座に〈チャンドラー計画〉の遂行を意味する」

「そちらはそちらで一応、考えてはあるがな」

　コーンをかじりながら単眼鏡の男は言う。

　もし注意深い観察者がいれば違和感に眉をひそめたことだろう。

　共にソフトクリームを舐なめ、コーンをかじりながら、しかし会話にはまるで淀みも掠れもない。まるで口で喋っているのではないかのように。

「極論、〈チャンドラー計画〉そのものはむしろ遂行させても構わない。我々がそれに乗らねば良いだけのことだからな。むしろ〈チャンドラー計画〉は邪魔者を除けるには有効と考えるが」

「それは、そうだが。計画推進派は例外を許すまいよ」

「在野の魔法使いまで全てとなると、生半可にはいくまい。そこにつけ込む隙はある。それよりもまず〈アバロン計画〉だ」

「ふむ」

　少女は頷く。

「何はともあれ――魔女ミュセ。送り込んだというお前の手駒で様子を見よう」

「半人前なところが少々不安材料だが」

「仕方あるまいよ。強力な魔法使いは、神族や魔族同様、ただそこにいるだけでも存在を察知され易い」

　肩を竦める単眼鏡の男。

　その時――

「――あっ！」

　何処からか声が飛んでくる。

　同時にかなりの速さでサッカーボールが二人の密談者に向かってすっ飛んできた。

　どうやら近くで遊んでいた誰かが、誤った方向に蹴りだしてしまったらしい。白黒模様のボールはそのまま真っ直ぐ少女を直撃する軌道で飛び――




　――ぼんっ。




　ベンチに当たって跳ねた。

「……あ。あれ？」

　慌てた様子で駆け付けてくるのは、ボールの持ち主らしい少年だ。

　彼は驚いた表情でベンチを見つめる。

　そこには誰もいない。

「今ここに……誰か」

　いたはずの二人の姿はまるで蜃気楼であったかのように綺麗さっぱり消え失せていた。

「…………？」

　何度も何度も首を傾げながらボールを拾い上げる少年。

「……うぇ？」

　冷たくべったりした感触に手を見ると。

　サッカーボールの表面には――溶けたソフトクリームと、砕けたコーンが付着していた。














　緩やかに夜の虚こ空くうを舞う巨大な鋼はがねの塊かたまり。

　翼もなければ浮力槽もない。エンジン・ノズルすらない。空を飛ぶ為の『形』を一切備えないというのに、それは当然の如く、銀色の威容を示してそこに在った。

　しかも――六体。

　形としては『蜘く蛛も』に近い。

　八本の脚と胴体と頭部。余計な詳細デイテールをそぎ落として『蜘蛛』とわかる程度に特徴的な形状を残した簡素とも言うべき姿。そこに生物が――昆虫が持つ生々しさはなく、自動機械として一切合切を構わず、嚙み込んだものを磨り潰して稼働し続けるような、冷徹で硬質な威い嚇かくだけが残る。

　空中に浮かぶ鋼鉄の蜘蛛達は全身から――口や尻ではなく――糸を放つ。

　それらは互いに絡み合い、更には折れ曲がって、瞬く間に複雑な蜘蛛の巣を描き出していく。白銀の糸が闇の中で僅かな光を受けて輝きながら存在を主張する。

　否。それは蜘蛛の巣などではない。

　直径五十メートルを超えるかとも思われる巨大な魔法陣。

　だが……もしこの場に〈学園〉か〈連盟〉の魔法使いがいたとすれば、眉を顰ひそめたかもしれない。巨大なこの術式に秘められた――呼び出し得る『力』の大きさは想像ができても、その詳細がわからないのだ。

〈学園〉形式でも〈連盟〉形式でもない。

　ほぼ独自の形式と言って良いだろう。

　ただ――

「…………ふふ」

　空中を歩くかの如く……巨大な魔法陣の上をすたすたと危なげもなく歩きながら、一人の少女が笑った。時折、立ち止まっては細かい部分を眺めているのは、この魔法陣の造りを確認しているのかもしれない。

　ふわふわの髪。柔らかな眼差し。

　一見すると可愛らしい――可愛らしいだけの少女のようにも見える。

　だが……

「いや。さすがにそれはあかんて」

「…………」

　掛けられた声に振り向きざま――少女は口から、自身も蜘蛛であるかのように糸を吐いた。

　一ミクロンにも満たない直径の糸は、生半可な刃物よりも遙かに鋭い切れ味を示す。横殴りに襲う見えない刃は、確実に相手を横方向から――いわゆるトランスアキシャル面を晒さらすように切断するはずだった。

「……おう。いきなりやな」

　手応えはあった。

　だが相手はまるで気にした風もなく――切断されたという事実すら気付いていないかの如くにへらへらと笑いながら、鋼蜘蛛の一匹の上で胡座あぐらをかいていた。

「……何者？　いえ」

　少女は実のない虚うつろな微笑を浮かべながら言った。

　人形は感情ではなくあくまで形状として笑う。

「何物？」

「その問いは色々難しいわな」

　相手――サングラスをした男は言った。

　黒いスーツに銀のアクセサリというモノクロームに抑えた格好で、まとめ方によっては凜々しく涼しげな印象にもなるのだろうが……何やらこの丸顔の男には胡う散さん臭くさい、チンピラのような雰囲気が漂っている。

　安っぽいと言い換えても良かろう。

　だが角度によっては鋼鉄をも切り裂く鋼糸の一撃を平然と――文字通りに『受け流した』のは確かにこの男なのだ。

「邪魔する気？」

「邪魔する気や」

　頷うなずいて男は眼下を見下ろす。

　そこには――アバロン学園都市がある。

　さらに言えば魔法陣の真ん中からそのまま垂直に線を引けば、その尖端はアバロン学園高等部普通科第三学生寮の建物があるとわかることだろう。

　周す防おう千せん里りや周防・ガン・ウーラが住む建物である。

　そして――

「元々俺等は種撒いた後は見守るのが仕事なんやけどな。まあそんでもきちんと実験結果を出す為には色々手を加えなならん時もある訳や」

「…………」

「雑草抜いたり。植え替えしたりな」

　頰ほおを掻きながら男は言った。

「で――亜あ藍らん須す美み子こ」

「…………」

「それはやり過ぎ。そこまでやったらあかん」

「これが何かわかってるの？」

「局地戦用完全消去型魔法陣」

　さらりとそんなことを男は言った。

「まあ名前なんかどうでもええわな。要は時空間にまで干渉して一定領域の存在を無に返す――というよりアカシック・レコードから存在そのものを削り取る方法やわな。最初から過去にも現在にも未来にも『存在せえへん』ことになる」

　破壊するのではない。

　ただ――『なかったこと』になる。

　ある意味では究極的な兵器だろう。かつてある少年を抹殺する為に、〈学園〉の重鎮たるファバロム博士が用いようとした方法に似ているが、過去干渉どころか、過去そのものを削り取るこちらの方式の方が遙かに徹底している。

「マクガフィン……いや、周防千里を苦しめたいのに、なかなか上手くことが進めへんから、つい、ってところか？　人形にそんな判断力も感情もないやろうから、御主人様かいな。こらえ性があらへんなあ」

「本当に何物なの？」

「まあええやん。そんなことは」

　男はへらへら笑いながら言った。

「帰って御主人様に伝え――いや。傀儡くぐつの眼や耳通して見聞きしてるはずやな。当初の予定を外したらあかん。そらこっちも困る。周防千里を生きた心地がせえへんくらいに苦しめる、それがコンセプトなんやろ？　幼稚なことばっかやってたら、どもならんで」

「…………」

「反抗は無駄やで。さっき試したやろ？」

　じり――と動こうとする須美子の機先を制するように男は言った。

「もっと絡め手とか使い。その方が苦しむで。ああいうタイプは」

「わかった。何物とはもう聞かない」

「賢明や」

「敵なの？　味方なの？」

　明らかに焦れているのがわかる口調であり声音だ。

　だがやはり男は飄ひよう々ひようとした口調で弄いらうように言った。

「それは同じ次元に立ってる相手に対する問いやな。そやから俺もこう答えるしかない訳やが――敵でもないし味方でもないわな。例えばな、お前さんが育てとる鉢植えに同じこと聞かれたら、どう答える？　間引きされる植物にとっては敵やわなあ。でも残されて育てられる植物にとっては味方か？　しゃあけど、育てとる方はそんな意識なんかないで」

「…………」

「全ては俺の掌てのひらの上――なんて洒落込むつもりもないけどな。こっちの想定外の方向に暴走されたらそら手を出さざるをえんわな」

「…………何物とも聞かないし、敵も味方も聞かない」

　須美子は言った。

「でも誰かわからないのは色々不都合が多いわ。名前だけでも教えてくれない？　勿論、呪じゆ詛そバイパスなり何なり組み込んでいいから」

「ＳエスＫケー」

「えすけえ？」

「まあ略称やけどな」

　男――ＳＫは肩を竦める。

「わかった。覚えておく」

　言うや否や……須美子は爆発した。

　比喩でも何でもない。文字通りに自ら破裂し、ばらばらになった手足や胴体が魔法陣の上に降り注ぐ。密に編まれたその模様に引っかかり、須美子の残骸は、何度かその上で跳ねたが――

「ふむ」

　煙が完全におさまった頃には、その遺い骸がいは血の温かさも肉の柔らかさもない人形のものに戻っていた。

　鋼鉄の蜘蛛達にも亀裂が入る。

　瞬く間に亀裂はその巨体を覆い尽くし、そして強固なその体たい軀くは砂粒のように分解されてさらさらと空中に散っていった。彼等の編み上げた魔法陣も支えを失って解け、ふわふわとまさしく蜘蛛の糸の如く夜風に散っていく。

　そして……

「引き際はええなあ」

「そう評するということは貴方あなたは故意に残ったのですか？」

　ＳＫの背後にゆらりと出現する人影が一つ。

　ひょろりと背の高い青年である。

　のんびりとした雰囲気で――常に穏やかに笑っているかのような、他の表情が想像しにくいような、独特の空気を身に纏まとっている。あるいはそれは仏像や乳幼児の笑みに近いのかもしれない。人間としての喜怒哀楽やしがらみを超越した、あるいはまだそれらに汚染されていない、純粋な――ただ笑みだけの笑み。

　人形のそれと似て異なる笑みだ。

　そこに高貴さを見るか、それとも隔絶感を覚えるかは、見る物の側の心持ち次第だろう。

「近付いてきてるのはわかったしな。ま――気紛れやて」

「そうですか」

　共に虚空に立ちながらもそのことに関して何の言及もない。

　常識的な理や法の外側にいる者達ということなのだろう。

「そっちもわざわざ姿を現したのは何か用があるんやろ？　――〈虚ろなる幻想エンプテイ・デキユージヨン〉？　ああ、どうせ綽名で呼ぶんやったら〈ＧＧ〉の方がええか？　いや、こりゃ単なる略称か」

「お好きに」

　青年は言った。

「先程のやり取りを聞かせて貰いました」

「聞かれてたなあ。まあ――しゃあない」

　ＳＫは肩を竦すくめる。

「貴方は被験生徒・周防千里を『マクガフィン』と呼んで気に掛けている様子。同時に先程の傀儡の主のことも知っている様子」

「まあそうやな」

「貴方は基本的に手は出さないと言いつつも、今のは干渉なのでは？」

「そやからまあ最低限の――な」

　決まり悪そうに頰を掻くＳＫ。

「ああ。そうか。こっちの干渉内容から目的を類推しようってか」

「そうなりますね」

〈虚ろなる幻想〉は頷いた。

「困ったもんやなあ。できれば黒子に徹したいんやけど。かといって何も知らへんままやとあんたらまで余計な行動に出かねんか。思った通りいかへんな。まあだからこその実験なんやけども…………」

　ＳＫはそう言って腕を組み――

「……ほら」

　ふと雑談めいた口調で言った。

「人間って死ぬやん？」

「死にますねえ」

　まるで天気の話でもするかのようにお互い気楽な口調である。

「まあ人間に限らへんけど。でもって死ぬことを恐れるやん？　人間てば」

「それは動物なら皆一緒なのでは？」

「いや。それは本能に組み込まれた反射や。知性のない生き物は死という概念そのものを恐れたりはせえへん。あくまで体調不良や苦痛の延長としてそれを回避しようとするだけであって、それは遺伝子レベルでの刷り込みに過ぎへん。そういうもんやったら植物にかてあるわな。知ってるか？　植物に火を近づけると激しくキルリアン・パターンが変化するんやけどな、それ繰り返して『燃やすぞ』つって脅すと、同じパターンが出たことがあるんやそうな」

「…………」

「植物が実は知性があるのだ――つーより、それは恐怖と違うねん。単なる反射」

「まあそういう考え方もあるでしょうね」

「恐怖、特に死への恐怖ってのは、知性の産物や。知性なんてものを持っとるから人間は必要以上にその消滅を恐れるようになってしもてん」

「なるほど」

　青年は頷く。

「そういう考えはありますね」

　知性持たぬ生物は『死』を恐れるが――それは自ら複製し拡散していくことを存在理由としている遺伝子が、その効率化にあたって組み込んだ『法則ルール』でしかない。

　だが知性持つ存在は違う。

　己の知性の散逸そのものを恐れる。

　なまじ物事に名前を付けて、理由を探って、意味を与えてしまったが故ゆえに、死という究極的な無意味の具現に知性は耐えられない。『生きてきた意味』を求め『意味のない死』を恐れるのは知性あるものだけだ。

　知性は必要以上に死を恐れる。

　どうしても避けようがないはずなのにそれを嫌う。

　当たり前だ。

　知性が知性として自ら完結する為には――世界の全てを識る為にはあまりに生命の時間は短く、その知覚は不完全で、思考も鈍重に過ぎる。足りない。有限では足りない。無限でなければならない。

　だが現実としてそれは不可能だ。

　知性とはそもそも不可能な志向性を持つ矛盾した性質なのだ。




『知性などない方が良かったのではないか？』




　まさしくその通り。

　だが後戻りはできない。

　予あらかじめ不完全たることを宿命付けられた中途半端な知性は、自らが完成できぬ恐怖に怯え続けながら存在をしなければならない。

　故に――

「でもな」

　ＳＫは笑った。

「知性ってのは即ち、言い訳の能力でもあってな」

「言い訳ですか？」

「自己欺ぎ瞞まんつってもええけど。死を避け得ない以上は、その恐怖を和らげる方法っつーのを考え出そうとする訳や。宗教とかな」

「ふむ……」

「で――その根本って何やと思う？　知性が生み出した自己欺瞞の為の発明品」

「さて。何でしょう？」

「幸せ――や」

　にたりと底意地の悪い感じに笑みを深めるＳＫ。

　腕を組んで。足を組んで。

　まるで不遜な被告人のように空中に座りながらＳＫは続ける。

「『幸せ』とか『満足』とかそーゆー概念な」

「別にそれは知性体に限ったことではないでしょう？」

　首を傾げて〈虚ろなる幻想〉が言った。

「犬や猫も幸せを感じる。人間が幸福感や満足感を感じるのと同種の脳内物質を犬や猫の脳も分泌する。幸せを感じるのは知性体だけではないはずですが」

「ああ、ちゃうちゃう。それはちゃう」

　胡散臭い丸レンズのサングラスを中指で押し上げながらＳＫは言った。

「生理機能に確かにそーゆーのが備わってるけどな。それとちゃう。むしろ逆。生理機能すらも誤ご魔ま化かしてしまうよーな、精神の働き、思い込み、そーゆーもんや」

「…………思い込み？」

「陳ちん腐ぷすぎる喩えやけどな。ただの割り箸を、焼け火箸やゆーて暗示かけて手に押しつけたら、火傷ができる――つーのはよう知られた話やわな？」

　ＳＫは自分の右手の人差し指を左手の手首の辺りに押し当てる仕草を示す。右手の人差し指を焼け火箸に見立てているのだろう。

「強い思い込みは不随意的な生理機能をも操る場合があるねん。そやからな、本来、脳内から多幸感を演出する物質とかが出てのーても、そういう場面やないはずでも、人間、幸せ感じたりすることあるやろ？」

「それは……」

「『幸せ』っつー言葉で括ることによってな、人間は、自分自身に条件反射を仕込んでるよーなもんやねんわ。こうなれば幸せなはずや。だから自分は幸せや。ほら実際、幸せに感じる――てな」

「…………」

　曖あい昧まいな笑みを固着させたまま黙り込む青年。

「満足な死に様――なんてその最たるもんやな。死んでも構わへんくらいの幸せとか、死んでも後悔ないくらいの満足とか……そういうもんを、仮に設定しておいて、物語やら、宗教やら、その他諸々で繰り返し繰り返し強調して、条件反射を仕込んどるだけや」

「それはまた……」

　微妙に――仏像じみた笑みが苦笑の形に深まる。

「虚無主義的ニヒリズムな考えですねえ」

「お前さんに言われる筋合いはないわな――なあ、〈ＧＧ〉？」

「……まあその通りですが」

「とにかく。その思い込みっつーか、自己洗脳っつーか。そういうのは別に是も非もないねん。ただ、知性が知性たるが故に孕む自己矛盾の結果、生まれてきたその誤魔化し――『幸福』という概念そのものが、なんちゅーかな、実は知性の目指す究極やないかと俺は思う訳やね」

「…………知性の目指す究極……？」

「そうや」

　ＳＫは頷いた。

「まさか貴方の目的は……『幸せ』という概念の分析と」

　再構築。

「…………」

　ＳＫは曖昧に笑って答えない。

　同時に――

「馬鹿な。言葉遊びだ」

　ＳＫの背後にまた一つ浮かび上がる影。

　それは――しかし人の姿と大きさではなく巨大な『竜ドラゴン』の形をしていた。

　黒く大きくそして同時に……何処か機械じみた意匠デザインすらもが散見される異形の威容。人とは明らかに異なりながらも鎧を帯び剣を携えたその形は、何処となく騎士をも連想させる――

「そんなものは人それぞれ――」

「言うたやろ？」

　ＳＫは笑う。

　見るからに威嚇的な存在が背後に突然出現したというのに、まるで慌てた様子がない。

　彼は、竜が手にした剣を振り下ろせば、切り裂く以前に叩き潰されかねない矮わい小しような存在にしか見えないのだが――

「『幸せ』なんつーのはすり込まれた概念やと。個々人がそれを決定するんやないねん。個々人が育ってきた環境、それが個々人の中の幸せを定義してすり込むねん。そやけど確かに個々人の育ってきた環境は千差万別やさかいな。普通は『幸せ』なんて統一的なイメージはないねん。単に快楽物質駄々流しにすりゃええってもんでもなし」

「…………」

「まあそやからな」

　ＳＫは竜を振り返る。

「『幸せ』をシミュレートする為の実験をしようと思た訳やね」

「ぬかせ」

　竜は唸るように言った。

「世界を滅ぼし、死者を生んでまで追及することが――幸せの形を探ることだとでも言うのか？」

「そりゃお前」

　ＳＫは肩を竦めて言った。

「幸せは、不幸せと対になっとる相対概念やからやがな」

「…………！」

「つまり――」

　絶句した竜の代わりに仏像の笑みを湛えた青年が問うた。

「『幸せ』を演出する為に敢あえて先に『不幸』を作って見せたと？」

「そや。すべからくありとあらゆる事象は相対的でしかない。それを認識する知性がやっぱり相対的にしか物事を理解でけへんからな。一つの幸福を演出する為に、百の不幸を演出する。百の幸福を理解して実現させる為に、億の不幸を実験として作り出す。それが俺等の仕事や」

「……………………お前は」

　呻うめくように竜が問うた。

「一体、何者――いや何物だ？」

「それはさっきも聞かれたな。答える気はないで」

「いや。その前に今、お前は――『俺等』と言ったか!?」

　それはつまり一人――と便宜的に数えるが――でも〈混こん沌とん委員会〉が持て余すような存在が、複数いるということではないのか？

「秘密。つってももう想像はついとるやろ？」

「………………」

「まあ精々気張り。それが俺等の為でもある」

　言ってＳＫは立ち上がる。

「ほな――な」

　次の瞬間。

　空間の歪みも、重力場の変動も、ましてや光の屈折もなく。

　ただ――最初からそこにいなかったかの如くＳＫの姿は消滅していた。

「…………複数？」

「いや。まさか――」

　空間が揺らぐ。

　幾つもの影が次の瞬間、そこに生み出されていた。

　先の青年と竜を含めて十三。

　アバロン学園都市上部組織――最高諮問機関〈混沌委員会〉。

「異なる世界。異なる法則」

「それぞれから呼び寄せられた我々」

「それは――それすらも？」

　戦慄と諦てい観かんが混じった空気が超常なる者達の間に流れた。






















　周す防おう千せん里りは眉を顰ひそめて廊下の奥を眺めた。

「なんだかな……」

　前途多難――そんな言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　場所としては特異でも珍奇でもない。一般常識からすれば色々と怪しげなものが眼に付くものの――例えばずらりと並んだ鉄てつ扉ぴに浮き彫りにされたでっかい顔とか――既に此こ処こに来て一カ月近く、見慣れてしまえばそれもまた日常の一部だ。

　アバロン学園高等部普通科第三学生寮。

　千里自身も入居しているマンションの内観である。

　外見としては煉瓦造りのやや古めかしい洋館で、学生寮と呼ぶには少々豪華に過ぎる印象がある。実際の部屋もそれぞれ一人暮らしどころか家族でも住めそうな広さがあって、バス・トイレは無論のこと、家具やら何やらの基本的な設備も一通り備わって至れり尽くせりといった感じである。まあ……千里に関して言えば本来一人であるはずの同居人が、何の因果か三人に増えているということもあり、手狭な印象になってきているのは仕方のないところであるが。

　ともあれ。

　千里と、そして彼の適合補助者アジヤスタントの少女が佇たたずんでいるのは――彼等の部屋のある二階ではない。一階だ。基本的に一階も二階も同じ造りになっている為、廊下の風景もそう違いはない。ただ……階段が玄関エントランス近くにあるということもあって、普段はあまり一階の奥に千里が脚を踏み入れることはなかった。

　だからだろう。まさかこんなことになっているとは思ってもみなかった。

「一階に住んでる他の連中は何も言わなかったのかよ」

　咄とつ嗟さに千里の脳裏に浮かんだ言葉は『要よう塞さい』だった。

『要所』を『塞ふさぐ』と書いて『要塞』と読む。

　廊下の奥はバリケードによって封鎖されていた。

　積み上げられた土ど嚢のう。『Ｘ』字を描いた鉄製の簡易柵。さらにその上から幾重にも巻かれた有刺鉄線。部屋の主が誰に対するつもりでこんなものを設置したのかはしらないが、これで重機関銃でも据え付けてあれば完全に軍事拠点の様相だ。

「――っていうか、何ど処こから持ってきたんだ、あんなもん」

　と積み上げられている土嚢を指差して千里が言う。

「通販だと思います……」

　と答えるのは、千里の横に侍っているメイド服姿の少女である。

　クフィール・アブソリュート。

　千里の一人目の適合補助者。

　かなり背丈のある少女だが、細身なのと、どことなくその長身を持て余し気味というか、ぬぼーっと立っている感じがする為に、横に立たれてもあまり威圧感はない。むしろ常に何処か摑んで支えていてやらないと、ぽてんと倒れそうな雰囲気すらある。見るからに血圧が低そうな感じであった。

「通販って――」

「アバロン学園都市の通販ショップ……〈ＫＯＮＯＺＡＭＡコノザマ〉では……大抵のものは買えますから……」

　とクフィールが説明してくる。

　何か微妙に引っかかる名前だがそれはさておき。

「あの『×』字型の鉄柵とか、有刺鉄線もか」

「……はい」

　手広くやるにも程がある感じだった。

　在庫管理とか一体どうなっているのか。まあ一般人の常識と魔法使い達の常識には天地以上の差があったりもするので、いちいち真面目に悩んでいても疲れるだけだが。

「ひょっとして核とかも買えたりするんじゃねえだろうな」

「さすがに……それは……」

　クフィールは少し首を傾げて言った。

「高いですよ……？」

「買えるのかよ!?」

「確か原子力動力平和利用ロケット『遺い憾かんの意三型』がこのあいだセールになっていたような……」

「それは平和でもなけりゃロケットでもねえだろ!?」

「何か間違いがあった時の賠償保険と……セット販売ですから……一発で国家予算並みになりますけど……」

「戦略兵器に保険つけてんじゃねえよ！」

　と呻うめくように言う千里。

　まあ……この魔法使い達やら神族やら魔族やら精霊やらが当たり前のように闊かつ歩ぽするアバロン学園都市では、核兵器も別に最終兵器でも何でもないのかもしれないが。

　それこそ此処の魔法使いたちなら、死人でも生き返らせそうな気がするし、サバゲー感覚で核戦争をやりかねない。

「…………」

　核の炎で焼き払われた大地で、千里達の担任を務める魔法使い――佐さ久く間ま榮えい太た郎ろうが、未来の世界から来た猫型ロボットみたいな声で『ぱぱらぱっぱぱー♪　放射能を除去する装置～』とか言いながら、ポケットから出したアイテムで世界を再構築する図を想像して、千里は頭痛を覚えた。

「まあそれはともかく」

　溜息をついて千里は言った。

「どうしたもんだかな……これ。まったく通れないって訳でもねえみたいだけど」

　問題のバリケードは確かに本格的だが、本来、不可欠であるところの歩ほ哨しよう――つまりは警備役の人員が見当たらない。隙間なくぴっちりと壁が造ってある訳でもないから、鉄柵の隙間を縫ったり土嚢をよじ登ったりすれば奥の部屋の前までたどり着けないこともない訳だが。

「要するにこれって一種の意思表示なんだろうしなあ」

　つまりは他者を拒む為の記号ということだろう。

「強行突破も手こずりそうだし」

　学生寮は、外観としては普通の建物だが、実際には各種魔法術式をてんこ盛りな感じに組み込んだ代物で……各部屋そのものが一つの結界、あるいは周囲から独立した異空間と見なしても差し支えない。

　なのでそこに出入りするには玄関口を使うか、さもなくばベランダを伝うしかない訳だが――玄関口は見ての通り。

　でもってベランダはといえば……

「御主人様！」

　ばたばたばたと千里達の背後から駆けてくるのは、二人の少女達だった。

　一人は紅い髪と紅い瞳で、ゴスロリ服を着た小柄な幼――もとい少女。

　千里の二人目の適合補助者テジャス・ファルチェスクである。

　一人は桃色の長い髪に加え、やたらと豊満な胸を備えた少女。

　こちらが三人目の適合補助者ミーティア・ファルチェスクである。

　どちらも何な故ぜか首輪をしていて、テジャスは鎖、ミーティアは紐をぶら下げているせいで、一緒に歩いているだけで通報されてしまいそうな装いなのが千里にとっては頭痛の種である。何度か首輪だけでも外すように言ったのだが、どうもこれは単なる装身具ではなくて彼女等の一部でもあるらしく拒否されてしまった。

　まあそれはさておき。

「どうだった？」

「ベランダの所にもバリケードがありました！」

「有刺鉄線が幾重にも幾重にも巻いてございまして……触ればきっとちくちくするのでございましょうねえ……」

　元気よくそう報告してくるテジャスと、何故かうっとりと潤んだ眼でそう言ってくるミーティア。彼女等によると土嚢と鉄柵と有刺鉄線に加えて、窓そのものに鉄板のようなものが貼り付けられているのだとか。

　ここまでくるともう徹底していて天晴れとしか言い様がない。

　バリケードそのものはどうとでもなるが――それこそクフィールは勿論、テジャスやミーティアも普通の人間よりも遙かに力がある為、彼女等に命じればバリケードの撤去もそう時間はかかるまい。

　とはいえ……できるのはそこまでだ。

　前述の通り、寮の各部屋は結界に守られている為、中にいる者が開ける気にならなければ出入りはできない。でもって『開けてくれ』と交渉しようにも中の者は固定電話にも携帯電話にも出ず、先程、千里達が外から大声で行った呼びかけにも一切の反応がない。

　部屋の扉には錠前兼門番として巨大鉄面――〈ギズモⅥ〉の端末が付いているが、こちらも応対を禁じられているのか、千里達が呼び掛けても反応を示さない。

「正攻法じゃどうにもならんな」

　既に半ば諦め気味の口調で千里は言った。

「やっぱ引き受けるんじゃなかったか。柄がらじゃねえんだ――登校拒否児ひきこもりの説得なんざ」





●　●　●






　話はおよそ半日前に遡さかのぼる。

　千里達は学食にて昼食を摂っていた。

　クフィール達は交替で弁当を作る提案をしてきていたが、先日のテジャスの焼き肉弁当――というかなんというか――に懲りた千里はこれを『遠慮』という形で却下。ここしばらくは専ら学食を利用している。

　これは概ね他の生徒達の事情も同様であるらしく、普通科の生徒は大半が学食を利用しているようだった。その中でも比較的親しい者達がそれぞれのテーブルについてお喋りをしながら昼食を食べる……という光景が食堂のあちこちで見られた。

　千里もその例外ではなく、同級生の斯し波ば桜さくら子こ、遠とお野の薫かおる、そしてアジャスタント達と共にテーブルを囲んでいた。ちなみに逆さか崎ざき聡さとるも誘ってみたが、彼は何やら職員室で用があるとかで此処にはいない。

　で……

「そういえば――これ」

　桜子が、きつねうどんを啜りつつふと思い出したかの如く取り出して見せたのは……一枚の券チケツトだった。

　学食と言えばすぐに食券を連想しそうだが――違う。映画かコンサートのチケットのような大きめの薄い紙片で……その表面には複雑な魔法陣ぽい模様と文字が描かれ、その中央にはアラブのランプの絵が描かれていた。『願い事が叶う券』という身も蓋ふたもない名称の代物である。

「もう使った？」

「ああ……いや」

　カレーライスを食べながら首を振る千里。

　ちなみに隣ではクフィールがもしょもしょと何処か辛しん気きくさい仕草でハンバーガーを食べており、テジャスがカルボナーラのパスタをつるつると口の中に送り込んでいる。でもってミーティアはＡ定食の魚の切り身からちまちまと小骨を取り除く作業に延々と勤しんでいた。どうも食べるというよりその作業そのものが楽しいらしい。

「やっぱ千里もかいな」

　と桜子が苦笑するところをみると、彼女もまだ使っていないようだった。

『願い事が叶う券』。

　先日の〈ネオ・マカデミ・ボール〉で普通科が魔法科に勝った御褒美として与えられた代物だ。とにかく都市管理事務局の権限の及ぶ範囲、可能な範囲で、何でも願いを叶えて貰える――そうなのだが。

　いざ貰ってみると……これがなかなか使いどころがないというか。

「別に必要なもんは大抵、手に入るしな」

　言って千里は自分も財布から件の『願い事が叶う券』を取り出した。

　元々普通科の学生達が持っている金銭――仕送りとか貯金とか――があるのに加えて、実験に参加することの対価として、都市管理事務局からは一定の金銭が、それぞれの生徒の個人口座に『奨学金』という名目で振り込まれるようになっている。

　この為……普通科の生徒が経済的に困こん窮きゆうするということはまずない。

　そもそも日常生活を送っている分には金銭の多い少ないをあまり気にする必要すらないのだ。食料品からトイレットペーパーまで、日用品はアジャスタント達が勝手に手配してくれるし、何かを買いに出ても、手首に刻印された『住民票』を示せばそれだけで支払いを済ませることができる。この『住民票』は元々この実験都市の秘密を守る為に、生徒達に掛けられた『呪い』でもある訳だが――悪い面ばかりではなく、クレジットカードとか、身分証明とか、まあそういう機能が付与されているらしかった。

　ともかく……

「わざわざコレ使って叶えなきゃならない願いなんてなあ」

「そもそも何ができて何ができないのかも曖あい昧まいだしねー」

　と薫がサンドイッチをかじりながら言った。

「そうなんだよな……」

　この『願い事が叶う券』の最大の問題はそれだった。

　元より『願い事』という言葉自体がかなり曖昧で輪郭の定まりにくいものだ。例えば『幸せになりたい』と願うにしても『幸せ』の定義がはっきりしなければどうにもならない訳で。金銭なのか。恋愛なのか。仕事なのか。趣味なのか。何に幸せを感じるかは個人差も大きい上に本人すら自覚できていない場合も多い。

　これに加えて――当然ながら『無限』だの『絶対』だのといった形けい而じ上じよう的な概念を持ち込むことはできない。『無限の富』とか『絶対に死なない』とかそういうレベルの願い事は『叶えた』と判断する基準が存在しないので、駄目だということである。

　またそもそもの前提として『願い事が叶う券』はあくまで都市管理事務局がその権限と能力の及ぶ限りに実現するというものなので、その効力は、あくまで管轄範囲たるアバロン学園都市とその周辺施設に限定される。

　当然ながら『一般世界の王にしろ』と望んでも無理なのである。

　結局――

「なんかこう、昔ガキが父の日とか母の日に作った『お手伝い券』とかと似てへんか？」

「ああ。そうかもねー」

　桜子の言葉に薫が頷うなずく。

「とにかく……そもそもの『願い事』を考える方が面倒臭いのは確かだな」

　と千里は言ってから薫の方を振り返る。

「……ってことは薫もまだ使ってないのか？」

「僕……？」

　きょとんとした表情を浮かべて首を傾げる薫。

　普段からこいつは本当に男なのかと――それも十代後半なのかと首を傾げたくなるような可愛らしい容姿だが、こういう顔をすると余計にその印象が強くなる。『天使のような』という形容詞がそのまま当てはまるような、無邪気そのものの仕草であった。

　だが――

「僕は使っちゃったよ？」

「え？　ど――どんな？」

「えへへ」

　楽しそうに笑う薫――のその横で何故か彼のアジャスタントであるところのフルクラムが顔をしかめて何かを堪こらえるように震えている。

「ツバメちゃんにね」

「ツバメちゃんではありません」

「ツバメちゃんに――」

　打てば響くとばかりに即行で突っ込んでくるフルクラムだが、薫は無視して――というか敢あえて被せるように繰り返してから言った。

「『薫。大好き』って言って貰った」

「…………」「…………」

　顔を見合わせる千里と桜子。

　それはまた――

「そ……そんなことに？」

「可愛かったよー」

　薫はほわほわとした笑顔で言う。

　勿論その隣では俯うつむいたフルクラムが恥ち辱じよくに耐えるかのように震えている訳だが。

　何となくだが無理矢理『お手』を強いられて自己嫌悪に震える狼とか、まあ何となくそんなイメージが千里の脳のう裏りを過った。

「わ……私は」

　フルクラムはずり落ちかけた眼鏡を指先で押し戻し、努めて冷静な表情を取り繕うと、色々なものを抑え込んだ必要以上に静かな声で言った。

「『願い事が叶う券』のせいで……仕方なく！　そもそも私は薫のアジャスタントを非常に不本意ながらも、仕方なくしている訳で！」

「実はねー。動画にも撮っちゃったー」

「――薫ッ!?」

　楽しげに携帯電話を取り出して見せる薫にフルクラムが硬直する。












「な……なんてことを……」

「だってさ。一度使っちゃったらもう二度と言ってくれないかもしれないじゃない？　ツバメちゃんって意地悪だから」

「そっ……」

　絶句するフルクラム。

　彼女はしばし懊おう悩のうするかのように身を震わせていたが……やがてがっくりと力尽きた様子で項うな垂だれる。否定しても肯定しても追い詰められると気付いたのだろう。

「っちゅうか、そもそも『願い事が叶う券』なんか使わへんでも、主人の権限で命令すればええんとちゃうの？」

　と桜子が尋たずねると、薫は笑顔のまま言った。

「それじゃつまんないよ」

「そうなん？」

「たった一度きりだから『し、仕方ないですね、一度だけ、一度だけですよ、一度だけしか言わないからよく聞いてください』ってツバメちゃんも言ってくれた訳だし？」

「薫ッ!!」

　ばん――とたまりかねた様子で卓を叩くフルクラム。

「あははははははは」

　朗らかに笑う薫には微塵の邪気も見えない。

　そんな二人を面白そうに眺めながら――

「まあそんなもんかもなあ」

　と桜子が言う。

「元々『何でも願いが叶う券』なんて大盤振る舞い過ぎるんや。うちらを真面目にゲームに参加させる為の餌であって、元々が有名無実な代物やったかもしれん」

「でしょー」

　と笑う薫。

「桜子ちゃんも千里くんもあんまり深く悩まずに使っちゃった方が良いと思うよ。なんて言うか……」

　薫は天てん真しん爛らん漫まんそのものといった笑顔のまま――言った。

「これも実験、なんだろうし」

「え…………？」

　目を瞬かせる千里。

「どういう意味だ？」

「僕達が突然、与えられたでっかい力とか、何でもできる力とかを、変なことに使わないかどうか……観察してるんだと思うよ？」

「……！」「……！」

　顔を見合わせる千里と桜子。

　そうだ。

　確かにその可能性はあるのだ。

「なるほどな。魔法とか使い魔に限らへんわな。普通の生活してた人がいきなり宝くじで三億円とかあたって、人生踏み外すとか、変にはっちゃけて周りに迷惑かけるとか、話としては珍しないわな」

　桜子は納得顔で頷いた。

「使い慣れてない力なり道具なり……あるいは、身に余る力やら何やらを、いきなり渡されてどうするか――それを見てるってことか」

　過ぎたる力は身を滅ぼす。

　――というような、よく聞く話はさておいても、持て余すような金なり力なりを与えられて、その結果として使いどころを誤って、無意味に被害を広げる……などということは本当によく聞く話だ。

　例えば金にも使い方というものがある。

　ただ単にモノを買って金額が減る――というだけのことではない。

　例えば羽振りの良い人間には色々な人間が寄ってくる。勿論その中には善意の人間もいれば悪意の人間もいる。自分の今後の人生において益になる出会いもあれば、害になる出会いもある。

　迂う闊かつな金の使い方は、当然にハイエナのような連中をやたらと呼び寄せることにもなるし、そうでなくても、周囲の人間は『彼は金を使って当然』『彼には奢おごってもらって当然』という感覚になっていく。しばしば言われる『日本では水と安全はタダ』という誤解と同じことだ。

「『何でも願い事が叶う』なんて券を渡されたら、タガが外れる人だっていると思うんだよね。そういう人がどれくらいいるのか……いたとして、どういう影響が周りに出るのか、先生達は見てるんだと思うよ」

「なるほどな。来きたるべき一般社会との融和の為に、か」

　千里は頷く。

　しかし――

（……俺の『願い』……）

　ふと彼は考える。

　当初――千里はあの『願い事が叶う券』を使って自分の生徒登録を抹消し、この都市から出ることを考えていた。何となく躊躇われる気持ちがあって、それは実行することなく、ずるずると来ている訳だが……

（俺の『願い』は教師連中や都市管理事務局の連中にはどう見えてんだ？）

　何もかもが実験だというのなら、千里の行動も一つの資料として蓄積され、何かの判断に用いられることになる。

　もし――

（例えば『願い事が叶う券』で、この都市から出て行くことを選択する奴が大多数だった場合はどうなる？）

　それはそもそも魔法使い達と一般人との融和など、無理だという結論に達しはしないだろうか？

　だとすると――

（魔法使い達は一般人との融和を諦める？　あるいはそれでも方法を探して――方法が見つかるまで、この都市は何年も何十年も何百年も運営されていくのか？）

　考えたこともなかった。

　場合によっては自分の行動一つが分水嶺のように――一般社会と魔法使い達との付き合い方に決定的な影響を及ぼすこともあるのではないか？

「…………」

　自然と険しい顔で考え込む千里。

（やっぱり佐久間先生とかがアジャスタントに手を出すよう、焚き付けるようなことを言ってくるのも、実験の一環なのか？）

　考え出すときりがない気がする。

　正直言って、今までは環境の変化に順応するのに忙しくて、自分達を魔法使い達がどう見ているのかなど、ほとんど考えたこともなかった。

　だが……

「――ああ。いたいた。千里」

　朗らかに投げ掛けられた声が千里の思考を中断させる。

「ちょっと――いいかな」

　声のした方に視線を向けると、そこにはちょうど、千里達に向かって歩いてくる聡と――そしてドジっ子女性教師、大おお場ば由ゆ々ゆ子この姿があった。

「話があるんだが」

　と聡が言ってくる。

「俺に……？」

「ああ。ごめん、薫、桜子、ちょっと千里を借りるよ？」

　と聡は桜子や薫に断りを入れると、千里達がついていたテーブルのすぐ近く――やや小さめの、四人掛けの円卓を指差す。桜子達は『レンタル料は高ぅつくで？』などと笑いながら応じつつも異論はない様子だ。

「…………」

　突然の指名を怪け訝げんに思いつつも席を立つ千里。

　当然の如くクフィール、テジャス、ミーティアも腰を浮かすが、千里は『いいから喰ってろ』と彼女等を制して自分だけその指定されたテーブルについた。

「何だよ一体？」

　問う千里に答えたのは由々子だった。

「あのね。周防君にね。お願いがあるの」

「お願い――ですか？」

　眉を顰ひそめる千里。

　どうも嫌な予感がする。

　大場由々子は担任の榮太郎などと違って、まだ常識人というか――千里達の感覚からすれば親近感を覚える価値観の持ち主だが、それでも魔法使いである以上は、どちらかと問われれば間違いなく『非常識』側の存在だ。そんな相手から、わざわざ千里を指名しての頼み事となると……果たして一筋縄でいくものかどうか。

「ああ。そう身構えなくても。大層な話じゃないよ」

　千里の表情から内心を読み取ったのか、聡が気楽な口調で言ってくる。

「登校拒否問題についてね。協力して欲しいの」

「登校拒否？」

「具体的には登校拒否の生徒の――まあケアというかフォローというか」

　と聡が説明を加える。

「君のいる第三学生寮の奥の部屋らしいんだけどね」

「資料を見たら、此処に来た翌日から、ずっと部屋にこもって出てこないの」

「いわゆる引きこもりってやつかな」

　交互に聡と由々子がそう説明してくる。

　それを聞きながら――

（……ああ。そういえば）

　確かそんな話を風紀委員の御み狩かり谷やはるかが言っていたような気がする。

　この非常識な街や学校に馴染めない者は引きこもって部屋から出てこなくなる――と。

　アバロン学園都市島。

　天空に浮かぶ巨大な岩がん塊かいの上に築かれた魔法の実験都市。

　存在自体が非常識な上に、施設も住人も非常識……一般人にとってはそれまで慣れ親しんできた世界の常識だの条理だのが半分も通用しない異世界である。

　この半分というのがくせ者だ。

　これが全く別の条理常識で動いている世界なら、まだ綺麗に切り替えることもできる。

　だが中途半端な部分で一般人と条理常識が被っているものだから、『何が正しくて何が正しくないのか』の区別が曖昧なのである。そのお陰でやたらと気を遣う状況というのも出てくる訳で。

　ストレスもたまろうというものである。

　当然にこの都市に適応できずに精神的な均衡を失う者も出てくる。

　引きこもりというのもそうした適応不全の一例なのだろう。

　肉体的な不調ならばまあ、どうとでもできるようだが――実際、千里も普通なら全治三カ月の怪我が一週間弱で治ってしまった――さすがに精神的なものとなると色々難しいようだった。

　勿論、強制的に洗脳みたいなこともできないではないのだろうが、それは魔法使い達にとって望むところではないらしい。まあだからこそ融和実験、などというまどろっこしいことをしているのだろうが。精神操作を良しとするならば、最初からこんな真似はすまい。

　まあそういう訳で。

「すまないが千里、ちょっと彼女の様子を見てきてくれないかな。無理に説得しなくていいから――まあ軽く雑談でもしてくるような感じで」

「……俺が？」

　聡の言葉に眉を顰める千里。

　まあ様子を見てくる程度のことなら大した手間でもなかろうが――

「そういうのって教師か、そうでなきゃ――学級委員の仕事じゃねえのか？」

　言って千里は由々子と聡を順に眺める。

　由々子は申し訳なさそうに首を竦め、聡はまるで揺るがぬ朗らかな笑みを浮かべて千里の視線を受け止める。ある意味で立場が逆――まるで由々子が一般人で、聡の方が魔法使いであるかのような泰たい然ぜん自じ若じやくぶりである。

　まあ単にそれぞれの性格なのだろうが……

「勿論そうなんだけどね」

　聡は苦笑を浮かべて言う。

「ごめんね。ごめんね。私じゃ駄目なの」

　と由々子がやっぱり無意味に申し訳なさそうに言ってきた。

「教師が行っても逆効果なの」

「そりゃまたどうし……………あ。そうか」

　千里は得心して頷いた。

　もし引きこもっていることの原因が、この非常識な世界に馴染み切れていないことなのだとして。

　その象徴というか権化というか、そういう存在であるところの教師――つまりは魔法使いが顔を出せば、余計、頑かたくなになって出てくるものも出てこなくなってしまう訳で。

「話を聞いてあげられるのは同じ立場の生徒だけってことになっちゃうの」

　と由々子が項垂れる。

「それにしたところで、お前の仕事だろ？」

　千里の言葉に聡は肩を竦めて見せた。

「うん。まあそうなんだけどね。問題はそういう生徒が一人じゃないってこと」

「ああ……成る程」

　つまり登校拒否児は複数いるのだ。

　でもって聡一人ではその全員の説得に回るだけの暇を作れないということらしい。

　そもそもこういう精神的メンタルな問題は、強引に何か行動すれば解決するというものではない。相手との信頼関係を作って、話し合い、問題を解決していくしかない訳で。それにはどうしても手間暇がかかる。

「つっても……どうして俺なんだよ？」

　聡は見た目通りに人当たりが良く頭も良い上に、割りと身も蓋もないというか、変に飾らない性格なので、クラスの生徒達からの信頼も割りと篤あつい。不登校児の様子を見てくる程度のことなら、彼が頼めば首を縦に振る生徒は結構いるだろう。

　そんな中……わざわざ聡が千里を選んだ理由がわからない。

　千里はどちらかといえば口調も態度もぶっきらぼうな方だし、決して誰かの面倒見が良いという訳でもない。こういう役目に適任だとは千里自身があまり思えないのだが。

「いや。まあそう厳密な理由はないんだけどね」

　と聡は肩を竦める。

「まあ理由の一つは千里、君と同じ学生寮だってこと」

「ふむ」

　まあこの手のことは、何度も何度も繰り返し、地道に根気良くやるのが基本だろうから、『近所』というのは確かに有利というか便利な点ではある。

　で――

「もう一つは勘」

「……勘？」

「何となくだけど、千里、君がこういうのは適任じゃないかってね」

「……どういう意味だ？」

「いや、言った通りの意味。だから勘だよ」

　と言って聡はいつもの人懐っこく朗らかな笑みを見せる。

　確かにその様子を見ていると、言葉以上の含みがあるようにも思えないのだが――

「…………」

　千里は眉を顰めて黙り込む。

　彼の沈黙をどう受け取ったか――聡はまるでちょっとした買い物でも頼むかのような、朗らかな口調で言ってくる。

「とにかく頼むよ」

「周防君。お願い」

　聡だけならばいざしらず、教師の由々子にまで縋すがるような目付きで請われると千里としても断りにくい。

「まあこういうのは駄目もとだから、そんな気負わなくていいし。ついでっていうか、時間がある時に気にしてくれる程度で良いんだ」

「うーん……」

「まあどうしても嫌なら他の誰かを捜すけど」

「…………」

　正直言って、柄ではない。

　柄ではないのだが――

「わかった。まあやってみる」

　と千里は頷いたのだった。





●　●　●






　話は現在に戻る。

「――さて。どうしたもんかな」

　と腕を組んで千里は言った。

「クフィ」

　首だけで傍らのメイド少女を振り返る。

「はい」

「大場先生に貰ったこの『部屋』の主の資料――持ってきてるか？」

「はい……ここに」

　とクフィールは千里に数枚の紙束を差し出した。

　部屋の主、つまり登校拒否しているその生徒の名は――星ほし塚づか暁あけ美み。

　渡された資料は履歴書程度の、通り一遍のことが書いてあるだけで、あまり細かい情報は載っていない。まあ必要以上に突っ込んだ諸々は個人情報なので、教師といえども勝手に右から左へと流して良いものではないということだろう。

　つまり生徒名簿に載っている情報と大差ない。

　出身小学校や中学校の名前も載っているが、それがどういう学校なのか――進学校なのかどうかとか、女子校かどうかとか――も名前だけではわからないし、成績の類もわからない。とりあえず中学までは義務教育なので留年だの何だのも発生しない為、中学の頃から登校拒否をしていたのかどうかもわからない。

　家族としては両親とそれから弟が一人。

　だがやっぱりそれ以上のことは書かれていないので、家庭内に何か問題があったかどうかもこの資料ではわからない。

　わかることと言えば、書類に添えられている写真が一枚。

　まあ殊更に美少女という訳ではなく、殊更に不細工という訳でもなく。

　どちらかといえば髪を三つ編みにしていて地味な感じなのが、まあ『らしい』といった程度か。地味という意味では由々子に少し似ている感じがする。

　要するに普通ということだ。

「やっぱどうにかして話をせにゃならんのだろうけどなあ」

「でも出てきて貰わないと……」

　クフィールが首を傾げて言う。

「お話もできないでしょうし……」

「でも、そもそも出てこないから引きこもりな訳でな」

　普通のマンションとかアパートなら、扉越しにでも一方的に話し掛けることもできるが、幸か不幸かこの学生寮の部屋は防音性能も断熱性能も非常に優れている――というか軍事基地並みの代物で、完全に締め切っていれば、隣で爆弾が爆発しても恐らく中の人間は気が付かないだろう。

　至れり尽くせりの設備がこうなっては仇となってしまう訳で。

「――では」

　と――テジャスが口を挟んできた。

「ここは一つ、日本神話に倣ならいましょう」

「は？　何言ってるんだ……お前？」

「御主人様」

　テジャスは両手の拳こぶしを握って言った。

「かつて弟・スサノオの乱暴に耐えかねた太陽神アマテラスは、天の岩戸に隠れ、世界は闇に閉ざされたと言います」

「いや、それは知ってるが」

「そしてそのアマテラスを天の岩戸から出さしめたのが、ウズメとタヂカラオなのです」

「まあそれも知ってるけどな」

　ウズメが踊り、その周りで宴会をした神々の様子に、何事かとほんの少しアマテラスが開けた岩戸をタヂカラオという神が力任せに押し開いて、再びアマテラスは世界を照らすことになった――まあちょっとでも日本神話の類に興味を持ったことのある人間なら、誰でも知っているエピソードだが。

「なんだよ。お前が踊るのか？」

「いえ？」

　テジャスは首を振った。

「勿論、踊るのは御主人様が」

「…………は？」

「一糸纏わぬ姿で！」

　ぐっと拳を握り締めてテジャスは言った。

「そう！　かつてウズメも一糸纏わぬ姿、局部を露出しちゃったりして、生まれたままの姿で激しく踊り狂ったからこそ、アマテラスも思わず覗いちゃったのです！　ならば、部屋に閉じこもる引きこもり少女の興味を引くためには、当然、男である御主人様の裸踊りでなければいけません！」

「いや、あのな」

「さあ！　御主人様！　レッツダンシン！　いえ、その前に生まれたままの姿に！」

「ならねえよッ！」

「恥ずかしがらずに！　ささ、レッツ局部露出！」

「しねえッ！」

　怒鳴る千里。

「ぶんぶん回すと変へん身ちんできたりしますよ！」

「古い漫画読んでんなお前!?」

　ネタがわかる千里も大概だが。

「脱ぐの、お手伝いしますね！」

「脱がねえつってんだよ!!」

　ズボンに何の躊ちゆう躇ちよもなく伸びてくるテジャスの手を払い除けて千里は言った。

「大体、アマテラスもウズメも女じゃねえかよ！」

「レズだったんでしょうねえ」

「しみじみした口調で神話に変な設定つけんな！」

「大丈夫です、クフィちゃんは力持ちなので、タヂカラオの役はばっちしです！」

「誰もそんなことの心配しとらんわ！」

　ばんばん壁を叩いて千里は喚わめいた。

「クラスメイトの為ですよ!?」

「だからって裸踊りなんかできるか！　大体、あの部屋の主だってレズかもしれねえじゃねえか。そこまで言うならお前が踊れ！　そのゴスロリ服を脱いでな！」

　テジャスに人差し指を突き付けて喚く千里。

「…………」

　テジャスはぱちくりと眼を瞬かせる。

　そして――

「わかりました」

「脱いで踊れるもんなら踊ってみろ！　お前の本体は――」

　と言いかけて。

「――え？」

「うふふ。御主人様ったら。そうならそうと言ってくだされば」

「……あ」

　千里の顔色が変わる。

（そういやこいつ……）

　テジャスは元々『服』の魔法具である。

　なので本体は少女に見えている部分ではなくて、ゴスロリ服の方なのだ。千里が『脱いで踊れるものなら踊ってみろ』と言ったのは、中身のない服だけで裸踊りなど成立するはずがない――と思ったからだが。

（このあいだから精霊化してるんだった！）

　実はテジャス、先日の一件で、芯棒である自動人形筐体がなくても精霊化して少女の形態をとることができるようになっている。なので服だけでなく中身の少女もテジャスなのである。外見はまったく変わっていないので、つい忘れがちになるが。

　つまりは裸踊りもできちゃう訳で。

「でも見直しました御主人様！　嫌がる少女に裸踊りを強要するなんて！」

「お前、全力でノリノリじゃねえかよ!?」

「それでこそエロ魔王です！　さあ、今こそ御覧ください、このテジャス・ファルチェスクの晴れ舞台――」

「クフィ。取り押さえろ」

「がぅ」

　千里の命令を受けてクフィールは、今しもゴスロリ服を脱ぎ始めていたテジャスに飛び掛かって、押さえ込む。

「ああ、御主人様、ひょっとして『実はレズプレイを横から見るのが一番興奮するんだ』みたいな奥深い性癖を!?　実はＮＴＲネトラレ属性!?」

「いいから黙れお前は！」

　言ってから千里はまた溜息をつく。

　でもって。

「…………いい加減、突っ込むのも面倒臭くなってきたが」

　もう振り返りもせずに言う千里の背後。

「それで、お前は何をしてるんだ、ミーティア」

「何と申されましても……」

　三人目のアジャスタントは、年中無休でじっとりねっとり潤んだ眼を千里に向けながら喘ぐように言った。というかミーティアの場合はどんな台詞であってもこれが地デフオルトだったりもするが。

「御命令があればいつでも良いようにと準備を……」

　ミーティアは足下に整然と並べたそれらを見下ろして言った。

「だからお前は」

　正直、視界の隅にちらっとミーティアが何を用意しているのか見えたので、極力、知らんぷりを決め込んでいた千里だが――さすがに我慢できなくなって振り返る。

「なんでそんな物騒なものを用意してるんだよ？」

「物騒……」

　これは異なことを、とでも言いそうな口調でミーティアは眼を瞬かせる。瞼を上げ下げするだけでも長い睫まつげが頼まれもせんのに妙にアンニュイな雰囲気を醸し出していた。

「俺には武器とか兵器の類に見えるんだが」

　と千里。

　そう。ミーティアの足下に綺麗に並べられているそれは、まるで、何処かの戦闘機の装備一覧写真の如く、見るからに剣けん呑のんな兵器ばかりであった。多分。

　千里は別にその手のものには詳しくないが……細筒を束ねてエンジンに繋げたような代物が多分、バルカン砲とかガトリング銃と呼ばれる類の破壊兵器なのだろう、くらいのことはさすがにわかる。

　他にも物干し竿みたいに長いのは対装甲ライフルの類だろうし、小さな蓋が二列に並んでいる細長いコンテナは、ミサイル・ランチャーだろう。いずれも型番はわからないが、それが兵器だということは、素人眼にも明らかだった。

「何を思ってお前はソレを並べてるんだよ」

「……城攻めは物量を以て行うのが基本かと思いましてございますが……」

「誰が城を攻めるつってんだよ!?　寮の個室だっての」

　まあ有刺鉄線と鉄柵と土嚢でガードされてはいる訳だが。

「大体そんなに大量の武器持ち込んでも使えねえだろうが」

「いえ……？」

　小さく首を傾げてミーティアは言った。

「私、元々自動人形筐体ですから、遠隔操作用のユニットに規格が合えば、同時に七つまでの端末を平行管理できるのでございます。手足にそれぞれ一基ずつ、背中に三基で、アームド・ミーティアとして」

「何処の機動兵器だお前は」

　呻くように言う千里。

「御主人様の身の安全に配慮した仕様だと、佐久間さまがおっしゃっておられたのでございます」

「…………」

　千里は正体不明の敵に命を狙われている。

　理由は不明。その敵の走そう狗くたる亜あ藍らん須す美み子こという傀儡くぐつ少女がしばしば千里を襲っている訳で――学園側としては、アジャスタントの戦力強化を考えるのも、まあ、間違ってはいない訳だが。

「私自身、武器を内蔵してございますので」

「初耳だぞ」

「乙女の秘密でございますから」

「乙女と全然関係ねぇ！」

　喚く千里。

　そんな千里をミーティアは潤んだ眼で上目遣いに見つめ――

「…………」

「……なんだよ？」

　眼を半眼にして尋ねる千里。

「打ちよう擲ちやくなさらないのでございますか？」

「しねえよ！」

「御無体な……」

「殴る蹴るする方がひどいだろうが!?」

　相変わらず近くにいるだけでこっちが疲れてくるドＭぶりである。

　まあこういう変な方向に目覚めたのには千里にもほんの少しだけ責任があったりするので、彼としてもこのミーティアを拒否せずに側に置いている訳だが、普段からこう『いぢめる？　いぢめる？』と妙に期待に満ちた眼差しで見つめられていると、鬱うつ陶とうしいことこの上ない。

「つーかお前、自爆装置とかまで内蔵してんじゃねえだろうな」

「さすがにそれはございませんが……」

　ミーティアは両手を祈る様に合わせて言った。

「さすがは御主人様……素敵な御提案でございます」

「ああ？」

「我が身が、御主人様の、指先一つでダウンさ――ではなくて粉々に弾け飛ぶ瞬間を思うと、私、もう、たまりません。ドキがムネムネという奴でございます」

「そりゃ良かったな。俺は気が狂いそうだが」

　文字通りに何処かネジの緩んだ爆弾が自分の側に侍っているのかと思うと、おちおち寝ることもできない。

「早速、管理事務局に掛け合ってみましょう」

「掛け合うな！」

「自爆スイッチはやはり乳首がよろしいでしょうか？　それともおへそがよろしいですか？　あるいは――」

「脳の裏側にでもつけとけ！」

　自分の下腹部に視線を降ろすミーティアに千里は怒鳴る。

「……まあ馬鹿な話はおいといて」

　溜息と共に諸々の苛立ちやら何やらを体内から押し出して、千里は言った。

「真面目な話、どうするかな、これ」

「あの…………千里様」

「何だよ」

　おずおずと片手を挙げてきたクフィールを振り返る千里。

「ミーティアさんの意見も一理あるかと……」

「自爆装置付きの同居人なんぞいたら、安眠できねえよ！」

「いえ……そうではなくて」

　クフィールは廊下の奥を振り返って言った。

「その……攻撃はしないまでも……ライフラインが断たれたら出てこざるを得ない訳ですから……食料品とか……」

「あー……兵ひよう糧ろう攻ぜめってことな」

「はい」

　頷くクフィール。

　兵糧攻めとは要するにいわゆる城を墜とす際の常じよう套とう戦術である。

　基本的に、城攻めは、護る側の戦力を一とすると、攻める側は三の戦力を必要とすると言われている。地の利やら何やら、幾つかの要素が重なる為に、どちらかと問われれば、攻める方が遙かに難しいのだ。普通に突撃しても味方の兵が損耗するばかりであまり目覚ましい進展はないことが多い。

　故に攻める側は『待ち』の戦術に出る訳だ。

　相手の城を包囲して、外からの兵糧――即ち食料や武器の供給を絶つ。どれだけの強者がいても、食べるものがなくなれば力は出ないし、その状態で閉じこもりつづければ先に待つのは餓死である。しかも攻める側は戦闘行為で戦力を損耗することがない。

　これが城攻めの基礎と言われる兵糧攻めである。

　勿論これは攻める側の方に包囲を敷くだけの戦力があることが前提だが。

「まあどんな引きこもりでも、喰うものなくなりゃ出てくるしかねえわな」

　そもそも世間的な『引きこもり』や『登校拒否児童』にしても、部屋の隅で膝を抱えて置物みたいにじっとしているイメージがあるが――実際にはそこまで極端な例はむしろ少数派だ。

　大抵は部屋の中では――自堕落ではあれ――普通の生活をしていることが多い。

　食事は親が用意するか、出前で賄うか。ネットワークの発達したこの現代では、銀行の金の出し入れさえパソコンとネット環境があればどうにかなってしまうので、引きこもり、などというものが成立してしまうのだ。

　しかもパソコンとネットがあれば、退屈することもない。

　前述のように通販で有刺鉄線から核物質まで購入可能な訳だから、単にネット徘徊どころか、ゲームだろうが本だろうが好きなだけ手に入る。

「……となると。まずネットワーク切断すりゃ良いんじゃないか？」

　そうすれば、通販は利用できなくなる訳で。

「でも携帯電話もありますし、アジャスタントが魔法通信できれば、同じことですし」

　とテジャス。

「………それだ」

「どれですか？」

「いやだから。アジャスタントだよ。アジャスタントも一緒に引きこもってるんだよな？」

「みたいですね」

「適合補助者なんだから、そこはまずアジャスタントが説得しろってんだよ」

　少なくとも契約を済ませているということは、この暁美という少女も、自分のアジャスタントにはそれなりに気を許しているということではないのだろうか。

　まあ……では千里が自分のアジャスタントに気を許しているのかと言われると、怪しいのだが。クフィールはともかく、テジャスとかミーティアは許したが最後、新たな世界に旅立たされかねない。

「ですが……」

　クフィールが言う。

「アジャスタントは基本的に主に絶対服従ですから……」

「絶対服従……？」

「あ。そこで何故、御主人様は疑わしそうな眼で私を見るんですか？」

　と心の底から心外です、と言わんばかりの様子でテジャスが言った。

「自覚がねえのが最大の問題だよな」

　と千里。

　だがテジャスはぶんぶんと両手と首を振って叫んだ。

「服が従うと書いて服従と読みます！　まさに私の為にあるような言葉ですよ!?」

「従ってねえじゃねえかよお前は!?」

「私、御主人様が命じてくださればどんなプレイでも受け入れられるくらいに忠誠心が、駄目えッ溢れちゃう！　くらいなのに！」

「プレイとか言うな！」

「じゃあ行為！」

「余計生々しいわ！」

「御主人様がお望みなら鼻フックとかも大丈夫ですよ!?」

「だからそういう趣味はねえんだよ！」

　喚く千里の背後では、いそいそと何処からか鼻フックを取り出してうっとり眺めているミーティアの姿もあったりする。

「ああ、この鼻が、鼻フックによってブタさんみたいにつりあげられるかと思うと……その恥辱を思うと……私……私……あああ」

「お前も勝手に興奮するな！」

「御主人様」

　潤んだ眼で千里を見つめて言うミーティア。

「なんだよ!?」

「できますればそこは、『鼻フックで興奮するだなんて、お前はまさしく雌めす豚ぶただな！』とにやにや笑って嘲あざけるような感じで罵ののしってくださるとミーティアは嬉しゅうございます」

「…………」

　がっくしと力尽きる千里。

　ミーティアの場合、怒鳴ってもむしろ悦んじゃうのだからテジャスよりも扱いに困る。

「ああもう。とにかくアジャスタントはあてにならない、か」

　言ってふと千里は思い出す。

　そういえば彼がこのアバロン学園島に来た当初、クフィールは学園の管理事務局よりも千里の意向を重視した行動をとっていた。

　まあ、あれはクフィールの独自の性格故のことだったとしても……とにかくアジャスタントは管理事務局よりも契約主の意志を優先することができるということだ。少なくとも契約主の意向を無視して管理事務局の定めた法規に従わざるを得なくなるような、呪いだの精神支配だのを仕込まれている訳ではないらしい。

「となると……」

　アジャスタントはその暁美の引きこもりの協力者であって、こちらへの協力は望めまい。それどころか千里が御狩谷はるかと出会った時のことを思えば、下手に暁美を外に引きずり出そうとすると、千里達を『敵』と認識してしまう可能性もある訳で。

　恐らく有刺鉄線だの土嚢だのを設置したのもアジャスタントだろう。

「…………くそ、聡の奴。知ってて割り振ってきやがったな」

　呻くように言う千里。

　ただ登校拒否児童の部屋の前に行って話をする――などという簡単な話ではない。恐らくこうしたことは全て想定済みで聡は千里にこの役目を振ってきたのだろう。

「本当に……攻めます……？」

「それもなあ」

　と呟つぶやいていると。

「――お？」

　視界の隅で何かが動いた。

　振り返る千里の脇を――とことことこと小さな人影が通り過ぎる。

　それも二つ。

　フリル付きのエプロンとヘッドドレスをした小さな小さなメイドさん。

「プチネウス？」

　と思わず千里が口にした通り――それは人造精霊のプチネウスであった。

　姿形の基本は佐久間榮太郎教師の使い魔、黒犬獣バージエストの化身であるエーネウスをモデルとし、更にデフォルメして三頭身くらいに縮めた感じだ。ただしこのプチネウスは神族でも魔族でもなく、小型の自動人形筐体に榮太郎が大量複写した仮想神格をインストールして作った代物だ。

　言ってしまえばミーティアの親戚である。

　ただし人造精霊といってもプチネウスは機能に制限があるのか、あまり個性の類はないようだし、複雑な思考も苦手なのか、喋っている姿も千里は見たことがない。

　まあそれはともかく……

「何やってんだ――こんなところで？」

「…………」

　プチネウス達は、二人して抱えた段ボール箱をうんしょ、うんしょ、と掛け声が聞こえてきそうな動きで運んでいく。段ボール箱には『ＫＯＮＯＺＡＭＡ』という文字が刻印されていた。アバロン学園都市の通販組織の名前である。

「…………」

　唖あ然ぜんとして見守る一同の視線を背に、二体の小さな獣耳少女達は、鉄柵の隙間をすり抜け、有刺鉄線を避け、土嚢も乗り越えて、扉――巨大な顔面、ギズモⅥの端末が彫り込まれた鉄扉をとんとんと叩いた。

「――うむ」

　どう見ても金属製としか思えない硬質の顔面がぐにに――と頷く。

　プチネウス達が伝票みたいなものを示すと、ギズモⅥはがばりとその口を開いた。

　段ボール箱をその中に押し込むプチネウス達。

「御苦労」

　ギズモⅥはこれを苦もなく嚥えん下か――というかなんというか――すぐさま、あかんべえをするかのようにぺろりと一枚の紙を吐き出した。

　どうやら受領証らしい。

　プチネウス達はそれを受け取ると、再び土嚢を越え、鉄柵と有刺鉄線の間を抜け、とことこと歩いてきて――すれ違いざまに千里達に小さく会釈すると、そのまま何処かに立ち去っていった。












「……ひょっとして宅配便か、今の？」

　千里が呻くように言ったのは――それから三十秒後のことである。

「そうみたいですね……」

　とクフィール。

　どうやらギズモⅥの口は単に喋るだけでなく、郵便受けだの宅配便受領ボックスの機能も果たすらしい。便利なことこの上ないが――留守でも宅配便を受け取ってくれる――見た目は不気味というか何というか、かなり変である。

　ともあれ……

「宅配便は普通に受け取るか。まあ当たり前っちゃ当たり前だが」

　千里は腕を組んで考える。

「相手が出てこない以上はこっちから中に入るしかねえ訳だが、ギズモⅥもアジャスタントも基本的には部屋の主の意向を重視。となると――」

　千里は通路奥の扉を眺めながら腕を組んだ。
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　同じ頃……第三学生寮を少し離れた建物の屋上から静かに眺める一対の視線があった。

　アバロン学園都市の建物は建築様式から高さまで支離滅裂というか、日本家屋の隣にインド風の宮殿が建っていたり、その向かいには真ん中からぶった切られた巨大戦艦が舳先を上に向けてそびえていたりと、まあ統一感も建築基準法もあったものではないのだが、その建物は比較的まだ地味で常識的な建物ではあった。

　巨大な一枚板モノリスである。

　窓の一つもなくつるりとした黒い表面にはただ『ＴＯＵＣＨタツチ　ＭミＥー』とか『ＳＯＵＮＤサウンドＯＮＬＹオンリー』とか書かれているがまったくもって意味不明である。そもそも建築物なのかどうかも怪しいが、まあそれはさておき。

「……現在の総合ポイントって幾つでしたっけ？」

　その屋上にちょこんと三角座りをしながら……まるでこの無茶苦茶な景観そのものを眺めるかのように、大場由々子は額に掌てのひらを翳かざして尋ねた。

「プラスが二万八千とんで七。マイナスが二万七千二百三十六。微妙なところだな」

「なるほど……」

　頷きながら由々子は眼鏡の蔓つるに触れた。

　師から賜たまわった特製の魔法具は半人前の魔法使いである彼女にも、色々な便利能力を与えてくれる。例えばこの眼鏡は、彼女の視力矯正機能は当然だが、光学的な望遠・顕微機能を有し、さらには大気中の温度や湿度も表示し、果てはニュートリノを用いた透視、熱分布図作成、電磁場探知、その他諸々を調べることのできる万能感知器センサでもある。

　勿論……半人前とはいえ由々子も魔法使いだ。時間と手間を惜しまず、失敗の可能性も恐れなければ、魔法具なしでも彼女にも同じことは可能である。

　だがそれでは色々と不都合が多い。

　例えば――ちょっと外壁を透視するにもいちいち手間暇を費やしていては、諜報活動だの破壊工作だのはやっていられまい。

　基本的に寮の各部屋はプライベート重視の為に結界が張られていて透視は極めて難しいが……廊下や玄関など『公共の場』と認識されている部分は比較的、容易く見透かすことができる。

　由々子の目には眼鏡を通して、何やら廊下で話し込む周防千里と、そのアジャスタント達の姿がくっきりと映っていた。記録も同時に採っているので空気の揺らぎを――密度偏差を音声化する魔法を使えば、透視映像からでも盗聴は可能だ。

「〈チャンドラー計画〉移行を決断する程のものでもない……という訳ですね」

「そうだ」

　現在――巨大石板の上にいるのは由々子のみである。

　彼女の言葉に応じるのは、その傍らに浮かんだ半透明の幻像だった。

　小柄な少女である。

　年齢は十歳前後だろうか。もっともそれはあくまで外見の幼さを人間の尺度で表したという以上の意味はない。魔法使い達にとって外見は必ずしも中身と合致するものではないからだ。本体を仮死状態にして傀儡人形に意識を移している魔法使いもいるし、ある種の逆転魔法を掛けて若返り続けて赤ん坊になってしまった魔法使いだっている。

　それはさておき。

　大きな双そう眸ぼう、華きや奢しやな手足、そして長い金髪を二本のリボンでツインテール状に結わえたその姿は、単に愛らしいだけでなく、気品めいたものを帯びていて、何処かの御嬢様――といった雰囲気を醸し出している。やや太めの眉毛も意志の強さというか、我わが儘ままっぷりを感じさせて、その雰囲気を助長する。

　ありとあらゆる意味で由々子とは対照的な存在とも言える。

　あるいは彼女が由々子に興味を持ったのは、それ故のことなのかもしれないが。

「えっと。単純に適合不全の被験体が増えればマイナス・ポイントが増える――と考えて良いのでしたっけ？」

「ポイントの算定は〈フィロソフィアⅡ〉が所定の計算式に則って行っている。初期設定されたパラメータは千三百五十七。それぞれが有機的に絡んでいる故、一つのパラメータで全てが決せられる訳ではないが――」

　少女は額に指先を添えて暗算するかのように言った。

「適合不全者の数は最も基礎入力値の大きいパラメータだし、何より他のパラメータに対する影響力も大きい。故にマイナス・ポイントを増やす最も簡単な方法は」

　その口調に感情の揺らぎは微塵もない。

　既定の算出結果を読み上げるように少女は告げた。

「被験者を抹殺することだ」

「そ、それは、酷ひど――じゃなくて。露骨に過ぎないですか？」

　困惑気味に尋ねる由々子。

「反対派の過激な行動もパラメータの一つだ。過激な行動をとらざるを得ないという意思表示であり穏健な抗議行動よりもマイナス・ポイントとして加算されやすい」

「な、なるほど」

　由々子はおずおずと頷いた。

「とにかくせっかくの適合不全者だ――そのままならそれで良い。そうでないならば」

　少女の幻像は由々子を横目で眺めながら言った。

「どうすれば良いか、わかっているな？」

「え？　あ――あの」

　露骨に動揺する由々子を眺めて少女の幻像は溜息をついた。

「星塚暁美の復帰を妨害しろ。手段は問わない。場合によっては殺しても良いし、説得役が周防千里であるから――例の『亜藍須美子』とやらを誘い込んで、状況を引っかき回すだけでも効果はあろう」

「…………」

　緊張の表情で第三学生寮を見つめたまま由々子は答えない。

　少女は顔をしかめて――やや強めの口調で言った。

「由々子」

「は、はい、ごめんなさい、ごめんなさい、えと、なんでしょうかミュセ様!?」

「……まあともあれ」

　ミュセと呼ばれた少女は溜息をついて言った。

「手段は問わないが――同時に、無理や無茶はしなくて良いからな。手を出すのは最小限でいい。とにかくお前は保身を第一に考えろ。お前を送り込む際の苦労を思えば、何度もやり直す訳にもいかん」

「は、はい、ごめんなさい」

　何度も何度も由々子は頷いた。





●　●　●






　誰が最初に言った言葉なのかもう定かではない。

『隠されっ子』

　いつの間にか気が付けば誰もがその単語を口にするようになっていた。

　悪意などなかっただろう。

　恐らくほとんどの者の胸の中にあったのは、些さ細さいな好奇心と――後はほんの少しの悪戯いたずら心ごころともいうべきものでしかなかったはずだ。利害関係の絡まない他人になど、わざわざ敵意や害意を持つ程のこともない。人間は基本的に他人には無関心だ。

　その言葉を言われた者が……どう感じるかということも含めて。

『神隠し』

『チェンジリング』

　記憶の中で無数の人影が――顔のない者達が無邪気にそう口にする。

　詳細は曖昧に溶けて流れ去ってしまっているのに、発せられた言葉だけが延々と残って独り歩きを始める。それはまるである種の言霊であり呪詛のようでもあった。

　仲の良い兄妹。

　一年間の空白。

　行方不明の妹。

　そして……独り帰還した記憶喪失の兄。

　幾つかの事実が奇妙な憶測と結び付くのにそう時間は必要なかった。

　ヨーロッパには広く『取り替え子チエンジリング』の伝説がある。

『取り替え子』とはフェアリー、エルフ、トロールといったいわゆる妖精の子と、人間の子供が秘密裡に取り替えられてしまうことをいい……同時にその取り替えられた子のことを指す言葉だ。かつては大真面目にこれが信じられていて、自分の子供を『取り替え子』だと信じて虐待し殺してしまった母親の例もあるという。

　ヨーロッパに限らず――日本にも『隠されっ子』と呼ばれる伝説がある。

『神隠し』あるいは『天狗隠し』とも呼ばれ、天狗に代表される山の神――山姥やまんば・鬼・狐などの山岳部に住まうとされた妖怪が人をさらってしまう現象が、かつては大真面目に信じられていた。

　そしてこの災難に遭うのは子供も多かったことから、この妖怪にさらわれた子のことを『隠されっ子』と呼んだりもした。この世ならざる世界を覗いてきた『隠されっ子』は何か見えないはずのものが見えるとか、聞こえないはずのものが聞こえるとか、尋常ならざる能力を身に付けていたりすることも多かったという。

　勿論、そうした伝説のほとんどは、事故や生来の障害が原因で負った精神的な傷が、奇矯な行動として発現したものに、適当な理屈を付けただけのものなのだろう。精神医学の発達していなかった時代には、ある種のヒステリーを『狐きつね憑つき』として恐れたりしていたこともある。

　しかし……これらの伝説に共通するのは――




『あれは元々の子供とは別人だ』




　――という認識である。

『取り替え子』は勿論のこと、『隠されっ子』の尋常ならざる能力も、以前のその子供と現在のその子供を峻別する要素になる。

　そもそも同一人物であるという事実を何を以て証明するのかという問題が残る以上――記憶も容姿も真似ることができるとするなら結局、同一性を証明する手段は存在しないと言っても過言ではない――逆に言えば、『同一でない』要素が一つでもあればそれは『違う誰か』として認識されてしまうことになる。

　行方不明になった兄妹。

　帰ってきたのは兄だけ。

　しかも兄は記憶喪失。

　では――




『本当にあれは周防千里なのか？』




　この現代社会においては『取り替え子』や『隠され子』など現実味のあるものではない一方で……それらの伝説は行為主体を『宇宙人』だの『秘密組織』だのに置き換えられて尚も生き続けている。

『いつの間にか人間が宇宙人と入れ替わっている』などというネタは、ＳＦ小説や映画の中ではむしろ陳腐と評される程にありふれた発想でしかない。

　それはつまりそれだけ繰り返し使われるだけの――誰もが思い至り、理解し易い考え方ということでもある。

　故に……

　見つからないままの妹、回復することのない一年間の記憶、そうした事実はやがて千里に関する極めて無責任な噂として、学校に、近所に、流布することとなった。

　曰く――あれは周防千里ではない。

　曰く――あれは周防千里の姿をした別のモノだ。

　曰く――あれは周防千里の姿を騙かたって人間の世界に侵入してきた異物エイリアンだ。

　挙げ句の果てにはオカルト雑誌が取材に来るまでになった。

　くだらない。

　本当にくだらない。

　千里は思った。

　だが――その一方でその憶測を完全に否定しきれない自分がいた。

　何しろ記憶がないのだ。

　空白の一年の記憶は元より、保護された時にはそれ以前の記憶もなかったのである。その後、両親に見せられたアルバムやらビデオやら、自分自身の部屋やら小学生の時の卒業文集やら……諸々の『周防千里』を構成していたものの断片を見せられ続けた結果、ぼんやりと千里は記憶を取り戻していった。

　だが……それは本当の記憶だろうか？

　両親は必死だった。

　二人の子供の内――片方しか帰ってこなかった。

　そしてその片方も以前の記憶をなくしていた。

　このまま記憶が戻らなければ――それは二人共を喪うしなったことと同義ではないのか。

　恐らくそれを恐れた両親は、必死に千里に色々な『過去の記録』や『周防千里の存在の証』を見せ続けた。それは一種の洗脳にも等しかったろう。

　お前はこういう人間だった。

　お前はこういう経験をした。

　だからお前はこう考えこう行動するはずだ――

　あるいは。

　自分は両親の願いと大量の情報を与えられた結果、自分の記憶を勝手に、偽造して――それを『思い出した』と思い込んでいるだけではないか。

　だとしたらやはり……自分は周防千里ではないのか。

　そんな恐怖が心の何処かに常に引っかかっている。

　周防千里としての自己同一性。

　実感としてのそれが――今の千里にはない。

『あいつは実はニセモノじゃないか』

『あいつは実はバケモノじゃないか』

　それは、口にした者もろくに信じていない言葉かもしれない。

　だが千里には、それが彼を責める言葉に聞こえた。

　ニセモノがホンモノの振りしてこんな所にいるんじゃねえよ――と。

　周りが全て敵意を持っているように見えた。

　もし自分がニセモノなら。

　周防千里ではないのなら。

　自分は――周防千里の親や、親戚や、友人や、知人から、周防千里を奪って、その位置に何食わぬ顔をして座っている『敵』だ。

　いっそ、はっきりと周防千里でないという保証があれば気が休まったのかもしれない。

　だが指紋も血液型も周防千里のもので。

　だから表向きには彼は周防千里として生きるしかなくて。他に頼るものも縋るものもなくて。だから自分自身を疑いながらも周防千里を――演じ続けるしかなくて。

　いつ周りが彼を『ニセモノ』と糾弾して『敵』になるのかわからなくて。

　だから……怖かった。

　世界の全てが。

　周防千里に繋がる何もかもが。

　そして――

「…………………………………………………………………………おうっ？」

　自らの呻き声で目が醒めた。

「……ふぅ……」

　千里は長々と溜息をついた。

　正直言って――眠るのはあまり好きではない。

　夢を見るからだ。

　周防千里の場合――夢はしばしば嫌な現実の追憶となる。普段は思い出したくないからと頭の中の引き出しの奥底へしまい込んでいるのに……無防備な夢の中では、不愉快な体験の記憶は勝手にそこから出てきて何度も千里に追体験を強いる。

　繰り返し。繰り返し。繰り返し。繰り返し。

　時間と共に曖昧に溶けていくのに――部分だけが何故か鮮明に残っている。

『隠されっ子』

『チェンジリング』

『本物と偽物』

　夢の中で顔のない無数の影達がそんな言葉を口にする。

　笑いながら。興味本位で。

　言われる方がどんな気持ちになるのか――考えもしないで。

「…………」

　瞼を開くと――開いてもそこにはただ闇が広がっている。

　同時に奇妙な息苦しさもあった。眠っていたようだが、ベッドの上でという訳ではないらしい。千里は身体を縮めてまるで胎児のようにその狭苦しい闇の中にいるのだった。

「あ。そうか」

　覚醒と共に記憶がはっきりしてくる。

　これは段ボール箱の中だ。

　恐らく家具を搬入する為のものだったのだろう。

　千里達がこの大きな段ボール箱を手に入れたのは、寮の裏のゴミ捨て場だ。

　あるいはあのバリケードの土嚢を通販する時に使ったものなのかもしれない。とにかく――とりあえず千里なら身を丸めて入ることができるだけの段ボール箱を見つけられたのは幸運と言えた。

　星塚暁美の部屋に入る方法。

　それに千里は『通販を装い段ボール箱の中に隠れて入り込む』を選んだ。

　差出人不明の荷物を受け取るかどうかは微妙だったが……先程プチネウス達が運んできた時の様子を見ていると、あまりそういうことには頓着していないようだった。

　何というか、相手を騙だますことにもなる訳で、若干後ろめたい気持ちもないではなかったが……とにもかくにも相手は外部との接触を完全に遮断しているのだから、多少無茶な手段でもとにかく『会う』ことを最優先したのである。

（……余計に悪化する可能性もあるけどな）

　強引な手段がより星塚暁美の心を閉ざす可能性もある。

　だが放っておいても何も変わらない。

　独りで悶もん々もんと出口のない思考に囚われることになるだけだ。

「…………しかし」

　寝入ってしまうとは少々緊張感が足りないかもしれない。

　箱の中は意外に快適だった。

「普通、閉所恐怖症になりそうなもんだけどな」

　宅配便を装ったクフィール達が、箱ごと彼を星塚暁美の部屋の前に運んでいく途中、意外にバリケードだの何だのが邪魔で――箱が大きいからだ――クフィール達は運ぶのにも苦労しているようだったが。

　逆にその際の雑音と震動がむしろ千里の眠気を刺激したのかもしれない。元々この一カ月程のどたばたで疲労が蓄積していたということもあるだろうが――

「…………考えてみれば」

　ふと千里は苦笑する。

「誰でもこーゆー状態だったんだよな、昔は」

　身体を丸めて。

　光のない狭い胎内で。

　生まれるのを――待っていたのだ。

　ならば懐かしささえ覚えるのも当然と言える。

「…………って。落ち着いてる場合じゃねえ」

　千里は呟いて意識を研ぎ澄ました。

　とりあえずクフィールとの接続同調リンクレベルを２に上げる。

　これで離れていても彼女と意思疎通が――

「…………？」

　できない。

（クフィ……おい――クフィール!?）

　呼び掛けてみるが応答なし。

　というかレベル２に上げた手応え、反応がない。普段ならばレベル２に上げる際には軽い頭痛のようなものが数秒生じる。脳の情報圧が微妙に変化する為で、肉体的な損傷から来る痛みではなく、一種の幻痛だと千里は教えられていたが。

（なんだこれ……？）

　千里は慌ててクフィールの接続同調のレベルを１に戻し、今度はテジャスの方のレベルを２に上げてみる。

　だが――

（テジャス……？）

　やはり反応なし。

（………………テジャス。エッチしよう）

　などと考えてみる千里。

（今からしようすぐしようああもう辛抱たまらん！　……………………………………………………………………………………………………………………………………………）

　じりじりと時間が三十秒ばかり過ぎて。

　しかしテジャスからの反応はなかった。

（……ってこりゃ本格的に繋がってねえのか!?）

　エロい話題を振ってもテジャスが反応しないなどということはあり得ない。テジャスならたとえ寝ていても……いや死んでいても生き返ってエロトークには食いついてくるはずだ。

　となると……

「どうなってんだ？」

　クフィールとテジャスの接続同調が同時に不調。

　そんなことがあり得るのだろうか？

（ミーティア。おい。め……雌めす犬いぬ。返事しやがれ）

　念の為にとミーティアに――彼女が反応しそうな乱暴な単語を意識して――連絡をとってみるもやはり反応がない。

　三人が三人共に接続できていないということだ。

「なんだこりゃ……」

　アジャスタントと契約者の接続同調は基本的に常時接続だ。

　切れたように見えていてもそれは意識表層に出てこないだけであって、お互いの魔法回路は繋がったままのはずである。この魔法回路通信はかなり強固なもので、外部からは、たとえ魔法使いであっても、妨害や切断は難しいと千里は聞かされていた。

　まあ契約者の快適な生活と身の安全を守る為の制度がアジャスタントなのだから、そうそうぷちぷちと接続が切れていては意味がない訳だが……

（急きゆう拵ごしらえのシステムだから、まあ支障が出るのもわからねーではないけどよ）

　可能性としては、先日のミーティアの騒ぎのように、本来のアジャスタント制度からは想定外の回線重複や、強固な結界を複数またいだ場合等には、接続同調が一時的に完全切断されてしまう場合もあるとのことだったが――

「結界……結界つってもな」

　確かに寮の個室はそれぞれ結界を敷いてあるらしいが、それでアジャスタントとの接続が切れてしまうようでは、迂闊にアジャスタントを買い物にやったり、自分一人で出掛けることもできない訳で。

「…………しょうがない」

　千里は溜息をつく。

　できれば万全の状況で星塚暁美と対面といきたいところだったのだが……此処で段ボールの中に身を丸めて入っていても何も進展しない訳で。

「おじゃまします――と」

　千里は内側から段ボール箱の蓋を固定していたガムテープを剝はがすと、相手を刺激しないようにそっと蓋ふたを開いていく。

　ボール紙とボール紙の隙間から差し込んでくる光。

　暗闇に目が慣れていたせいか、それは思った以上に強く――

「………………」

　屋内とは思えない程に強い光が千里を照らす。

　そして――

「…………あ？」

　間の抜けた声を漏らす千里。

　瞬きを一度。二度。三度。

　それから周りを見回して――もう一度駄目押しに瞬き。

　だが眼に映る全ては変わらずそこにあった。

「…………」

　歩道橋。

　電信柱。

　信号機。

　自販機。

　その他――諸々。

　どう見ても屋内にあるとは思えないものが多数そこに存在していて。

　見上げれば何処までも空は高くて。

　振り返れば道路は何処までも続いていて。

　近くにはマンションだかビルだかが何棟か建っていて。

　ごく当たり前の――風景がそこにあった。

　当たり前過ぎてアバロン学園都市島の中には決して存在しないはずの景色が。

　そんな風景の片隅で――

「…………なんだ!?」

　まるで捨て猫のように段ボール箱の中に座った千里は、呆然とした声で呟いた。





●　●　●






　ある日を境に全てが一変した。

　善意に満ちていると信じて疑わなかった世界が、その明るく優しい仮面の下で、陰湿な悪意を醸成しているのだと気付いたあの日から――ありとあらゆるものの意味が違って見えた。

　切っ掛けはあったが……それは原因そのものではないのだろう。

　アレルギーのようなものだ。アレルギーとはある日突然発症するようにも見えるが、原因となる物質の蓄積が一定限度を超えると顕在化するだけのものだと、ものの本で読んだ。恐らく彼女の中で、普段は意識すらしないような諸々の何かが溜まって溜まって――ある時を境にしてそれが溢れ出したのだ。

　何気ない雑踏のざわめきが、全て誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しように聞こえた。

　すれ違う通行人達の笑顔が、嘲ちよう笑しようのそれのように見えた。

　自分のいない所で誰もが悪口を言っているように思えた。

　ただいるだけで、邪魔者扱いされているようにも思えた。

　常に誰かの悪意が自分の方を向いているようにも思えた。

　…………

　考え出すときりがない。

　両親に訴えると『それは勘違いだ。みんなお前のことが大好きだよ』と言った。

　だがそんな笑顔の下で両親が離婚訴訟を進めていることを――そして色々な意味で出来の良い弟と、登校拒否気味で何もかもぱっとしない彼女と、どちらがどちらを引き取るのかで揉めていることを彼女は知っていた。

　自分が両親の重荷になっている。

　学校に行くのも嫌だ。

　外に出るのも怖い。

　何処にも居場所がまるでない。

　世界は悪意で満ちている。それは何かの切っ掛けを得れば、途端に彼女の方にその矛先を向けてくる。常に世界は犠牲者に飢えている。弱った野生動物から間引かれて肉食動物の餌になっていくように……世界は常に誰かを虐しいたげることでしか稼働しない。

　それまでの自分が如何に鈍感だったか彼女は思い知った。

　同時にひしひしと押し寄せる悪意の圧力に、彼女は身の縮む思いだった。




　――何処かに行きたい。




　部屋の中に閉じこもってそう夢想するようになった。

　何処でもいい。

　此処ではない何処かへ行きたい。

　自分のことなんか誰も知らない世界に行きたい。

　そうすればきっと――悪意は私の方に向かないから。




　――此処ではない何処かへ。




　それは祈りであったのかもしれない。

　だから……




〈アバロン学園都市〉




　そのパンフレットが、両親すらもう何カ月も入っていない自分の部屋の机に置かれているのに気付いた時も、彼女はそれを比較的すんなりと受け入れた。
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　第三学生寮一階の廊下では――

「大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変です！」

　クフィール達が右往左往していた。

　というか主に右に左にと狭い廊下を走り回っているのはテジャスだが。

　クフィールはおろおろと困惑した様子でテジャスが走り回る様を眼で追うばかり。更にその隣ではミーティアがのんびりと――今一つ事態がわかっていないかのような、とろんと緩んだ表情でやはりテジャスを眺めていた。

「大変です大変です大変です大変です大変です大変です大変を何度も繰り返すと変態と聞こえてきたりしますがそんなベタなネタはさておき大変です！」

　言うまでもなく千里との接続同調が切れてしまったことは、クフィール達も気付いていた。

「クフィちゃんとミーティはどうですか？」

「こちらも切断されたままです……」

「右に同じでございます」

　クフィールが右手で胸元を押さえて言い――ミーティアが首を傾げて言う。

「接続が完全に断たれているようでございますね」

「これは一大事なのです！」

　テジャスが拳を突き上げて言った。

　確かにこれは異常なことだ。

　基本的に接続同調は一度本式に契約してしまえば――その儀式を済ませば常時維持される。普段は互いに意識しないレベル１に抑え込まれているが、必要に応じてこのレベルを２に上げることで契約者とアジャスタントは思念通話をすることができるし、アジャスタントも幾つかの特殊能力を解放できるようになる。

　基本――この接続同調のレベルの上げ下げは契約者が行うもので、アジャスタントの側からは自由にいじれるものではない。

　だが就寝時の睡眠学習及び、幾つかの設定事項に関してはこの限りではなく――勿論、非常事態と判断できる状況では、アジャスタントの側から接続同調のレベルを３、つまり全感覚置換及び運動神経把握の段階にまで上げることもできる。これは万が一に契約者が危険な状況下で失神したりした場合、代わりにその肉体を動かして安全圏まで移動させる為である。

　だがその非常手段が使えなくなっている。

　三人が三人共に試して駄目だということは此処のアジャスタントの不調ではない。

　千里の方に原因があるか、さもなくば他の外的要因があるか。

　それが即ち千里の危機を意味するものではないが、それでも接続同調が完全に断たれてしまうことそのものが異常であることを思えば、非常事態に変わりはない訳で。

「部屋の結界のせい……ではないですよね」

　とクフィール。

　千里とアジャスタント達との接続が切れてしまったのは、星塚暁美の部屋のギズモⅥが、ぱっくりと千里の入った段ボール箱を呑み込んだ――受領した直後のことである。

　つまり問題の部屋の中に入ってすぐに接続が切れてしまったのだ。

　これは当然、部屋の結界が影響していると考えるのが筋だが――

「改めて強力な結界でも重ねて敷かない限りはそれはないですよ！」

　テジャスが叫ぶ。

　寮の部屋の結界で接続同調が遮断されることはない。

　それがわかっていたからこそクフィール達も千里の単独侵入について同意したのだが。

「結界の二重敷きでございますか」

　ミーティアが首を傾げる。

「それはしかしまた――何故に？」

「わかりません。わかりませんが、もし、もし、この部屋の主が外部の存在に対して軒並み敵意を感じているとしたら――あり得ないことではないです！」

「…………がぅ」

　クフィールは目の前のバリケードを振り返って呻いた。

　まあ確かにここまでやっちゃう部屋の主だ。通常の結界だけでは満足できずに別の結界を改めて敷いている可能性はある。勿論、千里と同じくこの部屋の主は一般人であるから、実際にその結界を構築し、維持しているのは星塚暁美のアジャスタントということになるが……

「ああ……そうだとしたらそうだとしたら！」

「そうだとしたら？」

　くるくるとその場で回りながら――多分、右往左往する以上に激しく懊悩してますよ、という自己主張ポーズなのだろう――戦慄の表情を浮かべるテジャスに、やっぱりのんびりした様子でミーティアが尋ねる。

「御主人様はきっと人質――いえ捕虜に……！」

「がぅっ……？」

「捕虜でございますか……？」

　何やら不穏当な単語に――思わず身構えるクフィールとやっぱりおっとり尋ねるミーティア。そんな二人にテジャスは両手をぶんぶんと上下に振りながら主張した。

「立てこもりに人質は基本です！」

「引きこもりなのでは……」

　ととりあえずクフィールが突っ込むが――普段、千里のツッコミにもめげずに暴走するテジャスに、クフィールのような気弱なツッコミが効くはずもなく。

「ああ……御主人様！」

　テジャスはさらに激しくその場でくるくると回転しながら言った。

「捕虜になってしまわれるなんて！　捕虜……捕虜……捕虜と言えば！」

「捕虜といえば……？」

　恐る恐る尋ねるクフィール。

「まずすぐには逃げられないように裸に剝むかれ！」

「がぅっ!?」

「それでも逃げてしまうかもしれないので縄か鎖か手錠で拘束され！」

「まあ。素敵でございます」

「秘密を吐け、吐かないと酷いことをするぞと言われたりなんかしながら――」

　テジャスはぴたりととまって言った。

「自称良識派議員が卒倒するかのような、18禁同人誌の陵りよう辱じよくモノさながらに！　あんなことやこんなことをされるに違いないのです！」

「ち……違いないんですか？」

　と尋ねるクフィールにテジャスは大きく頷いて力説した。

「違いないのです！　相場が決まっているのです！　大きなお友達との固いお約束なのです！　私達の眼が届かないのを良いことに――きっと今流行の女体化とか女装少年もののようなアレやコレやが…………御主人様が、御主人様が、イヤイヤながらもメイド服やゴスロリを着せられて……！」

「千里様がメイド服を――」

　と戦慄の表情を浮かべるクフィール。

「はうっ、これはもうたまりません!!」

　でもって今一つ心配しているのか喜んでいるのかわからない感じのテジャス。

　ミーティアはミーティアで「ボンテージも良いものでございますよ？」などと主張していたりするが、まあそれはさておき。

「そのような、おティんティんランド――もとい乱暴狼ろう藉ぜきを許す訳にはまいりません！」

「そ、そうですね」

　慌ててクフィールが頷く。

「ああ……こうしている間にも御主人様は、御主人様は……！」

　再びぎゅるぎゅるとその場で回転を始めるテジャス。

　そんな彼女に――

「御兄様がどうかしたのか？」

　ふとそんな声が掛かる。

「はっ――リアル義妹！」

　回転を止めてびしりとテジャスが指差す先。

　そこには――褐色の肌をした一人の少女が無表情に立っていた。

　見るからに『健康的』と言わんばかりにこんがり小麦色で、しかも引き締まった体軀を、学園の制服と、そしてライオンの毛皮という奇妙な衣装に包んでいる。しかも右手には槍、左手には盾、どちらも民族色豊かというか、明らかにアフリカとかニューギニアとか、そっちな感じの意匠デザインである。

　ただしこの褐色の肌の少女……髪は金髪で瞳は紫である。

　お陰で国際色豊かすぎるというか、民俗学者や遺伝学者が見れば頭を抱えそうなくらいに、色々な特徴が混在していて、独特の雰囲気を造り上げている。

　この少女の名は――

「ウーラさん……」

　クフィールが眼をぱちくりさせながら呟いた。

　周防・ガン・ウーラ。

　周防の父が再婚した結果、周防の義妹となったアフリカの女系蛮族戦士である。

　肩から鞄を提さげているところを見ると、どうやらちょうど、学園から帰ってきたところであるらしい。

「御兄様がどうかしたのかと尋ねているのだが」

　紫の瞳で冷たくアジャスタント達を見据えながらウーラが尋ねる。

「あ……ええとその」

　クフィールは言葉に詰まる。

　何から話せば良いものやら。

　逆崎聡と大場由々子から星塚暁美の様子を見てきてくれと頼まれたところからだろうか。でもそれだとこの切羽詰まった状況で、無意味に長話になってよろしくない。

　そんなことをクフィールが懊悩していると。

「御主人様の貞操の危機なのです！」

　その場の勢いだけでテジャスがそんなことを言う。

「……なんだと？」

　ウーラが僅わずかに眼を細めた。

　先祖に『サムライ』を持つこの少女は、克己心の強さ故か、基本的に表情に乏しい傾向にあるが――だからこそ、ただそれだけの小さな仕草でも妙に凄みが出る。

　彼女はテジャスに歩み寄りながら強い口調で問うた。

「御兄様が何処かの誰かと子作りしようとしているのか!?」

「その通りです！」

「あの……テジャスさん……その言い方は誤解を招くのでは……」

　とクフィールが言うものの、やっぱり興奮したテジャスの耳にはクフィールのツッコミなどまるで届いていない。

「細かい事情ははしょりますが！」

「うむ。周辺事情に興味はない」

　ときっぱり言い切るウーラ。

　このアフリカ産サムライ少女も大概、猪ちよ突とつ猛もう進しんというか、千里のことになると著しく視野が狭くなるのが困りものではある。

「御主人様は今や、あの部屋の中に籠城している星塚暁美という女生徒に、手込めにされつつあるのです！」

「なんと……！」

　ウーラは眉を顰めて言った。

「それは見過ごす訳にはいかんな」

「ええ！」

　と力強く頷くテジャス。

「見過ごす訳には参りません！　そんな何処の誰ともわからない奴に御主人様の貞操を奪われるくらいなら！」

「うむ。妹自らが奪うのが筋というものだろう！」

「ええ！　私がとりあえず奪ってしまうべきですよね！」

　お互いに重要な所をまるで聞いていないのだが――まあとりあえず目下の状況に関しての合意は成り立っているようだった。

「なので今からこの星塚暁美の部屋に強行突入を試みようとクフィちゃんと話していたところなのです」

「がぅっ!?　そ――そうだったんですか」

　突入とかそこまでの話ではなかったような気がするのだがテジャスの耳にクフィールの（以下略）。

「むう。恐慌突入か。気持ちはわかるがこういう時こそ恐れず慌てず」

「キョウコウ違いです！」

　とか何とかベタなボケとツッコミをしているテジャスとウーラを、やっぱりぼんやりと眺めていたミーティアは――

「ではちょうど人数も四人でございますし――二手にわかれて強行突入致しましょう」

「二手にわかれて？　……わざわざ戦力をわけるのか？」

　眉を顰めて尋ねるウーラ。

　だがミーティアはのほほんとした口調で説明した。

「人質救出作戦におきましては、複数カ所からの突入が基本でございます故」

「ふむ？　通常の合戦とは勝手が違うということか？」

「一カ所から突入した場合、犯人は対処し易く人質を盾にとることも容易。またそのまま突入した戦力に対して正面から相対したまま、後退し、奥に引き込むことで、籠ろう城じよう戦せんを長期化できるのでございます」

「…………」

　滔とう々とうと語るミーティアに何を見いだしたのか、ウーラは余計な意見を挟まず素直にこのドＭ人形の話を聞いている。

「されど……同時に二カ所以上の地点から強行突入を仕掛けることで、短時間ながらも犯人を混乱に陥れることができるのでございます。その隙を強引にこじ開けて人質のいる場所に、如何に素早く辿り着くかが、人質救出作戦の定石セオリーと聞き及んでいる次第にございます」

　いつの間にやらその星塚暁美とやらは犯人扱いになってしまっているが……これにツッコミを入れられる人間は此処にはいない。

「なるほど……挟きよう撃げきという戦法か」

　と感心した様子で頷くウーラ。

　ウーラは生粋の戦士ではあるが、彼女の戦い方はあくまでも侍の――つまりは合戦、戦争のそれだ。相手を叩き潰すのが目的の軍隊的な戦い方である。故に戦力は可能な限りに集中させて相手を確実に殲せん滅めつするのが基本的な考え方になる。

　警察の――それもあくまで人質救出を至上目的とし、犯人の殺傷は副次的な要素とする特殊部隊の戦い方とでは、根本的に発想が異なる。

「ええと……あの……でも本来はまだ……」

　クフィールがおずおずと口を挟む。

「御主人様の貞操が危ないと決まった訳でも、御主人様が人質に取られていると決まった訳でもないのでは……？」

「そうと決まれば善は急げです！」

　やっぱり聞いてないテジャスは拳を握り締めて言った。

「御主人様の貞操が何処の誰ともしらない脇キャラに奪われてしまう前に！」

「うむ。疾風迅雷の如く突入して御兄様をモノにせねば」

「ではとりあえず武装を用意いたします」

　好き勝手なことをほざきまくるテジャス、ウーラ、ミーティアの前に――クフィールの異論はまったく役に立たないのだった。
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　眉を顰めて千里は辺りを見回す。

「…………」

　普通だった。

　アバロン学園都市島の魔法使い達が言うところの『一般人』の世界。

　千里がかつて暮らしていた――ごくごく標準的な、日本の、都市部の、それも新興住宅街近辺の風景である。よく整理された道路が東西南北に碁盤目状に走っていて、マンションが建ち並んでいて。そこそこに花壇や街路樹があって緑があって。

　本当に呆れるくらいに普通の……場所。

「まさか――」

　一瞬、千里は不吉な予感が己の背を這い上がっていくのを感じる。

（胡こ蝶ちようの夢――なんてな）

　アバロン学園都市。

　クフィール。テジャス。ミーティア。

　聡。薫。桜子。はるか。その他――大勢。

　榮太郎。エーネウス。拓たく人と。

　それはもう全て……現実に絶望した千里が見ている、現実逃避の夢か何かで。

　その夢がいきなり覚めてしまって……

「…………」

　説得力のありすぎる考えだったが。

　しかし――

「んな訳ないか」

　千里が左腕に視線を落とす。

　右手でＧ‐ＳＨＯＣＫを緩めてずらすと、そこには確かに例の〈パーマンズ・ヴォウ〉――アバロン学園都市島の秘密を守る為に、被験者達に掛けられた呪いであると同時に、かの都市における住民票を兼ねた、入れ墨状の何か――が、ある。

　ということは『実は全部、千里くんの見ている夢でした。ちゃんちゃん♪』というオチにはなってくれそうもない訳で。

「何かの理由でアバロンから……一般社会に戻ってきた？」

　呟いてみるがどうにも現実感がない。

　ましてや戻る――戻れる理由がない。

「でもこの風景は――」

　本当に馴染みのある景色だ。

　だが何処――と具体的に特定できる訳ではない。日本の平均的な住宅街のイメージを適当に繋ぎ合わせて組み立てたかのような印象である。事務所や店舗が詰め込まれたビルが建ち並ぶビジネス街ではなく。派手なネオンサインや看板の目立つ繁華街でもなく。かといって田畑が幾つも連なっていたり、視界に山々の峰がすぐに入ってくるような田舎の風景でもない。

　何の変哲もないごくごく当たり前の景色。

　なのだが――

「なんか……？」

　落ち着いて見回してみると奇妙な雰囲気がある。

　見慣れているからこそ、些細な異常には敏感に感覚が反応する。

「……そうか」

　千里は小さく頷いた。

　静かすぎるのだ。

　まるで一瞬を切り取った写真がそこにあるかのように――千里以外に動くものが何もない。

　道路には車の姿がなく、側道にも人の姿はない。野良猫の姿もないし、よく見上げてみればマンションのベランダには一枚の洗濯物もない。

　生活感がないのだ。

　いや――生命感とでも言い直した方が良いだろうか。

　人々の営みがまるで感じられない。ゴーストタウンと呼ぶような寂れた印象はないのだが、その一方で人間が暮らしていれば当然に発生する雑然とした諸々の音や匂いや――そういったものが全くと言って良い程に感じられないのだ。

　一体ここは何処なのか？

　何かの手違いで千里は一般社会に戻されてしまったのだろうか？　それともこれは一般社会を模しているだけの別の場所なのか。この奇妙に静まりかえった空気を見るに、後者である可能性が高い訳だが――

「そうなるとアバロンの中だってことだよな」

　他にこんな奇妙な状況に陥る要因を千里は知らない。

　魔法使い達なら何を始めてもおかしくはないし、何ができてもおかしくはない。酔狂で一般社会を模した巨大なセットでも作りかねない連中だ。

　だが……

「じゃあクフィール達と連絡がとれないのはどういうこった？」

　アバロン学園の中である以上、アジャスタント達との連絡が取れないはずはない。

　無論――千里が知らないだけで、そういう事態がアバロンの中でも起こりえるかもしれない訳だが、その点については考えてもきりがない。

「戻る訳にもいかねえしな……つうか」

　振り返って見るがやはり普通に住宅街の風景が広がっているだけだ。

　何処にも扉の類はない。

　一瞬――ドラ●もんの『ど●でもドア』のように、風景の中にぽつんと扉とその枠だけが存在するシュールな光景を期待したのだが、そう都合良くはいかないようだった。

「どうやって此処に連れてこられたんだ？」

　途中で眠ってしまったとはいえ、クフィール達が星塚暁美の部屋に向けて千里の入った箱を運んでいたのは間違いない。

　そこから千里が起きるまでの時間は、時計を見る限り十分と経っていない。

　本当に千里は少し、うとうとしていただけだ。

　だが……ならばどうやって千里は此処に来た？

　誰がどうやって彼の入った段ボール箱を此処に運び込んだ？

　そしてそもそも此処は――何処で、どうやったら通常のアバロンに戻れるのか？

「――戻る？」

　呟いて千里は苦笑した。

　まるでアバロン学園都市が、自分の終ついの棲家であるかのような物言いだ。

　つい二週間前までは、この非常識な世界から、どうやったら一般社会に戻れるかと頭を悩ませていたというのに……

「とにかく、此処が何処か、調べてみないことにはな」

　千里は箱の中から足を引っこ抜くようにして外に出る。

　振り返って見ると、道路の真ん中にぽつんと置かれたその箱は――何というか、喩えようもなく間抜けに見える。車が走っていなくて幸いだった。普通の道路なら眠ったままトラックに轢かれてぺしゃんこという可能性もあったのだから。

　車も人も存在しない場所。

　脅威が――ない場所。

　それは……

「いやいやいや」

　千里は首を振った。

　まだ結論するには早過ぎる。

　どうやらまだヒキコモリだった時の考えが頭の片隅に残っているらしい。

　千里は溜息をつくと、この風景を子細に探索するべく歩き出した。
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　アバロンの都市管理事務局は基本的に住民の――特に一般社会からやってきた被験生徒達の私生活には可能な限りに干渉しない。管理事務局は基本的に用意したシステムの維持に務めるだけで、被験生徒達への積極的な接触さえしない。

　これは適合補助者制度とパーマンズ・ヴォウという管理の為のシステムを被験生徒に対して強制的に適用している為に、統治機関側から積極的な干渉をすることはディストピア的な管理社会に――ある種のファシズムにも通じる可能性があるからだ。

　故に……被験生徒が登校拒否、ないしは引きこもりの状態となって、たとえ部屋から一歩も出なくなったとしても、都市管理事務局は基本的にその者を放置するだけで、なにがしかの行動に出ることはない。都市管理事務局直下の仮想神格である〈ギズモⅥ〉やその端末群も、同様に部屋の主がどういう行動を採ろうと、それが犯罪的な行為でない限りは関知せず――助言の一つや二つはするだろうが――ただ命令に従うだけである。

　いわば『民事不介入』だ。

　だが――それは逆に言えば事故や犯罪的な状況、つまりは『刑事事件』に相当するような場面となれば、当然に撤回される原則に過ぎない。

　そして適合補助者と契約者の接続同調が切れるという異常事態はこれに相当する、と判断されたようだった。

　故に――

「管理事務局から、現状を周防千里に関する非常事態として認定するとの通告を受けた」

〈ギズモⅥ〉がその厳めしい鉄面の顎を動かしてそう言った。

「部屋の施錠ロツクを解除し、一時的に結界も解除する」

「ありがとうございます」

　クフィールがぺこりと頭を下げる。

　ちなみに彼女の横には制服を脱ぎ、水着のような衣装の上からライオンの毛皮を被った状態で、首飾りの他幾つかの装身具を身に着け、腰には鉈なた、手には槍と盾を構えたウーラが立っている。防御という意味ではむしろ肌の露出が増えただけ低下した印象があるが、彼女にしてみれば、これが正式な『戦いくさ装しよう束ぞく』であった。

　テジャスとミーティアはベランダ側に回っている。

　結界が解除されれば同時に突入する手筈になっていた。

　だが――

「……実のところ」

〈ギズモⅥ〉がふと付け加えるように言った。

「部屋の中については我にも詳細がわからない」

「……え？」

「アジャスタントであるウェルキン・エーデルワイスが『異常なし』との報告をしてくるのでこちら側からの積極的な干渉はしていないが。部屋の内側に向いた我の感知器センサが軒並み機能していないのだ」

「…………」

　それは一体どういうことか。

「論より証拠。百聞は一見に如かず。その眼で見て貰った方が早かろう」

〈ギズモⅥ〉の鉄面が――それが取り付けられた鋼鉄の扉が、その重厚な外見に反して音もなく開いてゆく。

　学生寮としては破格に広いとはいえ屋内は屋内、鉄扉の向こうには玄関があり、左右にトイレや浴室や物置を配置した短い廊下があって、その奥には星塚暁美の部屋の風景が広がっている――はずだったのだが。

「……がぅ？」

　眼を丸くするクフィール。

　そこにはいきなり『壁』があった。

「なんだこれは。面妖な」

　と呟くウーラの言葉通り、それは奇妙な『壁』だった。

　虹色に輝く――それもその色の変遷が全く固定されていない――平面。常に流動する色彩のせいで『壁』という固いイメージからは遠いのだが、しかし戸口一杯に広がって塞ぐそれを他に表現すべき適切な言葉もない。

『結界の一種でしょうね』

　とテジャスから魔法通信が入る。

　突入の瞬間タイミングを合わせよう――ということで通信手段は確保してあるのだ。千里のアジャスタントとしてクフィール、テジャス、ミーティアの三名は元々素のままでも魔法通信できるのだが、ウーラはそういう訳にはいかない。なので、類感呪術回路――つまり形や名前が似ているものには呪的な回路が繋がりやすいという理論で、わら人形に写真くっつけて五寸釘をぶち込む丑うしの刻こく参まいりなんぞはその典型である――を応用した通信機が、ウーラの頭部に付けられていた。

　まあ具体的には掌に載る程の、小さなテジャス人形が、ヘアバンドでウーラの頭に括り付けられているだけなのだが。通信時になると、作動ランプの代わりにぴょんこぴょんことその手足を動かす様が可愛いやら不気味やら――なのだが頭部に括り付けられている為にウーラ自身にはほとんど見えない。

　それはさておき……

『やっぱり二重に結界が張られていたせいで御主人様との接続同調が確立できなかった訳ですね！』

「……しかし」

　ウーラが手にした槍を『壁』に向けて伸ばす。

　鋭い穂先が虹色の平面に触れて――

「外の者を拒む結界ではないようだが」

　さしたる抵抗も示さずにするりと『壁』に食い込んだ。

『少なくとも物理的な壁ではないということですかね』

「多分」

　と槍を引き戻しながら頷くウーラ。

『こっちでも確認しました』

　とテジャスが言う。

『残念でございます……』

　とミーティアが告げてくるのは、迂う闊かつに触れると電撃かそれに類する侵入者撃退の仕掛けが作動することを期待していたのだろうが。

「えと……それじゃ」

「うむ」

　頷き合うクフィールとウーラ。

『突入のタイミング合わせますね』

　ばたばたとウーラの頭部でテジャス人形が手足を振り回しながら言う。

『カウントダウンです！　準備はよろしいですか!?』

「はい」

「いつでも良いぞ」

『では！　５、４、３、２、１――』

「――吶とつ喊かん」

　呟いたウーラが盾を翳しながら飛び込み、その後からクフィールが虹色の平面に向けて突っ込んでいった。
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　やはりそこは奇妙な街だった。

　何処まで行っても人の姿はない。

　道路はあって、信号機もきちんと稼働しているが、しかしそこを行き来するべき車の姿もない。風景は普通なのにそこから人間の姿だけが消え去っているのだ。

「…………ふむ？」

　何処へ向かうというわけでもなくぶらぶらと歩き回り、やがて千里は一軒のコンビニに辿り着いたが――そこでもやはり店員の姿はなく、しかし商品は棚に隙間なく並べられ、硝子ガラス張りの冷蔵庫は低く鈍い音をたてている。一体誰がこの品を補充したりしているのか。

「こんな街があればって思ったっけか」

　千里は顔をしかめて呟いた。

　以前……千里自身も引きこもりだった時。

　こんな街があれば良いのにと本気で考えたことがある。

　引きこもり、引きこもりなどと言われていても、別に自分の部屋が好きな訳ではない。他の引きこもりがどうだかは知らないが、千里自身に関して言えば、単に無遠慮な他人の、好奇の視線が耐え難かっただけのことだ。だから正確に言えば『誰か他人と出会う』のが嫌だっただけで、『物理的に外に出る』ことそのものが嫌だった訳ではない。当然のように本も読みたかったし、買い食いもしたかった。だから夜中に、ほとんど人の姿の絶えた時間帯を狙って、コンビニに出掛けたりもしたものだ。

　自分の家と。コンビニと。後はその途中の道と。

　それだけしか存在しない世界。

　自分を傷つける者達のいない――閉じた世界。

　そういったものを、戯たわむれに夢想したことは確かにあった。

「引きこもりの理想郷ってか」

　顔をしかめて呟く千里。

　世界は誰か一人の都合で成り立っている訳ではない。

　無数の人間の都合と偶然が、編み目のように絡み合った妥協点の上に存在する。

　だからこそ、何処まで似せていてもたった一人の都合で造り出された世界は不自然でいびつにならざるを得ない。

「…………となると、やっぱり」

　千里はコンビニから出たところで立ち止まる。

　此処がまだアバロンの中で。

　星塚暁美は登校拒否の引きこもりで。

　星塚暁美はアジャスタント契約をしていて。

　アジャスタントは個々の外見や能力や人格に著しい差があって。

　ならば……

「――此処は」

　改めてこの世界を見回そうと振り返る千里。

　そこで――

「…………」

　彼は固まった。

　振り返った千里の目の前。

　先程までは確かに何もなかった場所。

　凡庸な新興住宅街風景のど真ん中。

　そこに――

「スズ……メ？」

「ちゅん」

　千里の疑問の響きを多分に含む声に――それが応じるように鳴く。

　確かにそれはスズメだった。

　漢字では『雀』と書いて。

　茶色と白と黒のちょっとまん丸な感じの鳥で。

　見た目は可愛いが農家には嫌われていたりして。

　旧い飲み屋だと丸焼きがメニューにあったりして。

　夕方には街路樹に鈴なりになったりする。

　そーゆーあのスズメだ。

　恐らくどの角度から見ても完全無欠にスズメだろう。

　その全長が――明らかに五メートルを超えているのでなければ。

「…………」

　千里の額を一筋の汗が流れ落ちる。

　夢でも幻でもない証拠に――スズメがとまっている電線は今にも切れそうなくらいに激しくたわんでいる。

「……ええと」

「ちゅん」

「…………」

　気分は既に怪獣映画である。

　何の変哲もない街並みにいきなり挿入された異常。

　しかも――全長五メートル。

　これが五十メートルとか百メートルとか……どこぞの怪獣くらいにでっかい大きさサイズだと、むしろ非現実味が増すというか、大きさが違い過ぎて嚙み合わないというか、ささっと物陰に逃げれば見つからないのではないか、みたいな想像が成り立つ感じなのだが。

　これが五メートルとなるとまた印象が違う。

　いかにも『とって喰われそうな』感じのサイズなのが激烈にヤな感じなのだった。

「…………まあ、その」

　千里は表情を引ひき攣つらせながらスズメを見る。

　やたらにまん丸で何を考えているのかよくわからない感じの――まさしく鳥の眼がじっと千里を見返している。本来のサイズだったりするとそれも無垢な感じで愛らしく見えたりするのかもしれないが、それが全長五メートルとなると、もう完全にホラーの世界に突入している。

　まして犬ならまだしも、鳥の類は飼ったこともない千里に、スズメの表情なんぞが読めるはずもない訳で。

「そういうことで」

「ちゅん」

　くるりと背を向けて歩き出す千里。

　ぎくしゃくしながら一歩、二歩、三歩とスズメとは反対方向に歩く。できるだけ相手を刺激しないようにと派手な動きは控えながら――ゆっくりゆっくり。

　そして――

「ちゅん」

「…………」

「ちゅん」

「…………」

「ちゅん」

「…………」

　遠ざからない。

　スズメの鳴き声が。

　いや。むしろ……

「…………」

　何やら頭上が陰ったような気がする。

　気のせいだろう。きっと。

　とはいえ妙に生暖かい空気が背後から漂ってくるかのような気もする。

　これも気のせいだろうか。

　恐る恐る……振り返る千里。

　そして彼は――

「ちゅんちゅんちゅんちゅんちゅんちゅんちゅんちゅんちゅん!!」

「ぎゃああああああああ!?　やっぱりか――ッ!?」

『そりゃもうお約束ですから』といった感じで、当然の如く、猛烈な勢いで襲いかかってくる巨大スズメから全力疾走で逃げ出した。
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「……アジャスタントの接続同調が切れた？」

　怪訝の表情を浮かべて榮太郎が言った。

　アバロン学園都市から彼が貸与されている執務室でのことだ。

　そこで彼は都市管理事務局から、千里とクフィール、テジャス、ミーティアの適合補助者三名との接続同調が一時的に切断された状態にあるとの報告を受けていた。

　報告をしてきたのは都市管理事務局の仮想神格――トリンシアである。

　まさしく人形といった無表情なその少女は、淡々と現状を報告した。

　曰く――大場由々子と逆崎聡の依頼を受けて周防千里が、登校拒否児・星塚暁美の説得に向かったということ。

　曰く――周防千里は星塚暁美の部屋に入ることには成功したが、千里との接続同調が三者共に途切れてしまい、現在、千里との連絡が一切取れないということ。

　曰く――アバロン都市管理法・第十八条三項特則に該当する緊急事態であると周防千里のアジャスタント達は判断、都市管理事務局に申請し、一時的に星塚暁美の部屋のゲート〈ギズモ〉端末管理を解除。具体的には保護結界と錠前の解除。これを確認の後、アジャスタント三名は問題の部屋に突入したとのこと。

「また妙な状況だな」

　榮太郎は腕を組んで言った。

「魔法通信は元々不安定なものかと思いますが？」

　彼の傍らでエーネウスが言う。

「まあそれはそうだが――アジャスタントの接続同調に関する魔法通信は単純で強固なもんだ。まず『切れない』ことを大前提に設定された魔法通信規格だからな。アバロンの中にいる限りまず接続が切れたりはしない。此処は例の〈始し源げん的てき神しん魔ま創そう造ぞう者しや〉能力の解析と応用によって造られた一種の異世界だ――元より魔力濃度に偏差が大きい上、星辰やら地脈やらに影響を受ける『現世』とは状況が異なる。此処は魔法使いの為に魔法が使いやすく設定された世界だ」

　榮太郎は――コツコツと万年筆で机の天板を叩きながら言った。

「だが単純であるが故に想定外の運用状況には弱い」

「……というと？」

「この間の、周防とアジャスタント達の『身体入れ替わり』なんかがその典型だ。規格として単純過ぎるんで、特殊な状況をあまり想定してない。結果、揉め事が起こったりする訳だが――」

「しかし事実としては学生寮の一室に入ったという――それだけのことですよ？」

　エーネウスは小さく首を傾げる。

「もし何らかの形で二重に結界が張られていて、接続同調が切断されていたとしても……一時的とはいえ部屋の結界は解除されていますから、その段階で接続同調は回復していないとおかしいのでは？」

「まあ二重だったらね」

　と榮太郎。

「そもそも部屋にかけられている程度の保護結界じゃ三重にしても接続同調は切れない。結界の重ね掛けだとしたら少なくとも四重。もしくは――」

「もしくは？」

「問題の登校拒否児童のアジャスタントだけどな。ウェルキン・エーデルワイス。ちょっと特殊な機能があるタイプで……その機能を使った場合」

　榮太郎がこんこんと机の一部を万年筆で叩くと――空間に『窓』が開いてずらずらと呼び出された資料が列挙されていく。

「結界じゃなくて、接続同調回線が二重化されちまうというか。周防達の接続同調が切れたのはそれが原因である可能性が高いな」

「二重化……ですか？」

「微妙に説明しにくいんだが――」

　榮太郎は腕を組んで首を傾げる。

「マトリョーシカ人形みたいなというか……卵の中の卵というか。あるいは帯域の重複とでも言うか……」

「……？」

　珍しく要領を得ない物言いに怪訝の表情を浮かべるエーネウス。

「まあ資料を見る限り危険のある機能じゃない」

　榮太郎は肩を竦めて言った。

「ただこのウェルキン・エーデルワイスってアジャスタントが、ちと……自我に乏しいタイプでな。『道具』として見た場合は適性が高いんだが――」

「主の意志を反映しすぎる？」

「そういうこと」

　榮太郎は頷いた。

「まあ……クフィール達が突入したのなら、じきに接続同調の問題は解決されるだろ」

「だと良いのですが」

　あくまでも気楽な榮太郎の物言いに、エーネウスは溜息をつきながらそう応じた。
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　逃げる。逃げる。逃げる。

　千里は必死に全力疾走していた。

　基本的に――人間が最高速度で走れる時間というのはそう長くない。根性だとか気迫だとかそういった精神論とはまったく別の次元で、人間の肉体構造、生理的限界、といったものが厳然と存在するからだ。

　鍛えていない人間なら精々が数秒。

　スポーツ選手ですらも十数秒が限界だ。

　それ以降はどうしても速度が落ちる。

　当然――千里も同じだ。何故か飛ばずにどすどすと跳躍を繰り返しながら追ってくる巨大スズメから逃げ回り続けているものの、次第に速度を落とし、呼吸の乱れに従って、視界もかすみ始める。

　酸素が足りていないのだろう。

「くそっ……どうやって――って」

　なので――改めて解決策が脳裏に閃いたのは奇蹟に近い。

　普段ならごく普通に考えつきそうなことだが、酸素不足で回転数の落ちた脳でそれを思いつくのは至難の業だろう。とにかく『追いつかれない』ことを目的に『速く走る』ことだけを考えていれば出てこない発想だ。

　つまり。

「だああああああっ!!」

　近くにあったマンションのエントランスに、身を投げ出すようにして飛び込む千里。

　だがスズメは変わらず追いかけてきて。

「ちゅんちゅんちゅんちゅんちゅんちゅ――」




　――ごっ。




「ちゅ……」

　その巨体ではどう足掻いても入ることのできない玄関に激突し、よろめいた。

　もっとも、さすがは三歩歩けばそれ以前を忘れると言われる鳥類――三歩ほどよろめいた後には、けろりとした様子で立ち直り、首をくるっと傾げてエントランスの中を覗き込んでくる。

「な……なんなんだ、なんなんだよこれは!?」

　立ち上がる気力もなく、エントランスの床に転がったまま、スズメの方を睨む千里。

「やっぱりここはアバロン――なんだよな」

　神族とか魔族とか魔法使いとか精霊とかが当たり前のようにいる世界だ。

　ならば巨大スズメもいてもおかしくはない。

　だが――

「しかし一体此処の様子は……」

　誰もいない街。

　普通のようでいて普通じゃない世界。

　此処は――一体何処で。

　もし作られたとしたら誰が何の為に作ったのか？

「…………と……とりあえず」

　ようやく呼吸が落ち着いてきたので、千里は身を起こす。

　スズメは相変わらずエントランスの外にいるが、入ってくる様子はない。見た目通りに鳥ならば、実際には羽毛で大きく見えているだけなので、無理矢理エントランスから身体をねじ込んで入ってくることも可能かもしれないのだが――そこまで試す気はスズメにはないようだった。

「奥に回るか何かして……あるいは裏口から」

　そう呟いて千里は背後を振り返る。

　やはり何処かで見たような、ごく普通のマンションのエントランスだ。

　大量の郵便受けが碁盤目状に並んでいて。その横には人影のない管理人室があって。

　奥にはエレベーターが一台。

　そちらを見て――

「……え」

　千里は間の抜けた声を漏らした。

　エレベーターの横。

　今、何階に止まっているのかを示す電光掲示。

　それが――

「……！」

　五階。四階。三階。二階。

　降りてくる。

　誰が……？

「――！」

　もう一度玄関を振り返るがやはりスズメはそこにいる。

　視線をエレベーターに戻すと、階数表示がちょうど『一階』になったところだった。

　ちぃん、とわかり易い音を立ててエレベーターの扉が開く。

　そして――

「なっ……!?」

　このアバロンに移住してきて三週間余り――千里とてもいい加減、非常識な展開には耐性がついてきていた。しかも巨大スズメというインパクトのでかい演し物を見た直後だ。大抵のことには驚かないつもりではあったが。

「……！」

　まるでスナック菓子の袋を破いて開けるように。

　開かれたエレベーターの中から出てきたのは――

「ちょっ……!?」

　見覚えのある顔をした少女の――群れ。

　そう。群れ。

　ざらりと音がしそうな感じでエレベーターの筺の中から出てきたその数、およそ二十。床面積というより空間容積ぎりぎりに詰め込んだのだろう。ごろごろと転がり落ちてくる少女もいて。

　しかも……全員が同じ顔。

「星塚――暁美!?」

　そう。

　それは千里が資料で見せられた引きこもり少女のものだった。
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　同じ頃――

「…………え？」

　クフィール達もまた唐突な状況に対処しきれず呆然とした態を晒していた。

　さすがに千里に比べればクフィールもウーラもそれなりに『非常識』には慣れている。だが厳密に言えば、それは単にクフィール達の常識が千里の常識とずれているから、千里からは非常識に見えるというだけであって……見知らぬもの、見慣れぬものに対して常に的確な対処ができるという意味ではない。

　まさかクフィール達も結界を抜けた瞬間、そこに室内風景ではなく、平凡な住宅街の風景が広がっているとは思ってもみなかった。

　一瞬、空間転移門シフト・ポータルの魔法でも使われたのかと錯覚したが、空間転移の魔法に伴うある種の違和感――これの酷いものを『転移酔い』というが――は感じられなかった。

　つまりアバロン学園都市から彼女等は出た訳ではないのだ。

　ではこの光景は一体どういうことか。

　まして――

「星塚暁美……さん!?」

「誰だそれは？」

　愕然と呟くクフィールに怪訝の表情でウーラが尋ねる。

　一応――名前くらいは事情説明の際に聞いているはずなのだが、元より千里以外にはまるで興味のないウーラは面識もない相手の名前など覚える気がそもそもないようだった。

　とはいえ……

「それはこの中のどれかを指す名前か？」

　とウーラは目の前の集団を指差す。

　そこにいるのは――

「でも……なんで」

　何十人――いや恐らくは百名を超える星塚暁美だった。

　同じ顔。同じ体。同じ服。

　まるで合わせ鏡のように、全く同じ姿をした少女達がずらりと大量に並んでいるその光景は……見方によっては壮観とも言えた。マス・ゲームを見ているかのような感覚である。

　ただし周りの風景が風景である。

　何の変哲もない――『普通の』住宅街風景のど真ん中。

　そこに同じ顔をした少女達が大量に居並ぶ姿は奇怪を通り越して最早、滑稽とも言える異常さだった。

「……！」

　反射的にクフィールは背後を振り返る。

　だが数秒前に彼女達が越えてきた『壁』――虹色に揺らめく結界面は何処にもない。

　後退しようにも何処が『後ろ』かすらもうわからない状態だ。

「クフィール」

　ウーラが僅かに身を沈めて猫足立ちになりながら言った。

「悠長に背後を振り返っている場合ではないぞ」

「がぅっ!?」

　慌てて視線を正面に戻すクフィール。

　二人の正面では――

「…………」

　星塚暁美達が無言で前進を始めていた。

「ど……どうしましょう？」

「相手の出方次第だが――」

　ウーラは軽く身構えてはいるものの槍と盾を殊更に構えては――明らかに戦闘状態とわかる体勢をとっては、いない。この辺りは戦士武士というよりも狩人の心得に近いのだろう。相手の出方がわかるまでは迂闊に刺激しないという考え方だ。

　だが――

「…………あの」

　近付いてくる暁美達に向けてクフィールが言った。

「突然すみません。私達怪しいものでは――」

　と言いかけて。

「ないこともないのかもしれませんが」

　まあいきなりメイドと蛮族女戦士の組み合わせが部屋に乱入してくれば『怪しくない』と言っても説得力は微塵もない訳で。さすがにその辺はクフィールも千里との付き合いでそろそろ『一般人』の常識を朧気ながら把握しつつあった。

「敵対するつもりはないっていうか、御主人様さえ返していただければ……」

「…………」

　暁美達からの返事はない。

　無言で彼女等はさらに近付いてくる。

　その距離――既に十メートル。

「そこで止まれ」

　先頭の暁美達がその十メートルを割り込む一歩を踏み出した瞬間、ウーラは低く――しかし有無を言わせぬ強い口調でそう命じた。

「それ以上の接近は攻撃とみなす」

　ほとんど宣戦布告も同様の台詞である。

　だが……暁美達は止まらない。

「……これって……やっぱり戦わなきゃいけないんでしょうか……」

「恐らくな」

　囁ささやくように尋ねるクフィールにウーラが至極落ち着いた様子で答える。

　異様な状況ではあるが二人共に動揺や恐慌の兆候はない。クフィールが何処か気弱げでおずおずとした喋り方なのはいつものことだし、ウーラはウーラであまり喜怒哀楽の表現が豊かな方ではない。

　だが二人の落ち着きぶりに構わず暁美達は近付いてくる。

　しかも――

『なんですかこれっ!?』

　と――不意にウーラの側頭部に括り付けられたテジャス人形が、ばたばた激しく四肢を動かして暴れながら言った。

『星塚暁美さんが！　たくさん！　一人二人三人四人――ああもうたくさん！』

「……向こうも同じか」

　テジャス人形が暴れるのが鬱陶しいのか、僅かに顔をしかめながらウーラが言った。

「まだその接続同調とやらは繋がらないのか？」

「はい……すみません」

「むう」

　唸うなるウーラ。

「御兄様の安否が気に掛かる」

「はい」

　そんなことを言っている間にも暁美達との距離は詰まっていく。

　三メートル。二メートル。一メートル。

　やがて手を伸ばせば触れられる距離になった。

　若干――クフィールの方が前に出ていたからだろう。暁美の一人がクフィールに向けてすっと両手を掲げて。

「がぅ!?」




　どんっ！




　殴るのでもなく。叩くのでもなく。

　ただ単純に――突き飛ばした。

「…………」

　さすがにそう来るとは思っていなかったクフィールは、よろよろとよろめいてその場に尻餅をついてしまう。

「……？　がぅ？」

　訳がわからず目をぱちくりさせるクフィール。

　そして――

「何を――」

　と言いかけたウーラにも暁美達の掌が向けられる。

「…………む」

　先はああいったものの、武器も持たない相手に槍を向けるのにも躊躇ためらいがあったのだろう。ウーラは身を守るように盾を前に出し――




　どんっ!!




　数名の暁美達が一斉に掌を突き出してきた。

　いくら生きつ粋すいの戦士にして武士といえどもウーラは生身の人間である。特に呪術だの何だので強化していない状態ならば、その腕力脚力はあくまで常識的な人間の範はん疇ちゆうにおさまるものだ。

　故に五人がかりで一斉に突き飛ばされれば堪えられるはずもない。

「ぬお!?」

　さすがに尻餅をつきはしなかったが、盾を掲げたままウーラは三歩ばかり後退した。

「これは――」

　別に致命的な攻撃ではない。

　怪我もなければ苦痛もない。

　しかし…………

「ウーラさん……」

　クフィールが立ち上がって辺りを見回しながら言う。

　気が付けば――彼女等を囲むようにして星塚暁美の『海』が広がりつつあった。

　恐らく真上から見ればまるでこぼれた水が広がるようにも見えたことだろう。何処かから湧いて出るのか、それとも分裂したのか――じわじわと気が付けば倍以上に増えた暁美達が、ひしひしと押し寄せながらクフィール達を取り囲もうとしている。

「『真綿で首を絞める』という言葉があるが……」

　クフィール共々、体たい捌さばきで突き出される掌を躱かわしながら、ウーラは言った。

「これでは……」

　一人一人は脅威でも何でもない。

　また武器を持っている訳でもない。

　蹴ったり殴ったりしてくる訳でもない。

　ただ――突き飛ばしてくるだけ。

　だがそれが全方位から何百人という相手にされた場合はどうなるか……？

　方位が狭まれば体捌きで躱すとか躱さないとかいう問題でもなくなる。

　星塚暁美という『圧力』がいずれクフィール達を押し潰すだろう。

　突き出される無数の掌。

　掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌。掌――

「まずいな」

「がぅ……」

　今や――クフィールとウーラは星塚暁美の『渦』に呑み込まれつつあった。





●　●　●






　前門の少女達。

　後門の巨大スズメ。

　――と書くとまったく緊迫感がなかったりするが。

「どーすりゃいいんだ……」

　周防千里は追い詰められていた。

　元々そう広いエントランスではない。

　精々が十五平米といったところか。少なくとも二十人余りの人間がいれば息苦しさを感じる程度の空間である。

　しかも――女の子とはいえ同じ顔をした連中がうようよしている訳なので、圧迫感を感じないはずがない。

「…………」

　じりじりと少女軍団の圧力に追われて、千里は入り口近くまで後退せざるを得なかった。まだ何をされたわけでもないのだが……元より『群れ』や『集団』というものは真正面から相対すると筆舌に尽くしがたい迫力を感じてしまうものだ。

　とはいえ――

「――ちゅん」

　とスズメも外で待機中なので外へ逃げる訳にもいかない。

　これでもし少女達が敵意を以て千里を攻撃でもしてくれば――どうなるか。相手は素手の少女とはいえ十人掛かり、二十人掛かりとなれば、千里などあっという間に取り押さえられてしまうだろう。

（どうする？）

　自問してみても答えが出るはずもなく。

　そもそもこの状況が一体何なのかさえわからないのだ。

　そんな時――

「…………誰？」

　一瞬――千里は反応できなかった。

　別に理由はないが、少女達が喋ってくるとは思ってもみなかったのである。

　同じ顔が並んでいるせいか、彼女等は集団として見るとまるでアリかハチのような印象があって……もっと言えば大量生産の人形に通じる雰囲気もあって、誰かと会話できるような自我とか自意識とか、そういうものがないように見えたのだ。

　勿論これは何の根拠もない思い込みに過ぎない訳だが――

「あなたは、誰？」

　さらにもう一度、問いが投げ掛けられる。

　口が動いていることから、少女達の中の一人が――千里から見て真ん中の真正面に立つ一人が問うているのだとわかった。もっとも一瞬でも眼を離せば、もう誰が喋ったかなどわからなくなるだろう。瓜二つどころかまったく同じ顔なので、本当に見分けがつかないのだ。

「誰って……いや、周防、千里だけど」

「周防千里。誰？」

　とさらに重ねて尋ねてくる星塚暁美の群れの――誰か。

　あるいは他の少女達が特に異論を唱えないところを見ると、この問いは星塚暁美達の総意ということか？　あるいは大量にいるように見えても意思は一人分しか存在しないということか？　あるいは群体のように全員の意識が集まって一つの意思を形成しているのか？

　考え出すときりがないが――

「その前にお前……」

　とりあえずぐるりと周囲を見回して尋ねる千里。

「星塚暁美か？」

「そう」

　応えはまるで轟音のようだった。

　全員が一斉に肯定の声を発したからだ。

　寸分の狂いもない瞬間タイミングと口調と声音と声量。だが少女達の位置が微妙に異なっているのと――周囲の壁に反響した分もが同時に千里の耳に飛び込んできた為、声に微妙なズレが生じ、その結果やたらと分厚い、まるで潮騒の如き音として聞こえたのだ。

「私は星塚暁美」

　少女達は言った。

「どいつが、星塚暁美なんだ？」

「私が」

　これまた全員が斉唱。

「あ……そう」

　千里は辟へき易えきしながらも頷く。

　この問いは堂々巡りになりそうな気がしたので千里は敢えて追及するのを諦めた。

「俺は周防千里。アバロン学園高等部普通科一年――って言えばわかるか。星塚暁美のクラスメイトだ。つっても、俺が入学してきた時点で、もう星塚暁美は――」

　登校拒否。引きこもり。

　迂闊な言葉は相手を無意味に刺激する。

「学校に来てなかったからな。面識はねえけど」

「…………」

　少女達は無言。

　千里はのしかかる沈黙に追い立てられるように口を開いた。

「あ……だからな。その、学級委員の逆崎聡とか、教師に頼まれてな。あんたが全然学校にでてこねえから、様子見てきてくれって」

「…………」

「そしたらバリケードは作ってるわ、結界は敷いてあるわ、勿論電話だの何だのもまるで通じないわ。中で病気になったりしてたら大変なんでな、悪いと思ったけど入り込ませて貰ったんだよ」

　と千里は説明する。

　正直、中で病気云々は相手を逆上させない為の言い訳だが――まったくの噓という訳でもない。少なくとも聡や大場教師はその辺りのことを心配して千里を様子見にやらせたのだろう。

　だが……

「だからまあ――その。話がしたいんだが」

「…………」

　少女達はやはり無言。

　代わりに――

「――って。おい!?」

　少女達が一斉に近付いてくる。

　全員が全員、両手を真っ直ぐ前に伸ばして近付いてくる様は、飛び跳ねてこそいないが、中国産ゾンビキヨンシーを彷彿とさせる異様な光景だった。




　――どんっ。




　少女達に突き飛ばされて千里は思わずたたらを踏むようにして後じさる。

　だがさらにそんな彼を追うようにして星塚暁美達は近付いてきて、さらに突き飛ばしてくる。

「ちょっと待て！　俺は――」




　どんっ。どんっ。どんっ。




　千里が口を開いてもまるで構わず少女達は彼を玄関口へ――スズメが待つ外へと押し続けていく。逆らおうにも相手はおよそ二十人。千里一人が暴れたところで逆らえるはずもなく、千里は瞬く間にエントランスから押し出され――

「おわっ!?」

　そこで彼は堪えきれずに姿勢を崩した。

　それでも何とか踏みとどまろうとしたところをさらに突き飛ばされ――千里は摑まる先を求めて反射的に手を伸ばし……そして指先が触れたものをそのまま握りこんだ。

　そこにいた……星塚暁美の手を。

「……！」

　そう強い力で引っ張った訳ではない。だが相手は少女だ。千里が比較的小柄と言っても、体重で言えば千里の方が上だろう。突き飛ばされた際の慣性も働いている。

　なので――

「うわっ!?」

「…………！」

　千里と――そして彼に一番近い場所にいた為に巻き込まれた星塚暁美は、縺もつれ合あうようにして地面に転がった。

「……ととっ!?」

　のしかかるようにして上から覗き込んでくる巨大スズメに思わず身を固くする千里。

　だが――

「…………」

　ふと空気が変わった。

「――え？」

　ざわりと少女達が息を呑む気配が伝わってくる。

　少女達は一様に見つめていた――千里に抱きすくめられるようにして共に転がる自分達の仲間の一人を。

「あ――」

　千里が自分達の体勢に改めて思い至ったその瞬間。

　一緒に転がっている星塚暁美の顔色が――蒼くなり白くなり最後に赤くなって。

　そして……

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああ――ッ!!」

　物凄い音量で悲鳴を上げた。

　しかも――

「ちょっ……」

『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ――ッ!!』

　一瞬遅れて他の少女達までが悲鳴を上げるものだから、それはもう轟音というよりも爆音で――やかましいことこの上ない。

　でもって――

「おかされる――ッ！」

「ひ……人聞きの悪いことを言うな！」

　と咄嗟に叫ぶ千里。

　だが――

「……！」

　そこで彼は気付いた。

（星塚暁美。全員が星塚暁美。ってことは――）

　先程の少女達の台詞を脳裏に浮かべる千里。

（ひょっとして……）

　十人二十人に分裂して見えているだけで中身は一緒――というか全員が繋がっているとしたら。

（――ってこんな発想になってる時点で、アバロンに毒されてんな、俺も！）

　そんなことを考えながらも、千里は反射的に緩めかけていた腕に敢えて力を込める。

　より強く暁美を抱き締める形だ。

　少女達は――

『ひっ……!?』

　悲鳴を喉の奥で詰まらせた。

　今以上の音量で絶ぜつ叫きようされたらどうしようかという不安が脳裏を過よぎったりもしたのだが、とりあえずは鼓膜がやられる心配をせずに済むようだった。

「動くな！」

　千里は喚いた。

　彼の腕の中の暁美が身を強こわ張ばらせ――同時にびくりと少女達が震えて凍り付く。

「動けば――ええと」

　普通は人質が死ぬぞとか言うのだろうが。

　生あい憎にくと千里は素手である。

　それに――

（こいつらの感覚がどうなってるのかはわからねーけど……）

　死や痛みへの恐怖は自分の肉体に直結したものだ。

　だが、もしその肉体が大量に分散していた場合――一人の人間が大量の人間に分裂とかしていた場合、どうなるのか。例えば一人が死んだ場合は全員が死ぬのか。それとも『ちょっと怪我をした』という認識になるのか。

　正直――千里にはわからない。

　だがその一方で、羞しゆう恥ち心しんという感情はもっと複雑なものだ。

　例えば全裸の写真。例えば全裸の映像。それは自分の肉体とはまったく物理的に切り離されたもののはずだが、自分の裸は裸で――それを見られることには誰もが羞恥を感じる。

　では星塚暁美のように分身していた場合はどうなる？

　例えばその内の一人が男に組み敷かれて裸にひん剝かれた場合は？

「ええと――」

　焦りながらも千里は思いつくままに怒鳴った。

「とにかく動いたら、こいつになんかするぞ！」

「な……なんか？」

　抱きすくめられた暁美が恐る恐る尋ねてくる。

「なんかって……？」

「いや。あの――」

「エッチなことね!?　いやらしいことなんでしょ!?」

「そ……そうだ！　そんな感じだ！」

「酷いわ変態！　色情狂！　強姦魔！　品性下劣！」

「いきなり初対面の相手を集団で突き飛ばすような奴に言われたかねえよ！」

「じゃあいやらしいことはしないっていうの!?」

「大人しくしてればしねえよ！」

「エッチなこと一つできないなんて、不能！」

「エッチなことされたいのかされたくないのかどっちだてめーは!!」

　喚く千里。

　とりあえず当初の衝撃シヨツクからは回復したのか――じりじりと近付こうとしていた少女達に向けて彼は怒鳴った。

「動くなてめーら！」

「…………」

「とにかく――こんな所で訳もわからず殺されるくらいなら強姦魔になる方がまだマシだからな！　動いたら、ええと、ええと、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいよーなエロいことをしてやるからな!?」

「ひいっ!?　ぐ――具体的にはどんな!?」

　とりあえず暁美はエッチ系のネタに弱いらしい。

　ある意味でテジャスの対極のような存在である。

　故に――

（……ええと）

　テジャスの言いそうな単語を色々頭の中で並べてみる。

　筆舌に尽くし難いと言ったばかりだが、具体的なことを言わないとやらしくも何ともない訳で――

「まず服を破いて！　それから、し――下着も破いて！　でもって●○●○を■□■して！　そ、その後におもむろに、じっくりたっぷり△▲△し！　さらには無理矢理☆★★☆ッ!!　（有害指定を免れる為に一部伏せ字でお送りしております）」

「ひいいいいいいいいいいいい!?」

　ざざざざっと揃って少女達が後方に引く。

　状況が状況とはいえエロトークでここまで女の子に引かれると、それはそれでいたたまれないものがあるが――背に腹は替えられない。

（……って。なんで俺がこんなことを……）

　怯おびえる少女達を前に――思わず『とほほ』と呟きたくなる千里であった。
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「……さすがに部屋の中までは透視できないですね」

　由々子は言った。

　あらかじめ夕食用にと用意してあったクリームパンと紙パックの珈琲牛乳で侘わびしめの夕食を摂りながらのことである。その気になれば弁当は勿論、満まん漢かん全ぜん席せきだって用意できるはずなのだが――あらかじめ料理を作っておいて符や術で存在そのものを封じておけばかさばらないし、いつまでもできたてである――『張り込みのごはんといえばこれですよね』とわざわざ探して買ってきたのである。

　まあそれはさておき。

　彼女の眼鏡には相変わらず第三学生寮が――その廊下が映っている。

　千里が中に侵入し、更にクフィール達アジャスタントが強行突入してからおよそ十五分。

　部屋の外からは何の変化もないように見える。

　少なくとも開け放たれたままの扉からは、相変わらず虹色に揺らめく『壁』が見えているし、少し光を屈曲させて別角度から眺めてみても、窓の方――つまりはテジャス達が突入したベランダ側――も同じだった。

　窓の代わりに貼り付けたかのように、虹色の平面がそこにある。

　まるで虹色の巨大な風船を部屋一杯一杯に膨ふくらませたかのようにも見えた。

「あの虹色の結界が何なのか……通常の〈学園〉基準の結界ではないですよね？」

『そうだな』

　傍らに浮かんでいる少女の幻像が応じる。

「何か別のものが結界の代用として機能している……といった感じですけれど」

『正確なところは、さすがに直接見なければわからん』

「…………」

　由々子はふと傍らに置いてあった紙束を手にとる。

　それは『星塚暁美』の関連資料だった。

　ただし千里に渡されたものより数段は内容が細かい。いわゆるプライバシーに踏み込むような内容である。身長体重学歴といったものだけでなく、知人友人から得た証言や病院の診察履歴までが可能な限り子細に記されている。

「……この子」

　首を傾げ――改めて確認するように由々子は言った。

「この星塚暁美という生徒は、我々の工作の結果、適合不全を起こしたのではないのですよね？」

『元々、一般社会においても問題を抱えていたようだな。有あり体ていに言えば元々引きこもりの登校拒否児童だったようだ』

　由々子の手元の資料には、星塚暁美が一般社会においても不登校状態にあった事実が幾つも示されていた。友人の証言。教師の証言。医師の証言。その他諸々。

　まだ義務教育だということ、そして不登校期間が比較的短く、学校側が面倒を恐れて書類を操作した結果、星塚暁美は単に長期休学扱いとなり、留年することもなく、卒業している。世間体を重んじた両親もその処置を受け入れていた。

「どうしてこんな子を被験体に選んだのかしら……？」

　首を傾げる由々子。

　アバロン計画推進派はできるだけ今回の実験で良い結果を残したいはずである。

　ならば元々問題のある候補者は真っ先に弾かれるべきではないのだろうか。

『多様性の問題だろう』

　少女はつまらない事実を告げるかのように、素っ気ない口調で言った。

「えと。つまり……変わり種を集めようってことですか？」

『極端なケースを集めて結果的に平均化されるデータと、標準的なケースを集めて元より平均値しか出ないケース。実験としてより得られるものが多いのは前者だ』

「でも……」

　元より引きこもりや登校拒否といった状態の学生というのは被験体としては極端に過ぎないだろうか。

『多分に推測が混じるが……』

　と言い置いて少女は言った。

『恐らく『此処ではない何処か』を望んでいる者の方が、より適合しやすいと思ったとも考えられる。一般社会が嫌いなら、むしろ、すんなりとこの『一般社会でない』アバロンに馴染む可能性が高い――と』

「ああ……」

　由々子は溜息をつく。

　彼女は力のない微苦笑を浮かべて言った。

「計画を執り仕切る人達が――達人アデプト級の魔法使い達が考えそうなことですね」

　そして呟くように付け加える。

「…………なんて……傲慢な」

『…………』

　少女の幻像は無言。

　ただわずかに眼を細めただけだ。

　そんな相手の反応を知ってか知らずにか――

「持てる者は――」

　由々子は淡々とした口調で言った。

「持てない者の気持ちがわからない。強者は弱者の気持ちがわからない。だからそういう何処かずれた考え方になってしまう……」

　そこまで言って。

　少女の幻像が浮かべる表情に気付いたのだろう。

　由々子ははっとして身を強張らせた。

「あ、あ、いえ、その――」

『…………』

「ミュ、ミュセ様は違いますよ!?　ミュセ様は――別にミュセ様のことを言った訳ではなくて！　あの、その」

『わかっている』

　ミュセと呼ばれた少女の幻像は皮肉げな表情を浮かべて言った。

『さもなくば反対派なんぞやってはおらん。私もお前もな』

「…………あ」

　由々子は眼を瞬かせる。

『とはいえ』

　ミュセはにたりと笑って言った。

『お前にとって達人級と言われればまず私が頭に思い浮かぶのも仕方あるまいよ』

「ご――ごめんなさい！」

　由々子はひどく慌てた仕草で頭を下げて。

「ぴぎゃっ!?」

　近くにあったペントハウスの壁に額を激突させて悲鳴を上げる。

『…………』

　きゅう――ととてもわかり易い声を漏らして気絶する由々子を眺めて、ミュセと呼ばれた魔女の幻像は長々と溜息をついた。
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　まるで質たちの悪い冗談か――さもなくば悪夢のようだと千里は思った。

　星塚暁美の一人を人質にとって他を下がらせたは良いが、マンション前の路上やエントランスでは落ち着くこともできない。相変わらず巨大スズメはそこにいて何を考えているのかよくわからない眼でじっと千里を見つめていたからだ。

　そこで千里はマンションの上に上がって片っ端から部屋を調べていった。

　何処か腰を落ち着けて星塚暁美と話ができる場所を探したのだ。

　ところが。

「金太郎飴じゃねえんだから……」

　どの部屋の扉を開けても同じ内装だった。

　しかもマンションの各戸の扉を開くと――そこには玄関がなくて、そのまま個室に直結しているのである。同じ造りなどという次元の話ではない。家具の配置から、カーテンの柄、本棚の本の並び、果ては机の上に置かれているペンの位置まで複写したかのようにまったく同じなのである。

　だが佇まいそのものは普通だ。

　やや地味な印象が強いが――ごく普通の女の子の部屋といった印象である。

　つまり……

「このマンションの中、全部、お前の部屋か……」

　とりあえず七つ目の部屋を確認した時点で千里は他の部屋を見て回る気力を完全に喪っていた。恐らく最低でも二十戸がこうした部屋になっているのだろう。

　千里は七つ目の部屋に暁美と共に入ると鍵を掛け――そこでようやく彼女を放した。

「…………」

　暁美は慌てて部屋の反対側にまで走って逃げると、そこで壁に背中を預け、それに沿ってすとんと腰を下ろす。

　上目遣いに彼を見つめるその眼は――まるで怯えた猫のようだった。

　まあこれまでの成り行きを思えば、当然の反応だが、それだけではないような気もする。恐らくこの少女は千里だけでなく誰に対しても同じ反応を示すだろう。

「……つか」

　千里は窓の外に視線を向ける。

　そこには巨大スズメがベランダの手摺りを大きく撓ませながらとまっていた。

「要するにこの世界――人間は、お前だけが住んでるのか」

「…………」

　暁美はじっと千里を睨んでいるだけで答えない。

　千里は改めて部屋の中を見回した。

　本棚を見るとその人の人となりがわかるというが――星塚暁美の本棚には割りと漫画がたくさん入っていた。少女漫画が多いが少年漫画も幾つかシリーズが全巻揃っていたりする。

「最初に言ったけどな。俺は元々お前に危害を加えようとかそういうつもりはないんだよ。学校の先生と学級委員に頼まれて様子を見に来たんだが、何だかバリケードみたいなのができてて尋常じゃない雰囲気だったんで、気になって強引に入り込んだ――そんなところだ。勝手に入り込んだ点については謝るよ」

「…………出てって」

　頑かたくなな口調で暁美が言った。

「何か嫌なことでもあったのか？」

　構わず千里は言った。

　今一つ会話が嚙み合わないのはわかっている。千里としては言うべきことを一通り言えば暁美の要望通り退散するつもりではあった。

「俺は最後に来た生徒だからな。細かいことはしらねーんだけど――」

「出てって」

「此処に来た初日に部屋に引きこもって、そこから出てこないって話だよな」

「出てって」

　繰り返される拒絶の言葉。

　ふと千里は気付く――あの星塚暁美達の行動。

　あの身も蓋もない突き飛ばしは……攻撃でも何でもなくて、単に、自分の『世界』に入り込んできた異物に出て行って欲しかったが故の行動なのかもしれなかった。

「御狩谷って先輩に聞いたよ。割りとお前みたいなの、いるのな」

「…………」

　ぴくりと暁美の表情が動く。

「このアバロン学園都市島に馴染めなくて引きこもっちゃう奴って結構いるって話だけど――」

「……なのよ」

「え？」

　ぽつりと漏れるようにして聞こえた暁美の返事に千里は眉を顰める。

「なんだって？」

「どうして貴方あなたは平気なのよ。こんな――こんな気の狂いそうな場所で」

「……いや。どうしてって言われてもな」

　千里は人差し指で頰を掻く。

「むしろ……」

　恨めしげに千里を睨み据えながら暁美は口を開いた。

「私は貴方に聞きたいくらいよ。どうしてこんな異常な世界が、貴方、平気なの？」

「…………」

「私達が今まで生きてきた世界の常識が全部否定されるのよ？　何が本当で何が噓かなんて、わからないじゃない！」

「それはそうだけど」

　確かに――と千里は苦笑する。

　此処は魔法使い達が造った世界。

　自分達の常識なんぞまるで通用しない。

　何が本当で何か偽物なのかも判然としない。魔法使い達がその気になればいくらでも千里達のような一般人を騙すことなど可能だろう。

　というか――そもそもこのアバロン学園都市島自体が幻影でないとも限らない。

　全ては事故で植物状態になった少年の見ている夢……昔、そんな風に都市伝説として囁かれた某漫画の最終回が千里の脳裏を過る。

「そもそも……」

　暁美はまるで今まで我慢していた不満を一気に吐き出すかのように言った。

「その気になったらここの連中、私達を指一本で殺せるのよ？　そんな場所に本気で貴方いられると思ってるの？」

「……まあ確かに俺も此処から出て行きたいって思った口なんだけどな」

　と千里。

　実際……彼は来た当日にこの非常識な魔法都市からの脱出を試みている。

　結局それは諸々の理由からできないとわかってからは、一応、この無茶苦茶な世界で学生として生活している訳だが……

「でも無理でしょう？」

　勝ち誇るように暁美が言う。

　そんな彼女をしばらく眺めてから――

「試したのか？」

　千里はそう尋ねた。

「……え？」

　千里の言葉に暁美は一瞬――怯ひるんだ。

「試してみたか？」

「え？　な――何を？」

「出て行くのを……さ」

「…………」

　黙り込む暁美。

　その様子を見て――

（あー…………やっぱりか）

　千里は内心で呻いた。

　似ている。よく似ている。

　かつての千里自身に――だ。

　引きこもりの原因が何でもかんでも同じという訳ではないだろう。

　十人の引きこもりがいれば、十人の事情があるのだろう。だがそれでも何処か同じ行動に出る者達には共通めいた心理が働いているのだろうし――何よりこの少女の姿を見ていると、何処が、という訳ではないにしても、昔の自分と似たような何かを感じる。

　逃げる為の理由を探している。

　世界と対面しないことの理由を常に探しているのだ。

　だが――

（…………別に、俺専用って訳でもねえんだろうしな）

　ふと千里は財布に入れたままの『願い事が叶う券』のことを思い出す。

　薫達との会話のこともあり、千里はあまりこの『願い事が叶う券』について過度な期待は掛けないようになっている。ただし、先に榮太郎に確認している以上、コレを使って特定生徒の学籍を消すことはできるはずだった。

　これを使えば、暁美を外の世界に帰すことはできるだろう――が。

「なあ。お前さ」

「…………」

　再び黙り込んで自分を睨んでくるだけの暁美に千里は溜息混じりに言った。

「お前、ひょっとして一般社会でも引きこもってたりしないか？」

「…………」

　暁美は答えない。

　だがその表情がわずかながらも引き攣ったことを思うと当たりであるようだった。

「やっぱしか」

　溜息をつく千里。

「怖いんだよな」

「…………」

　やはり暁美は無言のまま。

　千里は――構わず続けた。

「誰が何を考えてるかわからなくて。誰が陰で自分の悪口言ってるかわからなくて。誰に嫌われてるかわからなくて。その内、誰もが悪意てんこ盛りになってるような気がしてきて。気が気でないんだろう？　自分が背中を向けたその瞬間に、世界中の誰もが自分の『敵』になってるかもしれないと思うと」

「……！」

　息を呑む暁美。

　そんな彼女を――むしろ千里は哀れむような気持ちで見つめながら言った。

「考え出すと止まらないんだろう？　怖くて面倒臭くて、もう考えても考えてもどうにもならなくて――だからいっそ人付き合いなんて全部なくしてしまった方が気楽だとか考えたんだよな？」

「なんで――」

「俺も引きこもってたからだよ。昔、一般社会でな」

「…………！」

　絶句する暁美に千里は言った。

「俺も思ったよ。こんな街があれば良いなってな」

　自分以外は誰もいない世界。

　対立構造が存在しない世界。

　そもそも『敵』と成り得る他者が一人もいない――しかし自分自身が生きていくには必要な諸々が完全に揃っている、何処までも都合の良い世界。コンビニには店員もいないのに常にものが揃っていて。街は明るく綺麗だが誰も他人はいなくて。

　そんな――

「貴方は……」

「だからな」

　千里は深い溜息をついて言った。

「別に俺はお前を馬鹿にしたり罵倒したりしにきた訳じゃねえよ。そんなこと、できた義理じゃねえからな」

　言って千里は肩を竦めた。
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　数は力だ。

　人は少数精鋭だの一騎当千だのという言葉に弱いが……これはあくまで特殊な事例であり、何時如何なる場合でも成り立つ話ではない。特に戦いとなれば物量を揃えた方が勝つのは古今東西諸々の戦史を紐解けばすぐにわかる。少数で戦局を覆してみせるのは劇的なので、目立つ――人々の意識に残りやすいというだけのことでしかない。

　実際……

「がぅううううううう!?」

「ぬうっ――面妖なっ!?」

　クフィールとウーラは大変に苦戦していた。

　共に星塚暁美個人ならばいくらでも倒すだけの技と術と力がある。実際……ウーラは何度も何度も当て身で押し寄せる彼女等を昏倒させていたし、クフィールはひたすら踏ん張って暁美達の『突き飛ばし』攻撃に耐えていた。

　星塚暁美達――彼女等、個々人は非常に弱い。

　ウーラから見れば技も何もあったものではなく、足運びも体捌きもまるで駄目。その証拠にちょっと槍でつついて体勢を崩してやれば、勝手に転ぶし、その転んだ仲間に引っかかってさらに他の星塚暁美も転ぶ。

　戦闘能力という意味ではまるでお話にならない。

　だが――数が数だ。

　転がそうが投げようが引き倒そうが……すぐに復活してくる上に、元々その数が尋常でない。最初にクフィール達が相対したのは百名余りだが、いつの間に増えたのか、気が付けば二人は星塚暁美の『海』の中に溺れるかのような状態だった。

「くっ…………」

「だ、大丈夫ですかウーラさん!?」

「心配無用。しかしこれは――」

　クフィールはさておき、ウーラは相手が女の子だからと言って手加減を思い出すような性格ではない。必要とあれば彼女は一瞬で暁美の首を刎ねることもできた。

　だがそれでも武器を持っていない相手を傷つけることを良しとしないサムライ的な考え方と……さらには頭の片隅に何処か『千里の同級生』という認識が引っかかっていて、彼女に殺傷を躊躇わせていたのだった。迂闊に殺せば千里が怒るだろうというくらいはウーラにもわかる。

「きりがないな」

　などと呟きながらウーラはとりあえず星塚暁美の『波』を盾でさばき、時に槍の石突き部分で突き飛ばし、あるいは薙なぎ払はらうことで対応し続けている。何度かは当て身も試してみたが、何しろ相手の数が多いので、いちいち微妙な力加減を意識せねば使えぬような『技』を用いている場合ではないのだった。

「ええい……！」

　ウーラは焦れた様子で槍を振り回して一旦、星塚暁美の群れから距離を確保すると、盾を背中に吊って、槍を両手で持ち直した。

「伽が藍らん堂どう流りゆう兵ひよう法ほう奥おう義ぎをこのようなモノ共に使うのも業ごう腹はらだが」

　だん！　と一際強い踏み込みと共に槍を――石突き部分を前にして――突き出す。

「〈弦げん月げつ〉！」

　槍の一撃は襲いかかってきていた星塚暁美の胸部を突く。

　動きそのものはむしろ緩やかで、事実、槍は星塚暁美の胸にほとんど食い込むこともなかった。

　代わりに――星塚暁美が吹っ飛んだ。

　伽藍堂流兵法奥義〈弦月〉。

　基本、伽藍堂流兵法は肉体から生じた震動を動きに乗せて増幅し、相手に叩き込むことで、単なる打撃以上の効果をもたらすものだ。そしてその中には特殊技――つまり単なる殺傷以外の効果を狙ったものもある。

〈弦月〉はその一種だ。

　特定周波数で絞り込まれた震動波が槍を媒介として相手の身体に流し込まれ、反射的な緊張を利用して、強制的にその筋肉を収縮させる。結果――技を掛けられた相手は、全身の筋肉を急速に収縮させて自ら跳ね飛び、一種の引きつけのような状態を起こして気絶する。

　要するに極めて高度な当て身技だ。

　ただし……見た目はとにかく派手である。

　何しろぽんと槍で突いただけに見える相手が場合によっては三メートル近く後ろ向きに跳ね飛ぶのである。全身の筋肉をまとめて使えば誰でもその程度の距離になる。だが恐らく傍目には何か物凄い力が炸裂したようにも見えているだろう。

　ウーラはこれで星塚暁美達が怯んでくれることを期待した。

　派手な技で一人倒せば、少しはこの押し寄せる星塚暁美の『圧力』も緩むのではないかと。

　しかし――

「むっ……!?」

　眉をひそめるウーラ。

　二メートル以上を跳んで〈弦月〉を喰らった星塚暁美が、他の星塚暁美の上に落下――そのまま海に沈むかの如く見えなくなる。

　だがそれだけだ。

　他の星塚暁美達に怯んだ様子はない。

　それどころか気絶した星塚暁美は、他の星塚暁美に踏み潰されていないか……？

「駄目か……こ奴等、既に正気ではないのか？」

　あるいは、髪の毛の一本や二本が抜けても人は死なぬように――一人二人がどうにかなっても総体としての星塚暁美には影響がないのか。

「埒らちがあきませんね……」

　ひたすら耐えることを選んだクフィールは既に半ば以上、星塚暁美達にもみくちゃにされている状態である。元々頑丈な上に基礎体力の高い彼女だからこそ耐えていられるものの、普通の人間であればとっくに無数の掌が突き出される圧力で、あちこち――特に肋骨あたりを骨折していてもおかしくはない。

「これで通じなければ殺すしかないが――」

　とウーラが顔をしかめる。

　いや。しかし殺したところで星塚暁美達の動きが止まる保証はなく――さらには彼女等の数が有限である保証もない。ウーラも、そしてクフィールでさえも、体力は無限ではないのだ。

　かといって助けを期待できる状況でもない。

『まるでコミケ最終日東館壁際のよう！　男津波ならぬ女津波ですけど！』

　うるさいので先程から無視しているが、ウーラの頭部に括り付けられたテジャス人形は先程から悲鳴ともボケともつかぬ声を発し続けている。

　状況はどうも同じであるらしい。

　いやそれどころか。

『ああ……これはこれで……！　この身動きできそうでできない緊迫感というか拘束感というか……ああああ……もしこれが女の子ではなく御主人様であった場合……あああ』

　とミーティアは全く役に立たない様子だ。

　まあドＭの彼女にとってこの状況はむしろ気持ち良いものなのだろうが――

「埒があかん」

　ウーラが呻くように言う。

「あの………」

　いよいよ星塚暁美達の中に沈没しかけながらクフィールが言った。

「一つ提案が……」

「なんだ。言ってみろ」

「逃げちゃいましょう……」

　クフィールは言った。

「逃げる？　三十六計逃げるに如かず、とは申すが――どうやってだ？」

　見渡す限りに星塚暁美の群れ。

　どっちを向いても星塚暁美。

　跳躍すればこの『海』からは一瞬逃れられるが、着地する先も恐らくは『海』だ。状況は何も変わらない。

　しかし――

「こうやって……」

　とクフィールは言いながら目の前の星塚暁美を――その襟首を摑んだ。

　でもって……

「――!?」

　投げた。

　星塚暁美を――高々とまるでボールを放るように。

　クフィールの怪力ならではの芸当である。

　投げられた星塚暁美は数メートルを飛んで、ぼそりと星塚暁美の海に落下。

　だがこれだけなら先程の〈弦月〉と変わりない。

　クフィールは――

「がぅっ!!」

　投げ続けた。

　投げる。一歩前に進んでさらにそこにいた星塚暁美を摑んで投げる。さらに一歩前に進んで投げる。さらに一歩前に進んで投げる。さらに一歩前に進んで投げる。さらに一歩前に進んで投げる。さらに一歩前に進んで投げる――

「がぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅがぅ！」

　まるで海を……いや雪原の中、雪を掻き分けて進むが如く。












　それを見ながら――

「なるほど、合が点てんがいった」

　さすがに若干呆れ顔になってウーラは言った。

「じゃあ行きますね……ついてきてください！」

　頷くウーラを確認してから。

　クフィールは――

「がうっ!!」

　本格的に勢いを増して前に出た。

「ううううううううううううううううううううううううううううううううッ!!」

　投げ続けながら前に出続けた。

　当然、背後や横からはさばききれない星塚暁美が襲ってくる訳だが、その時にはもう先に投げた星塚暁美の位置にクフィールは進んでいる訳で。

「どいてくださいどいてくださいどいてくださいどいてくださいどいてください!!」

　まるで雪を掻いて脇に放り投げる除雪車の如く――クフィールは猛烈な勢いで星塚暁美を摑んでは投げ、摑んでは投げ、しながら走り出す。そのすぐ後をついて走りながら、ウーラはウーラで横から押し寄せてくる星塚暁美を盾と槍で押し戻しながら進む。

　猛進するクフィール。

　放り投げられる星塚暁美達。

　クフィールに追随するウーラ。

　力押しも極まった感じの二名は、強引に星塚暁美の群れを押し退けて、進み続けた。
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　周囲の興味本位で無責任な噂うわさに耐えかねて千里は学校に行かなくなった。

　哀れまれるのも気味悪がられるのもたまらなかった。

　中には露骨な嫌悪感や敵意を剝き出しにしてくる者すらいた。

　誰でも良いのだ。

『自分ではない誰か』をその対象にしてしまえば……『生いけ贄にえ』にしてしまえば自分はその誰かを思う存分に哀れんで、儚はかなんで、蔑さげすんで、憎んで、嫌って、好きなようにその時々の感情をぶつけてすっきりすることができる。

　所詮――人間関係などその程度のものでしかない。

　千里はそう結論に至った。

「今にして思えば嫌な悟り方したもんだよな」

　と千里は肩を竦める。

「…………」

　暁美はしばし唖然とした様子で千里を見つめていたが……

「じゃあどうして貴方は」

　喘あえぐようにそう問うてくる。

「いや……まあそれがな」

　少し決まり悪そうに千里は言った。

「いや。ぶっちゃけ飼い犬がな。散歩に連れてけってうるさくてさ」

「……は？」

「そんで仕方なく――外に出たりしてたんだけどよ」

「…………はぁ」

　呆れの表情を浮かべる暁美。

　真面目に聞いて損した――と言わんばかりである。

　だがそんな彼女に千里は眼を細めて言った。

「結局、お前はアバロン学園都市が、嫌いなんじゃねえだろ」

「……え？」

「何処でも嫌なんだよな？」

「…………！」

　意外だったのか。

　図星だったのか。

　言葉に詰まる暁美を眺めながら淡々と千里は続けた。

「他人がいる世界が嫌いなんだよな。ぶっちゃけ、殺す殺さねえっつんなら、普通の世界だってナイフ一本で他人なんざ殺せるし――な。電車のホームで背中押すだけでもいい。お前達がやってきたあの『突き飛ばし』だって場所選べば充分に殺害行為だぜ」

「…………」

「他人が怖いんだ」

「…………」

「どう思われてるかわからなくて。他人がわからないんだ。どう対処して良いかわからなくて。だから他人のいない世界を望んだんだ。憎まれるのも笑われるのも嫌われるのも何もかもがうざくなって。面倒で。違うか？」

　だからこの世界には暁美の分身しかいない――

「どうやって部屋の中にこんな世界作ったのか、それこそ知らねぇけどな。わざとやったってんなら、むしろ俺なんかよりも何倍もこのアバロンに適応する素質あるんじゃねえのか？」

「そ……そんなこと」

「一般人でなきゃ生徒に選ばれない訳だから……するとお前自身の力じゃないんだろ。となるとアジャスタントか？」

「…………」

　暁美は答えないがほぼ間違いなかろう。

　となると――

「ひょっとしてアレか？」

　言って千里が握り拳から突き出した親指で示すのは、ベランダに待機中の巨大スズメである。ちょっとした怪獣並みの鳥類は、相変わらずそこに超然と止まって部屋の中を見つめている。

　元からあのアジャスタントがスズメ型なのか。

　それとも暁美の要望に従って人型であることを止めたのか。

　どちらにせよ……この世界には暁美以外の他人が存在することは許されない。それ故にアジャスタントもまた風景の一部になれる姿が必要だったのだろう。それで身長五メートルというのも激しく間が抜けている感じだが……

「アレの……お前のアジャスタントの名前は？　いや。此処に来る前に大場先生から聞いたな。確か――」

「…………」

　暁美はやはり答えない。

　代わりに――

『ウェルキン・エーデルワイス』

「――のわっ!?」

　答えは千里の目の前の空間にいきなり顕れた。

　ビデオのテロップのように、空間に直接文字が書き込まれて浮かんでいる。

「……ああ。そうそう。それがお前の名か」

　千里は背後の巨大スズメを改めて振り返って言った。

「直接は喋れないのか？　不便なアジャスタントだな」

『だが私の力は基本的に強い』

　ウェルキンはそう示してきた。

『契約主の願いをほぼ完全に実現できる』

「……そりゃ結構」

　千里は苦笑して言った。

「うちのアジャスタントに見せてやりたいよ」

「…………」

　冗談には興味がないとばかりに巨大スズメは無言。

「この世界はお前の創り出したもんか？」

『そうだ。私が我が主の願いを受けて造り上げた私の内的空間インナースペースだ』

「……あ？　つまりここはお前の心の中ってことか？」

　それはまたいきなり予想外の状況だが。

『私の精神は関係がない。私という存在の占める空間の解釈を魔法的に書き換えただけのことだ。プランク定数としての――』

「いや。難しい話はわからんからいいけど」

　と千里はウェルキンの説明を止めた。

「お前の内部に造られた亜空間ってところか」

『激しく誤解の生じる余地はあるが、極端に単純化して言えばその通りだ』

「……ったく。お前もアジャスタントなら、少しは主のことを考えて行動しろよ」

『主の為に私はこの空間を――』

「だからそれが間違いだってんだ。少しは自分で考えろ」

『意味がわからない。私は道具だ。私は私の能力に関する危機管理上、必要な最低限の判断能力以外は持ち合わせていない』

「でも考えが足りねー部分はうちのアジャスタントとかわらねーな」

　千里は深々と溜息をつく。

「『引きこもりたいです』って言ってる奴に、『わかりました。じゃあ引きこもりのお手伝いしますね』つって協力してもしょうがねえだろ」

『それが契約主の望みならば、それを実現するのがアジャスタントの役目』

「望みじゃねーんだよ」

　千里は顔をしかめて言った。

「人間は複雑なんだよ――鳥とり頭あたま。引きこもりってのはな、自分では外に出たくて、誰かと繋がりたくて、でもそれが上手くできないから怖くて内にこもってんだよ。誰が好きこのんで狭い部屋の中に住みたがるかよ」

『だからこそこの世界を創った』

「そうなんだろうな」

　と露骨に苛いら立だちを顔に滲にじませて言う千里。

　このアジャスタントは――確かに必要最低限と思しき思考能力以外は、全く持ち合わせていないようだった。各種行動に自身の恣し意いが入る余地がない分、道具としては優秀なのかもしれないが、適合補助者としては問題だ。

　道具は主人が間違っていればそのまま間違いを実行する。

　だが従者は主人が間違っていれば諫めることも必要になる。

　故に――

「だけど何の解決にもなってねえよ」

「そ……そんなこと」

　呻くように暁美が口を挟んでくる。

　改めて千里は彼女を振り返って言った。

「じゃあ一つ聞くけどな。なんで――お前の分身が沢山いるんだ？」

「……え？」

　暁美の表情が凍り付く。

「他に誰もいない世界になって、どうだった？　楽しかったか？　安心できたか？」

「…………」

　言葉に詰まる暁美。

　その姿を確認してから千里は横目で巨大スズメを睨む。

「いいか、鳥頭。人間は『これが正しい』ってわかっててもそれと裏腹なことをしちまう場合がよくあるんだよ」

『理解できない』

「アジャスタントならしろよ」

　呆れた声で千里は言う。

「まあ気持ちはわかるけどな。多分……考えすぎなんだ。お前は」

「か……考えすぎ？」

　意外な言葉に眼を瞬かせる暁美。

「そうだな。こりゃ――ある知り合いの言葉の受け売りだが」

　千里は面倒臭そうな表情で後頭部を掻きながら答えた。

「例えばお前のことを好きだっていう人間が一人いるとする」

「…………」

　無言の暁美。

　だが多少なりとも千里の話に興味を引かれているのだろう。何処か恨めしそうな上目遣いながらも彼女の双眸は千里を見つめている。

「だが実はその後ろにはお前のことを嫌いだって人間が十人いるもんだ。それが世の中ってもんなのな」

　びくりと身を竦ませる暁美。

　それは確かに恐怖だろう。

　一人の好意の背後に十人の悪意。

　それが本当なら彼女でなくても世間と関わるのを嫌だと考えても当然だ。

　だが構わず千里は続けた。

「でもって――さらにその後ろにはな」

「……え？」

「お前のことなんて好きでも嫌いでもなくてどうでもいいと思ってる奴が百人いる」

「…………」

　一瞬――何を言っているのか意味がわからなかったのだろう。

　暁美はただぽかんとして千里を見つめている。

　しかし千里は構わずそのまま言葉を続けた。

「さらにその後ろには、そもそもお前のことなんて知らない奴が千人いたりする。世の中ってな、そういうもんだわな」

「……そ……それは」

「実際、俺だってお前のこと、知らねえもんな。知らない奴のことなんか好きでも嫌いでも憎くも愛しくもねえよ。そういうもんだろ」

「…………」

「多分な。世界はお前のことなんか本当にどーでもいいんだよ」

　身も蓋もなくはっきりと千里は言った。
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　幼馴染みが一人いた。

　家族よりは遠くて――でも学校の同級生よりは近くて。

『まるで漫画みたい』と星塚暁美は思ったものだ。

　何しろ家が隣同士で。自分達の部屋も向かい合っていて。それこそ長めの梯子を用意すればそのまま相手の部屋に行けてしまうような。そんな典型的な『お隣の幼馴染み』の少年が暁美にはいた。

　彼のことをいつから異性として意識したのかはわからない。

　弟よりもある意味で近しい――同じ歳なのだから――存在だった彼は当たり前のようにいつも彼女の側にいたし、彼女が何か困っているといつも助けてくれた。自然と色々なことを相談することも増えて……




「星塚？　ああ。ま――腐れ縁ってやつ？」




　だから彼も彼女に好意を持ってくれているのだと半ば無意識に決めてかかっていた。

　殊更に確認した訳ではない。だが家族同然に近しい彼のことは何でもわかると暁美は思い込んで――思い上がっていたのかもしれない。




「彼女？　いや全然。なんてーの、あいつオタだぜ？　趣味が合わねぇよ。幼馴染みだからさ、部屋にも入ったことあるけど――漫画とかアニメとかそーゆーのの本やたらあるし。あいつの彼氏って二次元なんじゃねえの？　脳内とか」




　そう言って友達と笑う彼をたまたま物陰から目撃した時――最初に感じたのは激しい違和感だった。

　違う。違う。違う。

　彼はこんなことを言って私を馬鹿にしない。彼は私の趣味にも理解を示してくれているはずなのだ。そうでないとおかしい。彼のことは一番自分がよく知って――




「まあ近所づきあいってー感じ？」

「あ。そうなんだ。暁美って結構、潔癖なところあるじゃん。なのにアンタと付き合ってるのってなんか変とか思ってたんだよね」

「付き合ってねえ付き合ってねえ。あいつ、潔癖なんじゃねえぞ。結構あいつの部屋にある本でエロいのあったし。本当は大好きなんじゃね？　エロいの」

「あは。そうなんだ!?」




　何処をどう歩いて家に着いたのか覚えていない。

　ただ彼の友達の中には暁美とも同級生である少年少女が少なからず混じっていて――そしてその中には暁美自身は友達だと思っていた少女の姿も混じっていて――彼等が面白おかしく暁美の話をしていたことだけは覚えている。というか彼等の笑い声が耳にこびりついて離れない。

　まさか彼等があんな話をしているなんて。

　顔を合わせた時は優しく接してくれるのに。

　気易くて親切で善い人達だと思っていたのに。

　それは善意や好意などではなくて――単に人付き合いの為に被る仮面で。

　虚ろなその皮一枚を引っぺがした後ろにはあんな…………

　勿論それだけで暁美が登校拒否になったのではない。

　だがその日から善意に満ちていた彼女の世界の色は――少しずつ変わり始めた。

　誰かの笑顔を彼女は素直にそうと受け取れなくなった。

　誰かの言葉のその裏を彼女は勘ぐるようになっていった。

　そうやって考えて考えて――それがまた嫌な想像を連鎖させてゆく。

　一挙手一投足……いやそれどころか何気ない日常会話にまで彼女は神経質になった。

　誰が自分のことをどう考えているかわからない。何が他人の嫌悪や嘲笑の対象になるかわからない。今の笑顔は噓臭くなかったか。今の台詞はキモくなかっただろうか。全然つまらないけどここは笑っておくべきではないか。それとも――

　考え出すときりがない。

　嫌われないように。

　憎まれないように。

　だが他人の逆鱗が何処にあるのかなんてわからない。何で不興を買うかなんてわからない。でもそれに気付かないと知らず知らずの内に、憎まれたり、嫌われたり、馬鹿にされたりするに違いない。何気ない表情、些細な言葉、そんなものが切っ掛けとなって気が付かない内に、自分は嫌われたり嘲られたりするのだ――




「もう嫌だ……」




　彼女は疲れ果ててそう思った。

　誰とも会いたくない。

　誰とも話したくない。

　つくづく面倒で鬱陶しい。

　このまま誰とも会わずに生きて行けたらそれが一番楽で良いのに――




「学校――行きたくない」




　発作的でも一度休めば後は同じだった。

　当初は何かと理由を付けていたが、じきに親も悟ったようだった。体調が悪いとか気分が優れないとか――そんなのは後付けの理由で。暁美はただ単に他人に会いたくないのだと。

　そして……………………





●　●　●






　それはある意味で悪夢のような光景だった。

　芋洗いの如く溢れる星塚暁美の『海』を掻き分け掻き分け――否、掻き投げ掻き投げて延々と進んでいくクフィールとウーラ。八甲田山を進軍中の歩兵連隊も真っ青の、文字通りに強行軍である。

　だが――いくらクフィールが魔獣の化身で、人間形態でも機関車並みの馬力を誇っているとはいえ、それは無限を意味するものではない。高い圧力の中を、全力で突き進んでいれば当然に限界が来るのも早い。

「が……がう……」

「む。息が上がってきているぞ？」

　とすぐ後ろで横から雪崩れ込んでくる少女達を槍と盾で突き飛ばしつつウーラが言う。

「さ……さすがにちょっと」

「代われ。それがしが前に出る」

「で……でも」

　クフィールはそれでも星塚暁美をぶん投げる手を止めない。

「馬力なら私の方がありますから……」

「それは――その通りだが」

　総合的な戦闘力はさておき、単純な腕力という意味では、クフィールはウーラを遙かに凌ぐ。そもそも人間ではないのだからこれは当然だ。逆に言えばクフィールでも十数分で息切れするこの作業――当然ながらウーラなら同様のことをすれば数分で力尽きて『溺れる』ことになるだろう。

　移動速度としては小走り程度のものなのだが――それでも十分以上続けているというのに星塚暁美達の『海』の終わりが見えない。一体この星塚暁美は何人いるのか。どれだけの範囲に広がっているのか。

「早くしないと御主人様が……」

「……………」

　ウーラは眼を細めてクフィールの背中を見る。

　やがて彼女は近くにそびえているマンションの一つを指差した。

「あっちに移動するぞ。壁を背にして防御に専念する」

「で――でも」

「いいから休め。防御だけならそれがしがしばらく持ちこたえられる」

　と――ウーラはクフィールのメイド服の襟首を摑んで引っ張る。

　やはりそろそろ限界に来ていたのか、クフィールは逆らわず、引っ張られるままに素直にマンションの方に移動していき……壁に辿り着くとそのまま、壁を背にしてすとんと座り込んでしまった。

　勿論、変わらず星塚暁美達は押し寄せてくる。

　ウーラは縦長の盾を横に構えて――

「――憤ふんッ！」

　機を合わせ気を込めて突き出す。

　押し寄せる星塚暁美達がまとめて数名吹っ飛び――後方の数名を巻き込んで転倒。

　勿論すぐに他の星塚暁美達が流れ込んできてその空隙を埋める訳だが、これを繰り返せばしばらくは相手を近づけずに一定の範囲を確保できるだろう。踏み込みが必要な上に隙が多いので、壁を背にしてこそ初めてできる技なのだが――

「保って五分というところか……」

　呟くウーラ。

　彼女は足下で荒い息をついているクフィールをちらりと横目で一瞥してから――呟くように言った。

「……クフィール・アブソリュート」

「が……がぅっ……？」

　フルネームを呼ばれてクフィールは慌てて顔を上げる。

　ウーラは星塚暁美達を盾で吹っ飛ばしながら――

「お前は――」

　一瞬、言葉を選ぶかのように口ごもる。

「それがしの御兄様に――周防千里に懸け想そうしておるのか？」

「がぅ？　え……いえ。そんな、御主人様を暗殺だなんて」

「……………」

　眉間に皺しわを寄せて黙り込むウーラ。

　数秒だが考えてから彼女は言った。

「『消そうとしている』のではなくて『懸想している』だ」

「は……はあ？」

　このややこしい時にボケるクフィールもクフィールだが彼女にその自覚はない。

「要するに」

　ウーラの口調に若干の苛立ちが滲む。

「御兄様のことを好きなのか、と聞いている」

「好きですけど……」

　即答だ。

　何を当たり前のことを？　といった表情で答えるクフィール。むしろ彼女の表情には改めて尋ねられたことで戸惑うような色さえ見える。

「いや。だから」

　ウーラは僅かに焦じれた口調で言った。

「御兄様のことを、主従ではなく、女として想いを寄せているのかという意味だが」

「……………女として？」

　意味不明のことを言われたかのように眼をぱちくりと瞬かせるクフィール。

「えっと……その。えっちなことができるかってことなら……できますけど」

「…………」

　ウーラは溜息をつく。

　今一つ会話――というか価値観と感覚が嚙み合っていないのがわかったのだろう。

　だがここで諦めては同じことの繰り返しだと思ったのか、ウーラはやや語気を強めて諭すように言った。

「単に従者としての義務で御兄様の側にいるなら、御兄様を惑わすな」

「え？　……あ……あの」

　さすがにウーラが不機嫌なのはわかったのだろう。クフィールはおどおどとアフリカ産サムライ少女を見上げるが、しかしウーラの双眸は前方から押し寄せる星塚暁美達を見据えたままだ。

　ただ――

「お前のアジャスタントなる役目が、単なる介添人であるならば、それに徹するが良い。余計なことを考えずに道具になれ。そしてそれがしの邪魔はするな。御兄様も、日本国の法も、複数の嫁を娶めとることを是としておらん。嫁の座は一つだ。お前に御兄様を誘惑されると、それがしにとっては非常に都合が悪い」

「…………あ……えと……」

　言葉に困って黙り込んでしまうクフィール。

　その様子に多少の罪悪感を刺激されたのか、ウーラは若干――極めて珍しいことだが――慌てたように付け加えた。

「それがしは……お前が憎い訳でも嫌いな訳でもない。むしろ強い者は敬えと教えられてきたのでな。それなりに敬意を持ってもいる」

「はぁ。ありがとうございま……す」

「だが御兄様に関することは譲る訳にはいかん」

　横目でクフィールを睨んでウーラは言った。

「お前はそれがしの『恋敵』なのかどうか。それをはっきりさせろ」

「それは……」

　違います。

　当然のようにそう言いかけて。

「がぅ……」

　何故か――クフィールは躊躇った。

　よくわからないのだ。

　元より人造精霊として――道具として作られ、現に今も道具たることを課せられているクフィールにとって、主たる千里に仕えることと、それ以外の接し方の区別が、まずつかない。

　生まれたばかりの赤ん坊のような精神性と。

　既に成人並みかそれ以上の豊富な知識量と。

　その不均衡アンバランスはクフィールのような人造存在に特有のものだ。

　だからウーラにはその感覚がわからない。

　そして同時にクフィールにもわからない。

　自分の抱いているこの千里に対する思慕がウーラの言う『恋』なのかどうかすらも。

　無論、ウーラはウーラでその『恋』とやらが日本人一般のそれとはずれているから、またややこしい訳であるが。

　違う環境。

　違う素性。

　そこから醸成される価値観や認識の違い。

　それは……時に断絶を引き起こし、断絶はさらに闘争の原因ともなる。

「私は――」

　困惑で言葉に詰まるクフィール。

　そこに――




　ぶしゅっ……！




　血がしぶいた。

「――!?」

　愕然と明後日あさつての方向を振り返るウーラ。

　クフィールも何事かと立ち上がる。

　共に常人離れした感覚だからこそわかったことだが――数十メートル先で誰かが流血したようだった。赤い霧状に血が一瞬広がって……消える。

　大した量ではないようだが――クフィールもウーラもこの緊迫した状況下での流血という事態に何か不吉なものを感じてしまう。

　血を噴いたのは恐らく星塚暁美だろう。

　では――噴かせたのは。

「がぅ!?」

　――まるで伝説の偉人の所行のように。

「なんと!?」

　星塚暁美の『海』が――左右に割れる。

　見えない巨大な鉈なたが振るわれたかのように、ひしめいていた星塚暁美達が、血を噴きながら一直線に倒れていき……さらにはそれを見た他の星塚暁美達が怯えるように飛び退いて、一筋の道が出来上がっていく。

　それは凄まじいを通り越してひどく不自然な光景であった。

　まあ元々同じ顔をした少女が何百人とひしめいている時点で不自然だが、それはさておき。

　そして……

「『押しても駄目なら引いてみな』――ビバ、逆転の発想！」

　そんなことを脳天気な声で言いながら。

　その星塚暁美の『海』の『切れ目』の最奥から堂々と進んでくる者の姿がある。

「テジャスさん!?」

「と――ミーティアだったか、あれは？」

　呻くように言うクフィールとウーラ。

　そう。

　その星塚暁美達を脇に退けながら女王の行進然とした堂々たる様子で進んでくるのは、確かにゴスロリ少女のテジャスと、ドＭ少女のミーティアであった。

　というか。

「な……何をやっているのだ、あれは？」

「さ……さあ……」

　慄然と呟く武闘派二人に対して、テジャスとミーティアはまるで『戦って』はいなかった。少なくとも普通に『戦闘』という言葉で連想される行為は何一つしていなかった。

　そもそもミーティアが構えているのは――

「……メガホン？」

　呟いたのはクフィールである。

　そう。

　ミーティアがまるで必殺の武器のように構えているのは――拳銃のようなグリップこそついているが、それは間違いなく拡声器メガホンだった。しかもその一部からコイル状のコードが伸びていて、その先に付いたマイクをテジャスが握っている。

　拡声器から逬ほとばしるのは当然……音なのだろう。

　だが強い指向性を与えられているのか、クフィール達の所にまではその拡声器の音が聞こえない。だが見えないビームでも出ているかのように、テジャスが何事かを早口でマイクに囁くや否や、その拡声器が向いた方向にいた星塚暁美達が、血を噴いてばたばたと倒れていくのだ。

　揃いも揃って――鼻から。

「何故に……鼻？」

　怪訝そうに呟くウーラ。

「古来より無敵の戦力を抱える大国を滅ぼしてきたのは――『色』！」

　テジャスは堂々と薄い胸を張って宣のたまった。

「即ちエロス！」

「……そうなのか？」

「さあ……」

　困惑顔のウーラとクフィール。

　彼女等に気付いて説明しているのか、それとも単にノリなのか、とにかくテジャスは堂々とした口調でさらに続けた。

「ならば――超高速呪文詠唱技術を用い、とっておきの猥談や秘蔵のエロ小説の朗読を圧縮して貴女の脳に直接お届け！　これぞ最強にして非殺傷型音響兵器！　名付けて〈不注意な囁きケアレス・ウイスパー〉！」

　洋楽好きが聞いたら怒り狂いそうな命名であるがそれはさておき。

　まあ確かに『傷つけて』はいない。

　星塚暁美達が勝手に鼻血噴いて倒れているだけだ。

「…………」

「…………」

　呆然とそれを見守るウーラとクフィール。

　テジャスの言う通り、それは超高速呪文詠唱技術の応用で圧縮詠唱――もとい圧縮朗読された猥談やエロ小説を相手の脳に送り込む代物だ。ミーティアは汎用型魔法兵器としての機能を――つまりは言えば魔法を増幅し手順を圧縮する『杖』としての機能を備えているので、それを使って圧縮朗読しているのだろう。

　一瞬の音に圧縮された猥談は相手の脳の中で自己展開。

　瞬く間に本来の量の猥談となって相手の意識を駆け巡る。

　無論――何故に、映像でも画像でもなくて猥談なのかと首を傾げる者もいるだろう。

　だが言葉というものを舐めてはいけない。

　確かに一見すると――それは相手を興奮させるという意味では不利に見える。視覚情報の方が圧倒的にわかり易く感覚に直結するからだ。官能小説よりはエロ漫画。エロ漫画よりはアダルトビデオ。それが普通だ。

　小説にしろ猥談にしろ言葉という記号から具体的なイメージに変換するという作業を伴う。この為に画像や映像、音声に比べると情報量が少なく、その補完を相手に任せざるを得ないというところがある。

　だが――それがミソポイントだ。

　例えば単に『裸の女』と言われた場合。

　その『裸の女』が『魅力的なもの』と定義されていれば、人間は知らず知らずの内に、自分の好みに合わせた魅力的な裸体を脳裏に思い描く。具体的な乳房の大きさや、腰のくびれや、脚の細さや――そういったものの数値は必要がない。むしろあってはならない。好みは千差万別なのだから、明確に限定してしまえば他の趣味嗜好を排除することになってしまうからだ。『バスト九十七センチ』と言われればその瞬間に貧乳派は白ける。だが『美しい乳房』とだけ定義されれば大きさは聞いた者の勝手だ。

　ともあれ。

　細部の調整は自分でやる訳だから趣味嗜好に関してとことん合わせた結果がそこに出現することになる。これが猥談やエロ小説の――つまりは言葉としてのエロの恐ろしさといえよう。

　限定されぬが故の際限のなさ。

　しかもこんなものが『自分で読む』という手順を経ずにいきなり脳に送り込まれてそこで解凍・展開されればどうなるか……

「薙ぎ払え！」

「薙ぎ払いまーす」

　どっかの王女みたいに命じるテジャスに従い、拡声器を振り回すミーティア。







　今度は注意して耳をそばだてていたせいか、クフィールもウーラも気付くことができた。何かきんきんと極めて高い音域で何かが鳴り響いている。恐らくは超圧縮された猥談やエロ小説朗読が飛び交う音なのだろう。

　でもって……




　ぶしゅうううううううううううううううううううううううううううううう。




　光はない。煙もない。

　だがそれでも鼻血の柱が次々と立ち上がる。

「…………」

　笑って良いのか戦おののくべきなのかいまいち判断に困る光景である。

　まるで不可視のビーム砲に薙ぎ払われたかの如く、ばたばたと扇状に倒れていく星塚暁美達。きらきらと鼻血の噴水を噴きながら次々気絶する彼女等は――何故か妙に満ち足りたような表情であった。

　ある意味でそれは自滅だ。

　テジャスの側から物理的な制圧力が行使されている訳ではない。彼女等はテジャスの送り込んだ断片的なイメージ――エロ小説とか単なる猥談とか――を延々と脳内で洗脳じみて繰り返された結果、自らが最も『弱い』イメージを勝手に組み立ててこれを補完、それに興奮して鼻血を噴きまくり、貧血を起こして倒れているのである。

　しかも……

「今こそ見せます最終奥義！」

　テジャスが叫んだ。

　でもってミーティアが言う。

「最終奥義でーす」

「Ｎ●Ｋ特番！　『放送禁止用語特集』!!」

　……それはエロくも何ともないのではないか。

　というかそれ以前にそんな特番放送できねえだろ。

　などと――ツッコミが入るはずもなく。

　そもそも星塚暁美も年頃の少女。若い少年少女というものは、一旦、ツボに入るとさして面白くもないのに笑ってしまったり、別にそんなにエロくもないのに興奮してしまったりするものである（例：『フェラーリ』『お米券』もしくは『男の熱い友情』等）。

　中学生の頃から引きこもりがちな星塚暁美の精神性は、そこでとまっているとも言える。

　ならば――

「…………!!」

　放送禁止用語――その単語の持つ『こいつぁエロい！』感じの連想が星塚暁美達の中でコンピュータ・ウイルスのように自己増殖。彼女等は勝手に興奮して勝手に暴走して勝手に鼻血を噴いて倒れ伏していく。

　これぞエロの無限連鎖。

「さらに禁断奥義！」

　テジャスは叫んだ。

「児童ポルノ対策自主規制禁止単語一覧（二〇〇九年六月Ｖｅ[image: ]）!!」

「……!?」

　ざわりと星塚暁美達が身を強張らせる。

　そこに――

「レイプロリ輪姦陵辱畜逆レイプ少女相姦逆陵辱強要複数プレイ生徒会獣姦拘束脅迫車内わいせつ援助交際近親相姦拷問緊縛妊娠強姦奴隷妊婦監禁孕ませ――ッ!!」

　テジャスのエロトーク――だか何だかもうよくわからないというか、既に呪文化しているが――が、クラスター爆弾のように降り注ぐ。

　最早、ビームですらないのだが、さらに激しく噴き上がる血の噴水。

　恐るべしテジャスのエロトーク兵器。

　根本的なところでは魔法でも兵器でもないところが尚更にタチが悪い感じだった。

「……というか、聞いただけで卒倒するエロトークって……」

　と怯えるように呟くクフィール。

　まあ後半の奥義も、前半のエロトークでの盛り上がりがあってこそというか――相手の脳をエロに敏感な状態に持っていくという、恐ろしい効果があってのことである。

　となると『一体どんな内容？』と気になるのが人情ではあった。

「今まで奴は真の力を隠していたということか……！」

　とウーラ。

　実に嫌な『真の力』であった。

「むう。ちょっと聞いてみたい気もするが」

「そう思うだけに恐ろしいですよね……」

　犠牲者が自ら誘蛾灯に誘われる虫のように近付いてくるという点では、御狩谷はるかの〈捨て猫グレネード〉にも通じるものがある。

　二人は顔を見合わせて……

「ひょっとしたら本当の敵はあいつかもしれんな。人類の」

「はぁ……ところで」

「なんだ」

「どうして『生徒会』って禁止単語なんでしょう？」

「しらん」





●　●　●






　自嘲気味に笑いながら千里は言った。

「犬の散歩の為に仕方なく外に出た時にな」

「犬の散歩……？」

　怪訝そうに尋ねてくる暁美に千里は肩を竦めてみせる。

「言ったろ？　犬が散歩連れてけってうるせーから、仕方なくな」

「…………」

　引きこもり――と単純に一言で片付けてしまうと、まるで二十四時間年中無休で部屋の中に閉じこもっているかのようにも見えるが、必ずしもそうではない。

　色々な事例ケースはあるが、多くの引きこもりは社会生活における、人間関係の軋あつ轢れきを嫌い、自らそれを遮断することの物理的象徴として、部屋の中に引きこもる――というか立てこもる訳で、逆に言えば、人間関係が伴わない外出は可能、という者もいる。

　例えばコンビニエンスストアに出掛けるとか。

　例えばレンタルビデオショップに出掛けるとか。

　千里の場合もそれだった。

「その時にな」

　千里は言った。

「クラスメイトに会ったんだけどな。最初、向こうは俺のことに気付かなかったんだよ」

「……え？」

「まあ制服着てないだけで印象変わるし、一カ月も部屋にこもってりゃ、髪も伸びるからな。でも――ああ、そんなもんか、って思った」

「…………」

　眼を瞬かせる暁美。

　皮肉げな笑みを浮かべながら千里は続けた。

「そいつ、色々陰で俺の噂話したりして――結構、クラス中っていうか、学校全体、地域全体に広がってたんだけどな。要するにそいつは『面白い噂話ができるネタ』が欲しかっただけであって、俺個人、俺そのものには何の興味もなかった訳だ」

「そ……それは……貴方個人のことと、違うの？」

「違う」

　千里は断言する。

「俺でなくてもいいんだ。別の誰かでもね。周防千里がたまたまそうだったってだけでな――場合によっちゃ、実在してなくたっていいんだよ。人間の興味とか憎悪とか嫌悪とかってその程度のもんなんだよ、大体はさ」

「…………」

「代替可能なんだよ。いじめられっ子が例えば自殺したら、いじめはなくなるか？　なくならねえよな。別の誰かがいじめられるだけだからさ」

「…………」

「だから――な」

　千里はまた溜息をついてみせる。

「そういうもんなんだ。そういうもんでしかないんだ」

「…………どういうこと？」

「いじめが良い悪いとかそーゆー話はおいといてな。そういう連中はそうせざるを得ないだけなんだよ。自分でも多分、気付いてねえけどな」

　まるで排泄をするように。

　まるで呼吸をするように。

　人間は感情を伴う生き物である以上、喜悦や悲哀を感じるのなら憎悪や憤怒も感じねば均衡がとれない。ただそれだけのことであってそれ以上でもそれ以下でもない。だから何かを憎むし何かに怒る。憎むべきものがなければ自分の周りにそれを見いだす。怒るべき対象を探して新聞やテレビを見る。

　ただ――それだけのこと。

「結果的に――貧乏くじ引かされたっていうか……色々言われちゃう奴が出てくる訳だ。かつての俺とか。お前みたいに」

「…………」

「だけどな。多分――それすらも言ってる側にしてみりゃ単なる気分だ」

　千里は肩を竦めた。

「陰口叩かれたって、必ずしもそれはお前が、どうしようもなく憎いとか嫌いとかじゃねえの。ほれ、今日はカレー喰いたいな、とか。そういう時に、寿司の話されるとうざったくなったりするじゃん。そんなもん」

「そんなもんって……」




『星塚？　ああ。ま――腐れ縁ってやつ？』




　あれは本当に本心からの言葉か？




『彼女？　いや全然。なんてーの、あいつオタだぜ？　趣味が合わねぇよ。幼馴染みだからさ、部屋にも入ったことあるけど――漫画とかアニメとかそーゆーのの本やたらあるし。あいつの彼氏って二次元なんじゃねえの？　脳内とか』




　例えばそれは照れ隠しだったり、その場のノリにどうしても逆らえなかったり、あるいは何か他に考えがあったり。そんなものでなかったという保証は何処に？

　自分は確かめたか？

　相手に面と向かって尋ねたか？




『まあ近所づきあいってー感じ？』

『あ。そうなんだ。暁美って結構、潔癖なところあるじゃん。なのにアンタと付き合ってるのってなんか変とか思ってたんだよね』

『付き合ってねえ付き合ってねえ。あいつ、潔癖なんじゃねえぞ。結構あいつの部屋にある本でエロいのあったし。本当は大好きなんじゃね？　エロいの』

『あは。そうなんだ!?』




　それは……本当に他愛もないようなその場のノリの会話ではなかったか。




「――だからお前が怖がってる『敵』なんて何処にもいねーんだよ」

　千里は溜息混じりにそう言った。

「無関心な他人がいるだけだ。お前がいなくなったって忘れ去られるだけで、それ以上でもそれ以下でもねえよ。憎まれたり嫌われたりするのも最初だけだ。その内、忘れ去られる。大多数の連中にとって――世界にとって、お前も俺もいてもいなくても大差ねーんだ」

「…………でも」

　暁美は呟くように言った。

「私は――」

　だが言葉が続かない。

　曖昧な否定したい気持ちだけがそこにある。

　お前なんかいてもいなくても同じ。

　そう言われることにはやはり抵抗がある。

　愛情の反対は憎悪ではない。

　無関心だ。

「私は――」

　他者と関わることを恐れて引きこもることそのものが――実はどうしようもなく滑稽な独り相撲なのだとしたら。

「まあこの非常識な世界が受け入れがたいってのはわかるけどな」

　千里は肩を竦めるようにして手を左右に広げて見せる。

「まあ偉そうなことも色々言ったけど、『先輩』のよしみってことで」

「…………」

「何にしても――無理強いはしねえよ。しても何も解決しねえしな。いきなり部屋に入って悪かった」

　千里は窓辺の巨大スズメを振り返って言った。

「俺の用事は済んだ。お前の御主人様に危害を加えるつもりもない。だから此処から出してくれ。どうもこんな所にいるとつい――」

　そこで言葉を切る千里。

　彼は巨大スズメを眺めたまま――ふと思い出したかのような口調で問うた。

「ひょっとしたら――元の世界が懐かしいって思ってるか？」

「……え？」

　虚きよを突かれたかのように間の抜けた声を漏らす暁美。

　だが……

「改めて思い返してみれば、ここよりはマシで、自分がいてもいい世界だったって思ってるとか？」

「…………」

　暁美は黙り込む。

　そして構わず千里は言葉を続けた。

「だからこの世界をアジャスタントに創らせたんだろ？　まだ自分がすがれる『当たり前』がある世界の方がましだって。このアバロンの無茶苦茶ぶりに比べたら、以前の世界の出来事なんてつまんないことだったって……思ってんじゃねえの？」

「それは――」

「失ってみて初めてわかるとか……そういうの？」

「ち……違……」

「それとも」

　千里は溜息をついた。

「なんだかあっちの世界に、やり残したことがあるような気がしてざわざわするとか？」

「…………」

「逃げるとか拒むとか、そういうのが悪いとは言わねえよ。言えた義理でもねえし。でもまあ、逃げるにしても『何処から』『何から』逃げるか自分ではっきりわかってないとな……上手く言えねえけど」

「…………」

　人間と世界は切り離せない。

　世界との関わりの中で人間は自己を――人格を形作る。

　別の世界を見つけてそこに移るのではなく、ただ今の世界を拒んで逃げるだけでは人間は人間たることを維持できない。虚無に耐えられる程に人間は強くない。そこに脚を付けることは土にまみれ汚れることだとしても……人間にはまず立つべき地面が必要だ。

　たとえ別の場所に行くにしても、そこを蹴って歩き出さねばならない。

　暁美はただ眼を瞑つむって背を向けて拒み――逃げただけだ。

　新しく何かを選んだ訳ではない。

　前の世界を捨てた訳ですらない。

　ならば――

「ちょっと後悔してるか？」

「それは――」

「だったら帰れ」

　千里は断ち切るように言った。

「これやるから」

　彼が制服の懐から取り出したのは――あの『願い事が叶う券』だった。

「登校拒否してたからしらねーだろうがな。このあいだ、普通科の生徒は皆、コレ貰ったんだよ。この券使って管理事務局に申請したら、外に出られるぞ。魔法使いに確認済み。まあこのアバロン自体が秘密にしなきゃなんねえらしいから、記憶操作はされて、此処でのことは忘れちゃうだろうけどな。だがお前にとっちゃ、その方がいいだろ？」

「え？　……で……でも」

　急な申し出に眼を白黒させながら暁美が問う。

「それを使っちゃったら――貴方は？」

「…………」

　千里は曖昧に首を振る。

「ど……どうして、どうしてそんな、そんな大事なものくれるの？」

「まあ実際はそう大事なもんでもないんだが――」

　千里はほんの少し考えてから言った。

「結局、俺はお前と違って、多分、此処から出て行ったって、大差ないんだよ」

「大差ない……？」

　意味がわからず眼を瞬かせる暁美。

　千里は何の変哲もないマンションの部屋を――そして窓の外に広がっている世界を眺めてから言った。

「お前はお前の信じるべき『本当』とか『当たり前』があるんだろうけどさ。一時的にそれが信じられなくなっても、後から『懐かしい』って思えるくらいに、深くはっきりと残ってる何かがさ」

「…………」

「俺にはないんだよな。それは――六年前になくなった」

　千里は淡々とした口調でそう言った。

　悔しげでもなく。辛そうにでもなく。

　だが――だからこそそれは哀しい。

「俺は、『戻りたい場所』なんて元々ねーんだよ。ならば此処にいたって一緒だ。俺の『当たり前』は、俺が立つべき地面は、もうあっちの世界には、ない」

　まるで呟くような。

　あるいは自分に言い聞かせるような。

　そんな――声。

「『戻るべき理由』がないのなら。此処になら『いられる理由』はあるの？」

　暁美は千里の眼を覗き込むようにして尋ねた。

「…………」

　今度は千里が言葉に詰まる番だった。

　その時――

『我が主』

　不意に――ウェルキンが文字を表示してきた。

『侵入者がこちらに近付いている。しかも我が主の幻像達では排除できない』

「え……？」

　暁美が驚いて窓辺の巨大スズメを振り返る。

『映像はこれだ』

　文字と同時に窓一杯に広がる映像は――

「あいつら……！」

　呻くように言う千里。

　言うまでもなく、大量の星塚暁美を掻き分けながら――というか何やら星塚暁美達が勝手に鼻血を噴いて倒れているようにも見えたが――強引に進んでくるのは、クフィール、テジャス、ウーラ、そしてミーティアの四名である。

　恐らく接続同調が切れたことを心配して、強引に中に入ってきたのだろう。

『本当にこの先で良いのか？』

『御主人様の匂いがこっちからしますから……』

『確かにそれがしも御兄様の匂いはこちらに感じるが……』

　とウーラとクフィールが会話している声も映像越しに聞こえてくる。

『私の御主人様センサーもこっちだと言ってます！』

　とテジャス。

『あのマンションが怪しいと！』

　と叫ぶテジャスの両手にはダウジング・ロッドが握られていたりする。

「ちょっと待て、なんだそのいかにも適当な感じの原理不明なセンサーは!?」

　思わず映像に突っ込む千里。

　まさかそれが聞こえた訳でもないだろうが――

『とっても御主人様なセンサーです！』

『……そうか』

　とりあえずウーラはテジャスに突っ込むのはとっくの昔に諦めているらしい。

　まあ賢明だが。

　なんだかんだで四名がどたばたと向かっているその先には、千里も見覚えのあるマンションが映っている。あの勢いだとあと一分もしない内に此処までやってくるだろう。

　そんな映像を眺めながら――

「……此処になら、いられる、理由」

　呟く千里。

「まあ、それは『ある』のかもな」

「…………」

　そんな彼を暁美は、不思議そうに――そしてほんの少し羨ましそうに眺めていた。





●　●　●






「……あら」

　眼鏡の奥で由々子は瞬きした。

　彼女が透視中の廊下へ……星塚暁美の部屋から千里達の姿が現れたからだ。

「どうなったのかしらね」

　果たして周防千里は登校拒否の女生徒を説得できたのか。

「できれば失敗してくれていた方が良いのだけれど」

　その方が〈アバロン計画〉の成否を判定するポイントにマイナスが入る。何とかしてマイナスのポイントを増やして〈アバロン計画〉を頓とん挫ざさせるのが監視員にして破壊工作員たる由々子の仕事だ。

　星塚暁美は登校拒否のままでいてくれた方が都合が良い。

「先生としては失格だけどね……」

　由々子は微苦笑を浮かべてそう呟いた。





●　●　●






　今日も今日とて日が昇り朝が来る。

　まあこのアバロン学園都市ではその全てが便宜上のものでしかない訳だが。

　だからといって部屋に引きこもって寝ている訳にもいかない。

「だから余計な夢を俺の脳内に吹き込もうとするな！」

「だって！　夢ですよ!?　夢なんだからなんでもアリですよ!?」

「だから余計に洒落にならんだろうが！」

「女体化した御主人様を愛でることだってできるのに……！」

「それがいかんつってんだよ！」

　まあ毎度の如く、寝ている間に余計でエロなアプローチを掛けてくるテジャスに怒鳴りながら千里はクフィールの用意した朝食を摂り、ミーティアが差し出した鞄を受け取って、Ｇ‐ＳＨＯＣＫで時間を確認。

　あまり余裕はない。

　なので――

「周防千里」

　アジャスタント達と、それから玄関先で合流したウーラと共に、大急ぎで登校しようとする千里――その背中に、彼の部屋の扉に付いた〈ギズモⅥ〉端末が声を掛けてきた。

「なんだ？」

　振り返って問う千里。

　扉の鉄面はいつも通り無表情に、事務的な口調で告げてきた。

「都市管理事務局からの連絡だ」

「……うん？」

「汝なんじの『願い事が叶う券』を使い、星塚暁美が学籍を自ら消去。依願退学という形でこのアバロン学園都市を去った」

　鉄面は淡々とそう告げてくる。

「……そうか」

　千里は特に感慨もなくそう応じる。

　星塚暁美の行動について――あるいは聡や大場教師は『逃げた』と思うかもしれない。

　だが千里は違うと思う。

　彼女は逃げて逃げて逃げ続けることもできた。

　いつまでもいつまでもあの世界に。

　内側に内側に逃げて――外を、自分以外の誰かを認めない、そういう方向に逃げることだってできたはずなのだ。

　だが彼女は自分の部屋から出て。

　そしてこのアバロン学園都市から出て行った。

　恐らくは――もう一度、自分が生まれ育った世界と、対面してみる為に。

　それは決して逃げではないと千里は思う。

「その際に」

　てっきり話はそれで終わりだろうと思っていた千里は、そのまま歩き出しかけて――そして続くギズモⅥの言葉に再び足を止めた。

「星塚暁美から周防千里、汝にメッセージが残されている」

「メッセージ？」

　ふと立ち止まって振り返る千里。

　そこに――

『周防千里くん』

　ギズモの眼から照射された光線が、近くの壁に映像を映し出す。

　それは……星塚暁美のものだった。

『ありがとう。貴方の言ってくれたこと、考えながら、もう一回、親とか友達と会ってみる。確かに私、考えすぎだったと思うから。そのことだけ――貴方との会話だけ、記憶から消さないようにお願いしたの』

「…………そうか」

　相手は一方通行の映像と知っていながらも千里は言って苦笑する。

『それから』

　星塚暁美は微笑した。

　彼女はほんの少し頰を赤らめながら――

『私にとっては落ち着かなくてどうしようもない場所だったけど。このアバロン学園都市が、貴方にとって、大事な場所になることを――祈ってる。じゃあね。さようなら』

　星塚暁美からの伝言はそこで終わった。

「…………」

　頰を人差し指で掻く千里。

　そんな彼を――

「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　じいいいいいいいいいい――っと見つめている、四人の少女達。

「な、なんだよ!?」

　思わずたじろぎながら言う千里。

「――思うのだが」

　ウーラが一同を代表するように言った。

「御兄様は少々自覚に欠けるな」

「何がだよ!?　何の自覚だよ!?」

「わかっていないところが益々なんといいますか……」

　と言うのはテジャスで。

「罪作りなお方……」

　と言うのはミーティアである。

「だ、だから何の話だよ!?」

　千里は悲鳴じみた声で叫ぶ。

「クフィ!?　こいつら一体何を――」

　と言いかけて、千里は固まった。

　クフィールはクフィールで、恥ずかしそうに眼を逸らしたりして。

「な……なんだ!?　一体なんなんだ!?」

　不安に震える声で千里は叫んだ。





●　●　●






　アバロン学園高等部普通科――教務室。

　その片隅で机の上に両足を投げ出すという、お世辞にも教師として褒められたものでない体勢で、佐久間榮太郎は一枚の書類を眺めていた。

「――先輩」

　呼ばれた榮太郎が顔を上げると、そこには非常勤講師の羽は瀬せ川がわ拓人が立っていた。

「それ……」

「ああ。被験体２０３、星塚暁美、脱落――か。なお、自己主張の薄い、唯々諾々と契約者に従うタイプのアジャスタントは、今回のような事例を引き起こす可能性があり、問題あり。今後のアジャスタントの在り方について一考の余地あり――か」

　ぱちんと指先で書類を弾きながら榮太郎は唸った。

「これで十人目でしたっけ？」

「十一人目だよ。ただし前後の状況からして若干の保護監視が申請され、その要が承認され、許可された――と。結果一万二千ポイントマイナスに留まる。うーん」

「微妙な数字ですね」

　と拓人。

「確かにな。ポイントが事前に定められた基準を割りきれば、実験は終了――」

　榮太郎は口の端に咥えたボールペンを上下させながら言った。

「この箱庭も終わる」

「そしてチャンドラー計画が発動する？」

　拓人が表情を曇らせて問うてくる。

　チャンドラー計画。

　その意味を知っている者は、まだ生徒達には一人もいない。

　だが……

「そう。『長いお別れ』が始まるのさ」

　言って榮太郎は苦笑いを浮かべた。
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　長い夢を見ていたような気がする。

　そう言うと父親は『そりゃ三カ月も部屋で寝てればな』と苦笑してきた。

　どうやら細かいことはさておき、再び外に出て社会と向き合おうとしている娘の姿を、歓迎してはくれているようだ。

　見捨てられてはいなかった。そのことだけでも充分だ。

　いや。それどころか。

　父と母が会話していた。

　もう話すことなどないと無言ですれ違うばかりになっていた父と母が、それは形だけかもしれないけれど、朝食の時に言葉を交わしていた。弟は久しぶりに制服に着替えた姉を見て不思議そうな顔をしていたが、別に馬鹿にするでもなく、彼女に接する態度は引きこもる前と同じだった。

「おはよう」

「ん？　うん。おはよう」

　そんな姉弟の会話。

　久しぶりに家族四人で朝食を摂って家を出た。

　近くの高校に編入試験を受けに行く。とりあえずそこからだ。

　二カ月の遅れは恐らく色々響いてくると思うが……多分大丈夫。

　どうせそんなのは一年後、二年後に――あるいは十年後に振り返ってみれば大した差じゃない。『やり直せない人生なんてない』なんて楽観的な言葉は信用ならないけれど、『人生にやり直しはきかない』なんて悲観論も信用ならない。何処かの誰かが無責任に言っただけの言葉に振り回されるなんて馬鹿らしい。

「……大丈夫？」

　家を出る時……母親が心配顔で尋ねてきた。

　これも当然のことだろう。

　世界は『敵』だらけだと断じて、自分を守る為に小さな小さな『城』にこもってしまった娘。この三カ月、暁美の様子を間近で見続けていただけに、仕事に出ていた父と違って、娘の上にのしかかっていた恐怖や絶望を断片的にでも理解しているのだろう。

「大丈夫」

　暁美は答えた。

　彼女の落ち着いた声音にようやく母親も安あん堵どを感じたのだろう。『頑張って』の一言を残して家の中に戻っていった。

　門の鉄柵を開けて道に出る暁美。

　久しぶりに全身で浴びる朝の陽光が気持ちいい。

　そして――

「…………あ」

　家を出てすぐに隣家の幼馴染みに会った。

「おっ……？」

「おはよう」

　驚いた表情の彼に――ただそれだけを言って暁美は彼とすれ違う。

　しかし……

「あ、あの星塚」

　彼は声を掛けてきた。

　立ち止まって振り返る暁美の視線を受けて、彼はわずかに視線を逸らす。

「その……もう、大丈夫なのか？」

「気に掛けてくれるの？」

　暁美は苦笑した。

「近所づきあいってやつ？」

「それは――………………そうだけどな」

　気まずそうに頰を人差し指で掻きながら彼は言った。

　暁美は気付く。

　どうにかして――幼馴染みの彼は、あの時の会話を暁美が聞いていたのだと知ったのだろう。逃げ去るところを目撃されたのかもしれない。そしてその後、暁美が引きこもりになったのを知って、自分の言葉が原因だったのではないかと気に病んでいるのだ。

　確かに彼には傷つけられた。

　だが彼に悪意があった訳ではない。

　彼は――彼もまた『敵』なんかじゃない。

　ただの他人だ。

　だから……

「大丈夫」

　暁美は頷いて見せた。

「教えて貰ったから」

「あ？　何を――誰に？」

「多分――ほとんどの人は『敵』ですらないもの」

「……え？」

　言ってから。

「…………？」

　暁美は首を傾げた。

　そういえばどうしてこんな風に考えるようになったのだろう。

　私を好きだという人が一人いれば。

　その後ろには私を嫌いだという十人がいて。

　その後ろには私を好きでも嫌いでもない、どうでもいいと思っている人が百人いて。

　さらにその後ろには私のことなんてそもそも知らない人が千人はいて。

　世界ってそういうもの。

　逆に考えれば。

　千百十一人の内のたった十人。

　大した数じゃない。

　世界は私に好意を持っている訳じゃないけれども、私に悪意を持っている訳でもない。

　ただそこにあるだけだ。

　でもそれも無視されているようでちょっと不愉快だから。

『私は此処にいる。無視しないで』と自分から関わりに行ってみる。

　ただ――それだけのこと。

「じゃあね」

　きょとんとしている彼をその場に残して暁美は歩き出す。

　自分でも意外だった。

　かつての暁美は彼のことを確かに異性として好きだったように思うが、今は彼と顔を合わせても特に何を思うでもなかった。ドキドキする気持ちが彼にはもう向いていない。

　何故かはよくわからないが。

「……でも」

　何度も首を傾げながら暁美は道を歩いていく。

　自分は――どうしてこんな積極的なものの考え方をするようになったのだろう。

　部屋の中に閉じこもって。

　壁を見つめることに飽きたら本を読んだりネットを巡回したりして。

　ただそれだけの生活の中に――どんな切っ掛けがあったのか。

　よくわからない。

　わからないけど――

「…………」

　脳裏を過る曖昧な幻像。

　一人の男の子の姿――

「……誰？」

　それはただの呟きに過ぎなかったけれども。

「これって脳内？」

　幼馴染みの彼にドキドキしなかったのに。

　こんな曖昧なイメージに胸が高鳴るのを覚える。

「やばいのかな」

　苦笑気味に呟く暁美。

　そんな彼女に――




　――ちゅん。




　応じる声があった。

「あれ？」

　ぱたぱたと飛んできて暁美の肩に止まる、一羽のスズメ。

「…………え？」

　街中では当たり前のように見かけるとはいえ、スズメは愛玩動物の類ではない。

　むしろその基本的な行動は野生動物のそれだ。それが人間の肩に飛んできて止まるなどと――普通はあり得ないのだが。

「なに？　なに？」

「ちゅん」

　と暁美が首を傾げるのに合わせてスズメも首を傾げる。

「変なスズメ」

「ちゅん」

「誰かに飼われてたの？」

　確か元々人間に対して警戒心の強いスズメは、たとえ何かの形で拾っても、餌を食べずに死んでしまうと聞いたことがある。それこそ、ペットとして飼うには、強制給餌も含めて飼い主側に相当な根気がいるのだとか。

「…………」

　歩きながら暁美が片手を伸ばすと、ちょんちょんとスズメは彼女の腕の上を移動して鼻先にかざした掌の上に載った。

　何も考えていなさそうな、鳥類の瞳。

　それだけに円らで純粋にも見える訳だが――

「……ウェルキン？」

　どうしてそんな言葉が出てきたのか。

　やはり暁美にはよくわからなかった。

　ただ……

「ちゅん」

　応じるようにスズメが鳴く。

「ウェルキンってなんだっけ。アニメか漫画のキャラ？」

　引きこもっていた時にネットの動画サイトで山ほどアニメを見ていたので、その時に何処かで見たキャラクターの名前なのかも。

「まあいいか」

「ちゅん」

「とりあえず私、これから編入試験なの。待っててくれる？」

「ちゅん」

「それが終わったら何か買ってあげるね。スズメだから餌はお米がいいのかなあ。お米屋さんでひとつかみだけとか売ってくれるかなあ？」

　そんなことを言いながら歩いていく暁美。

　彼女の周りで――世界はごくごく普通に、いつもの如く、無関心で無責任な感じに、広がっているだけだった。





つづく










　あとがき




　――という訳でどうも、[image: ]さかきです。

『まかでみックス　ふぃふす　ヒキコモリと呼ぶんじゃねえッ！』をお送り致しまする。

　今回はページ数キツキツだそうなので前振りネタはなし。

　プライベートの諸々も絡んで、今回は色々一杯一杯でございます。




　まあそれはさておき。




　以下、ネタバレ含みます。ご注意。




　作中で千せん里りの言っている「お前のことが好きな人の後ろには云うん々ぬん」というアレですが、アレは実際に私が以前、某作家氏に言われた台詞せりふです。でもってその某作家氏はさらにそれを御ご母ぼ堂どうに言われたそうで。

「元々は小説か映画の台詞なのかもしれないが、ちとわからん」

　とはその某作家氏の言。

　まあ出自はさておき、強く印象に残ったので、いつか何ど処こかで使おうと思っていた言葉なのでありました。まあ実際、世の中、そんなもんですよね。




　ヒキコモリ云々に関しては、まあ創作ってことで、あまり細かい追及をされぬが吉でございまする。主に私にとって（苦笑）。

　大学卒業してから司法書士事務所に事務員として就職するまでの二年ばかり、ほとんどニートで、ほぼヒキコモリな状態（厳密にはどっちも違うけど、実態は大差なかったです）だった私の実感とか、色々混ぜて描いてますが――これも絶対じゃないしね。別の感覚で引きこもってる人もいるだろうし。




　……………………ところで本当になんで『生徒会』が禁止用語なんだか。




　ともあれ私は私にできることで世の中と関わっていくしかないので、色々言われよーが、児童ポルノ法関係で危険な足音がひしひしと迫ってこようが、これからもこーゆー変な小説を書き続けるのでした。できれば、皆様、ひとつ、よしなに。




　ではでは。また次の本で。
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　二〇〇九／八／一三

　ＢＧＭ：「Ｅｌｙｓｉｏｎ～楽園幻想物語組曲～」（by SoundHorizen）
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